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　視界が真っ赤に染まった。

　空は血の色、川を流れる水はよどみ、風は生なま臭ぐさく──そして、気づけば口に含ふくむものはすべて砂のようにぼそぼそと崩くずれ、味を感じることさえなくなっていた。

　なにをしても心が晴れることはなかった。虚きよ無む感かんが全身を包み、腕うでを動かすことさえ苦痛だった。

　生来、几き帳ちよう面めんな性格だった。

　言われたことは完かん璧ぺきにこなし、誰だれの期待にも充じゆう分ぶんに応こたえた。それが日常だったし、周りも彼にそれを求めていた。

　だが、ある日あるとき、すべてが崩れた。

　その理由に気づくのには少し時間が必要だった。体の変化は心にまで影えい響きようし、彼のすべてを変質させていった。

　復ふく讐しゆうしようと思っていた。

　大切な人を死に追いやったあの男を。

　墓前にその首を据すえ、そして自らも命を絶とうと、そう思っていた。

　そのために彼はすべてを捨てた。家族も、過去も、未来さえも。

　けれど、そんな願いを嘲あざ笑わらうようにあの男は姿をくらませ、一いつ切さいの消息を絶った。

　どれほど捜さがしても見つけることができず、彼は力をもてあました。飢き餓がは限界を超こえ、幾いく度ども人を襲おそいかけ──彼はようやく己おのれの醜みにくさに気づいた。

　血に飢うえた獣けもの。

　かつて仲間だったものを平気で手にかけようとする己に愕がく然ぜんとした。

　いつの間にこんな化け物のようになってしまったのか。それとも自分はまだ人間なのか──焼け付くような喉のどの渇かわきと闘たたかいながら、彼は墜おちておいでと誘ゆう惑わくする〝親〟を倒たおし、己の枷かせを一つはずして偽いつわりの自由を手に入れた。

　復讐の熱意はときとともに削そがれ、彼はやがて生きる目的さえ見失った。

　故郷に帰ってきたのは何十年とときがすぎてから。

　彼を知る者はいなくなり、彼は孤こ独どくの中でひっそりと息を殺すようにときを重ねてきた。




　彼女に出会ったのは偶ぐう然ぜんだった。

　そのとき、錆さび付いていた心がゆっくりと動きはじめた。







[image: 第一章　覚醒]




　　　　１




（──菱ひし川かわ彩あや音ね、十五歳、高校一年生。人生二度目のピンチです）

　チャイムの音とともに起立の号令があり、級友たちは猫ねこ脚あしの椅い子すをガタガタ鳴らしながら立ち上がった。けれど彩音はすぐには動けなかった。

　それほどショックだったのだ。

（十一点ってなに!?　十点中十一点ってこと!?）

　ずらり並んだバツ印。丸一つに三角が二つ。公式は合っていたという評価の三角だが、高得点に結びつかない記号なんてまったく価値がない。

　遅おくれて椅子から立ち上がり、号令に合わせて頭を下げて、そのまま崩れるように椅子に座った。手にはしっかり答案用紙を握にぎったまま。

「彩音、小テストの点はー、あー、あー……」

　軽かろやかな足取りで豊かな胸を揺ゆらしながらやってきたのは花はな柳やぎ水みず穂ほである。大人っぽい容姿と仕草でおしゃれも大好きだが、性格はわりとさばさばしていて社交的。姐あね御ご肌はだと言われる系統の世話好き美人。

　彩音は答案用紙から視線をはずした。

「これって十点満点だよね!?」

「あー……うん。あたしのは百点満点だったけどね？」

「水穂ちゃんはおいくつですか!?」

「な……七十五点」

「十点満点なのにいいいい!!」

　ぐしゃっと手の中で答案用紙が音をたてる。遅れてぱたぱたやってきた原はら北きた夕ゆうが、彩音の答案用紙を覗のぞき込んで「あーあ」と、同情の声をあげた。彼女も水穂同様に抜ばつ群ぐんにスタイルがいい。三つ編みお下げに赤ぶち眼鏡という出いで立ちでも地味に見えないのは、持って生まれた雰ふん囲い気きゆえだろう。要するに、簡素を装いつつも派手なのだ。

「夕ちゃんはいくつですか!?」

「私、数学は得意だから……ごめんね？」

　悪びれる様子もなく微笑ほほえんで小首をかしげる。苦手な教科はいくつかある。数学もだめだし英語も得意じゃない。社会だってテスト中にど忘れしてあとで思い出して悔くやしい思いをする。

「小テストだから、小テスト！　先生も復習だって言ってたじゃない」

　水穂がフォローを入れてくれるがちっとも慰なぐさめになっていなかった。肩かたを落とすと水穂が彩音の頭をぐりぐりと撫なでた。

「そんなことより、緊きん張ちようせずに話せるようになったじゃない。進歩したね」

　パニックになると舌がもつれてうまく話せなくなってしまうのが彩音の悪い癖くせだ。赤せき面めん症しようだし、うまく話せないとうつむいてしまうから印象も悪い。それでも毎日顔を合わせていると慣れてきて、入学二週間でようやく友人らしく話せるようになった。

　うなずいていると「あの噂うわさ、本当だったんだね」と夕が小声で話しかけてきた。

「噂？」

「数学の船ふな井い先生。小テストは点数順に返すんだって」

「……!!」

　彩音は固まる。つまり、かなり遅おそくに答案用紙を返された彩音の点数は推おして知るべし──お馬ば鹿かなことなど周りから丸わかりらしい。

「ああ、だから委員長が一番に呼ばれてたんだ」

　水穂がちらりと視線を流し、鞄かばんをさぐって文庫本を取り出す学級委員長の末まつ雪ゆきを見た。かっちり結んだネクタイとシワ一つない制服。誰よりも完璧に制服を着こなす彼は、中指でズレかけた眼鏡を押し上げると付ふ箋せんの挟はさまれたページを開く。級友たちが答案用紙を手に押しかけても嫌いやな顔一つせずに付き合うあたり、人の良さがにじみ出ていた。

「ああしてると格好いいよね、末雪くん。優等生って感じ」

「……あんたは破は賀が狙ねらいじゃないの？」

　水穂がちらりと夕を睨にらんだ。

「旭あさひくんは彩音ちゃんにメロメロだもん。頑がん張ばって迫せまったのに全然相手にしてくれなかったし……でも、もう一回頑張っちゃおうかな。旭くんも頭いいし、やっぱり狙い目かも」

　夕がお下げを指で弄もてあそびながら彩音をうかがった。小こ悪あく魔まっぽい表情になるのはからかっているときの癖だ。狙い目と言いながらも本気でない可能性が高い。

「旭って頭いいの？」

　あえて違ちがう点を尋たずねると夕はこくりとうなずいた。

「小テスト返すとき、はじめのほうで名前呼ばれてた」

　確かに夕の言う通りだ。ということは、彩音の周りには彩音以上に勉強のできない人間はいないということになる。愕然としてしまう。

「夕、あんたまだ破賀のことあきらめてなかったの？」

「水穂ちゃんから話題ふっておいて、そういう訊きき方するのってずるいなあ。あ！　そっか。私が末雪くんを褒ほめたから、盗とられちゃうって焦あせって旭くんの話題ふったんだ!?」

　夕の無む邪じや気きな問いに水穂が真っ赤になった。違うと否定して、ずいっと夕に顔を近づける。

「心配してるんじゃないの。破賀の正体、忘れたわけじゃないでしょ！」

「吸きゆう血けつ鬼きって格好いいよね」

　水穂がぎょっとして夕の口を塞ふさぎ、彩音も慌あわてて周りを見回した。夕の声はざわめきにかき消され、幸い誰の耳にも届かなかったらしい。

「もー、大だい丈じよう夫ぶだって。吸血鬼なんて普ふ通つうは信じないから！」

　ころころと笑いながら夕が水穂から離はなれた。確かに吸血鬼なんて、実際に見なければ信じなかっただろう。一いつ般ぱん的な吸血鬼のイメージは、太陽や十じゆう字じ架か、ニンニクが苦手で夜な夜な美女の生き血を啜すする黒マントのモンスターだ。ときにはコウモリに化けたりもする。

　だが、旭は違う。彩音が知る限り、吸血鬼としての力を抑おさえれば太陽は平気だし、ニンニクも食べられる。十字架は苦手で、怪かい力りきで治ち癒ゆ能力に優すぐれ、伝説そのままに血を好む。ただし、吸血行こう為い自体は食事というより飢えをやわらげ力を得る行為であるらしい。

　そのときのことを思い出した彩音は、首筋に妙みようなうずきを覚え赤くなった。

「血を吸うのって情熱的なキスって感じだよね。私も血を吸われてみたいかも」

「あんた、この前怖こわがってなかった？」

　無意識に首を押さえた彩音が夕の一言に狼狽うろたえていると、水穂が呆あきれるように夕を睨んだ。

「この前って？」

「レクリエーションで月つき影かげって吸血鬼に襲われたとき」

「そりゃああのときは怖かったけど、血まみれで戦う旭くん見てたらドキドキしたし」

「ドキドキって……夕は率そつ先せんして破賀を避さけると思ったんだけどなあ」

　吸血鬼である旭を付け狙うのは、同じく吸血鬼の月影という男だ。そうとも知らず彩音は彼に利用され、旭を窮きゆう地ちに立たせてしまった。それがほんの数日前のできごとである。二人の戦いは壮そう絶ぜつで、今でもまだ、旭が無事であるのが不思議なほどだった。

　普通なら関かかわらないようにするだろう。

「旭くんが悪い訳じゃないもん。……それに旭くんなら守ってくれそうだし」

　きっぱりと言い切る夕に、彩音は大きく何度もうなずいた。悪いというのなら仕し掛かけてきた月影だし、実際に旭は傷だらけで戦ってくれた。

　ふいに聞こえてきた金属音に彩音は動きを止める。ざわめきが押し寄せてきた。その理由はわざわざ確かく認にんしなくてもわかった。元げん凶きようが立ち上がり、近づいてきているのだろう。乱れることのないゆったりとした足取りとまっすぐな眼まな差ざしが簡単に想像できて、彩音は硬こう直ちよくした。

　毎日顔をつきあわせているのにいまだに慣れない。それどころか、レクリエーションで旭に助けられてから変に意識するようになってしまった。

「やっぱり格好いい」

　夕がうっとりとささやいた。

　彩音は夜の公園で出会った傷だらけの男に襲おそわれて入院し、一週間遅れで入学した。その彩音と同じ日に東とう王おう高等学校に入学したのが破賀旭だった。黒くろ髪かみに黒い瞳ひとみと、色しき彩さいだけ見れば日本人なのに、彫ほりの深い顔と涼すずやかな目元が異国の雰囲気を持つ。背は高く、着衣の上からでも引き締しまった体が容易に想像でき、派手な容姿なのでいつも注目される。

　しかし、それ以上に目を引くのは彼の行動だった。

「彩音」

　迷いない足取りの旭を見て、室内のざわめきがいっそう高くなった。

「旦だん那なの登場だ！」

「相変わらず一直線だな、旦那は」

　旦那というのは旭のことである。言われはじめたとき、否定するのに失敗して口ごもっていたら、あっという間に広まってしまった。

「なんかすっかり定着したね」

「登校初日から彩音ちゃんのこと俺の女だとか言って追いかけ回して、キャンプファイヤーで惚ほれさせるとか宣言して、もうすっかり公認だしねー」

　真っ赤になって項うな垂だれる彩音を見て水穂は苦く笑しようし、夕は羨うらやましそうに溜ため息いきをついた。

「こ、高校に入ったら、友だちたくさん作る気でいたのに。恋れん愛あいなんて二の次だったのにっ」

「恋愛と友情は両立できるよ？」

「あ、旭が強きよう烈れつすぎて、みんな遠巻きじゃない」

　けろりと語る夕に彩音は涙なみだ目めで訴うつたえた。田舎いなか暮らしの長かった彩音は同学年の友人に強い憧あこがれを持っていた。しかし、旭が熱ねつ烈れつに迫ってくるせいで、みんなと直接話す機会もなく、ちっとも友だちが増えないのである。

（こ、これでお母さんが旭のこと気に入って同居してるなんてバレたら……バレたら……わ、私の高校生活が終わっちゃう気がする……!!）

　完全に珍ちん獣じゆう扱あつかいだ。今でさえ珍獣を見るような目で見られているのに。

「どうした？　調子が悪いのか？　保健室に行くか？」

　旭は尋ねるなり彩音をお姫ひめ様さまだっこで持ち上げた。不自然な体勢からでも楽々持ち上げてしまうのは彼の腕わん力りよくが人並み以上だからだろう。しかし、そんな瑣さ末まつなことはどうでもいい。

　旭の腕うでの中にすっぽり収まり、彩音は悲鳴をあげた。

「きゃあああ！　お、下ろして！　体調悪くないから！　保健室行かないから！」

「──確かに顔色は悪くないようだが」

　旭の顔が近づいてきて彩音はじたばたと暴れた。端たん整せいな顔がアップになって心臓が止まりそうになる。暴れても逃にげられず、とっさに目を閉じると額にぴたりとなにかがくっついた。

　周りがどよめく。

「熱はないか」

　聞こえてきた声に目を開けた彩音は、これ以上ないほど近くにある旭の顔に硬直した。額が離れると改めて顔を覗のぞき込まれ、ばくんと心臓が躍おどる。普ふ段だんは厳しい表情ばかりするのに彩音を気き遣づかうときはとても優やさしい顔をするのだ。
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「そろそろ下ろしたらどうですか？　うるさくて読書もできない」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの教室内でただ一人冷れい徹てつな声を発するのは末雪だ。一瞬、彼の顔色が悪いような気がして首をかしげた彩音は、はっとわれに返り、もぞもぞと身じろいだ。

「──菱川さん、大丈夫ですか？」

　末雪の問いに彩音は何度もうなずき旭の腕から解放された。

　ほっと息をついていると机からひらりと紙が落ちた。素す早ばやく拾い上げたのは旭だ。彩音に返そうとして、ぴたりと動きを止めた。

「……十一点……？」

「そ、それ……!!」

　真っ赤になって答案用紙を奪うばい、小さくたたんで机の中に突つっ込んだ。読み上げた点数が聞こえてしまったのか、級友たちの一部がくすくすと笑っている。

「高校卒業後は永久就職っていう道もありますからね、奥様」

「あらやだ気が早い」

　と、冷やかすのは男子だ。勉強に部活に全力投球、友だちに囲まれ楽しい学園生活──そんな彩音の夢ががらがらと崩くずれていく。

（勉強したのに！　ちゃんと復習頑張ったのに！）

「月影に会いたい」

　彼なら丁てい寧ねいに──多少意地悪なところもあるが──勉強を見てくれるに違いない。旭から逃げ回っていた頃ころは、よく図書室で勉強を教えてもらっていた。まさか彼が旭を貶おとしめるために彩音に接せつ触しよくしてきたなんて思いもしなかったから、はじめてできた友人に浮うかれていたのだ。

　いつでも相談に乗ると言ってくれたあの笑え顔がおさえ全部噓うそだったなんて、いまだに信じられなかった。

「図書室に行けば会えるのかなあ」

　肩かたをすぼめて溜息をついた。もちろん、自分から会いに行く気はない。他人を平気で傷つける彼の危険性を考えれば、勉強を教えてほしいなんて吞のん気きなことを言っている場合ではない。

　思い出すだけでも恐おそろしい。

　温和な微笑ほほえみの中に隠かくされた吸きゆう血けつ鬼きとしての本ほん性しよう。冷れい酷こくな眼差しと容よう赦しやのない攻こう撃げきで傷だらけになった旭の姿──。

「図書室？」

　ぐっと唇くちびるを嚙かんでうつむくと旭の声が聞こえて、彩音は弾はじかれたように顔を上げる。遠ざかっていく旭の背に彩音がきょとんとする。

「あ……旭？」

「彩音、さすがに今のはないって」

　教室のドアを開ける旭を見ていると水穂に肩を摑つかまれた。目が真しん剣けんだ。

「うん。会いたいなんて言っちゃだめだよねえ。旭くん、怒おこっちゃったみたい」

　彩音は夕の指摘にさあっと青ざめた。

「あ、会いたいっていうのは、へ、変な、意味じゃなくて……あの、月影って二人きりのときはわりと優しくて」

　狼狽えていると振ふり返った旭に鋭するどく睨にらまれ、びくんと体が跳はねる。彩音がなにも言えずにいると、彼はそのまま教室を出ていってしまった。

「浮うわ気きか。あんな鬱うつ陶とうしいくらい一いち途ずなのになにが不満なんだ？」

「いや、さすがに息苦しいだろ。束そく縛ばく系ってか、緊きん縛ばく系？」

　辺りが再びざわめきだしたとき、彩音の背中が軽く押された。よろめいて振り向くと水穂と夕が手をふった。どうやら追いかけろということらしい。彩音は躊躇ためらったものの周りからはやし立てられ、旭を追うため教室から出た。

（な、なんかやっぱり思い描えがいてた学校生活と違ちがう……!!）

　拍はく手しゆが巻き起こる教室にちょっと泣ける。なにごとかと一年六組をちらちらと見る生徒たちから逃げるように彩音は旭の背を追いかけた。

「月影とは二人きりで会ってたのか？」

　旭の隣となりに並ぶと低い声で問われて彩音は首しゆ肯こうした。

（旭と対立してたなんて知らなかったし、一いつ緒しよにいるときは普ふ通つうだったし……）

「……どうやって図書室に行ったんだ？　俺が見ていたときは一度も行ってなかった」

「女子トイレの窓から出て、外の足場みたいなところを使って図書室に」

　彩音の言葉に旭は額を押さえてうなった。

「お前、思った以上にじゃじゃ馬だな。昔はそんなんじゃなかったのに」

「昔？」

「お前の前世。……いやでも、しょっちゅう家を抜ぬけ出して押しかけてきたから、意外とじゃじゃ馬だったのかな」

　旭の言葉に彩音はドキンとする。旭が彩音にこだわるのは、彩音が恋こい人びとの生まれ変わりだと信じているから──その証しよう拠こに〝血けつ印いん〟というものが体のどこかに刻まれているという。しかし、彩音の体にそれらしきものはない。それに、前世の記き憶おくもない。

　それなのに、旭はかたくなに彩音を恋人の生まれ変わりと言い張っている。

　別人かもしれないのに。

「旭、あの……」

　呼びかけた彩音は旭が向かっている場所に気づいてぎくりとした。

「ど、どこに行くの？」

「図書室。月影がいるんだろう？」

「い……いないかもしれないよ!?　正体がばれたし、騒さわぎになるかもしれないし、いくらなんでもまだ図書室にいるはずないじゃない！」

「……庇かばうのか？」

　ぶんぶんと首を横にふる。

「お前は教室に戻もどれ。俺一人で行って、決着をつけてやる」

　いきなり大おお股またになり、旭の背中がずんずん遠ざかる。

「だ、だめだったら！」

　小走りで追いつき旭の腕を摑むと、彼はいきなり立ち止まった。そのせいで、彩音は勢いよく広い背中にぶつかる。鼻が潰つぶれて変な声が出た。

「いひゃい」

　鼻を押さえて顔を上げると旭の顔から険しさが取れていた。しかしすぐにぐっと口元が引き結ばれる。旭は彩音を引きずったまままっすぐ図書室に向かって歩き出した。

「やっぱり庇ってるんじゃないか」

　非難した旭は、図書室にたどり着くとドアを躊躇いなく開けた。

　東王高等学校は古城を模した独創的な外観とアンティーク家具を思わせる備品が特とく徴ちようの高校である。照明もシャンデリアだし、人工大理石の壁かべには幾き何か学がく模様がさり気なく彫ほり込まれて個性的だ。その図書室も天てん井じようまで続く書しよ架かがずらりと並び、可動式のはしごが設置されて壮そう観かんな眺ながめだった。

　森ならまだ誤ご魔ま化かせるが、こんなところで暴れたら確実に問題になるだろう。

「だ、だめだったら！　旭！　旭、戻ろう。ね！」

　必死で腕にすがるが、旭はそれを振り払はらって図書室へ足を踏ふみ入れた。そのまま彩音の声を無視してどんどん先へと進んでいく。

　月影がいるとしたら自習用のテーブルが置かれた一角だ。先回りして警告を──そう思ったが、足がすくんでうまく前に出なかった。

　目をつぶった瞬しゆん間かん、月明かりに照らされた十じゆう字じ架かが脳のう裏りに浮かんだ。磔はりつけにされた血まみれの旭の胸には深々と杭くいが打ち込まれ、その体は冷たくなっていた。息はあったがあまりに細く、死んでしまうのではないかと怖こわかった。あんな思いは二度と嫌いやだ。

　──旭が傷つくのは、嫌だった。

　辛つらそうにしている姿も見たくない。

　旭が書架の向こうに消えるのを見て彩音は弾かれるように駆かけ出した。体当たりするように旭に抱だきつくと、彼は一いつ瞬しゆん前のめりになり、すぐに体勢を立て直して彩音を振り返った。

「戦っちゃだめ！　また旭が怪け我がしちゃう！」

「彩音？」

「あ、旭が怪我するのは嫌なの」

　ぎゅうっと旭の体にしがみつく。旭はとても力が強い。怪我が治るのだって早い。彩音からしたら不死かと思ってしまうほど──だが、違うのだ。

「旭が痛いのは、嫌なの」

　訴うつたえて両手に力を込めると旭の大きな手が彩音の頭を優やさしく撫なでた。顔を上げた彩音は、旭の体越ごしに学習用の長テーブルを見て目を瞬またたいた。

「……いない……？」

「いつもはここにいるのか？」

　愛いとおしげに彩音を見おろしていた旭は、彼女を背後に庇いテーブルを指さした。

「う……うん。ここにいて、勉強を教えてくれてたの」

　彩音は慌あわてて旭から視線をはずしうなずいた。図書室登校をしていると語った月影はいつも必ずここにいた。レクリエーションでの戦いが終わり、代休があけて一週間、月影の性格ならいるのではと警けい戒かいした彩音はきょろきょろと辺りを見回した。

「不意打ちでも食くらわせてやろうかと思ったがそこまで馬ば鹿かじゃなかったか」

　旭は髪をかき上げて息をついた。どうやら安全が確かく認にんされたらしい。張り詰つめた空気がとけ、旭の気配が変わる。彩音は胸むねを撫で下ろし、テーブルの上に広げられている交こう換かんノートをぱらぱらとめくった。

（もしかしたらここに月影がなにか書いてる、とか）

　月影は、彩音が熱心に交換ノートに書き込んでいたことを知っている。だが、月影の書き込みは見当たらなかった。その代わり、堅かた苦くるしい几き帳ちよう面めんな文字に気づく。

「しーちゃんだ」

　交換ノートを通して親しくなった相手である。つづられる内容から一年生という予測は立つものの、個人情報の類たぐいは一いつ切さい書かないので性別さえわからない謎なぞの人物だ。レクリエーションの話題に軽く触れたしーちゃんは、しばらく書き込みのとどこおった彩音のことを心配してくれていた。思わず口元をほころばせていると旭がノートを覗のぞき込んで眉まゆをひそめた。

「なんだ、そのノート？」

「図書室に常備してるノート。なんでも書き込んでいいの。これ、私宛あて」

　しーちゃんの書き込みを指さして報告すると旭は彩音とノートを交こう互ごに見て顔をしかめた。

「携けい帯たいメールじゃなくてノート？　まさか月影じゃないだろうな」

「字が全然違うから！　月影はもっとさらっとした字！」

「……どうしてそんな詳くわしく知ってるんだ？」

「だから……」

　言いかけたところでチャイムが鳴り、彩音ははっとわれに返る。ノートを棚たなに戻して図書室を出ると、旭が食い下がってきた。

「お前、月影となにかあったんじゃないのか？　本当に勉強を教えてもらってただけか？」

「旭？」

　足早に廊ろう下かを移動しながら旭を見る。

「だいたい、親しくなりすぎだ。図書室で逢あい引きなんて……」

「あ、逢い引きって！　逢い引きってなに!?」

「そうだろう。二人きりで会ってたんだ」

「二人きりのときもあったけど、ぴーちゃんもいたんだから！」

「ぴーちゃん？」

「灰色のオカメインコ」

　旭は眉をひそめてから「ああ」とうなずいた。

「月影の隷れい属ぞくの──確か、黒くろ羽ばねって名前の鳥か」

「隷属？　そういえば、ぴーちゃんもそんな話してたけど……吸きゆう血けつ鬼きとは違ちがうの？」

「吸血鬼の一種だ。〝始祖〟たる王と王おう妃ひが吸血鬼の頂点で、その二人から血を分け与あたえられて吸血鬼になった者は〝貴族〟と呼ばれ、王か王妃、いずれかの属性を強く引き継つぐ。貴族から血を分け与えられた者は〝隷属〟と呼ばれる」

　旭の歩調が少しゆるくなった。まだ廊下には多くの生徒が残っている。それを気にして、彼の声は自然と小さくなり、彩音は彼に近づくような形で耳を傾かたむけた。

「基本的に吸血鬼は血を与えられた者──〝親〟の命令には逆らえない。隷属が隷属を持つこともできるが、吸血鬼としての能力はどんどん落ちていく。そのくせ飢き餓が感かんだけは強くなって自制が利きかなくなるから厄やつ介かいなんだ。……最悪、食屍鬼グールになって見境なく人を襲おそう」

「あ、旭にも、隷属はいるの？」

　旭が血を分け与えた、彼だけの隷しもべ。

「……いない。隷属は〝親〟にとってはエサだ。そんなものを持つ気はない」

　奇き妙みような間のあとでつぶやき、皮肉めいた表情で口元を歪ゆがめた。

「隷属も飢うえをやわらげるために〝親〟から定期的に血を分け与えられる。だから、互たがいが互いのエサ、そう言ったほうが正しいんだろうな」

　歪んでいる。彩音が絶句すると旭は小さく息をついた。

「そのオカメインコが俺たちを見張っていたのか」

「……女子トイレの窓に留まってて、だから私、窓から抜ぬけ出して、た、建物の外回りをぐるっと囲んでる足場みたいなところを歩いて図書室に……いたっ」

　コツンと軽く頭を叩たたかれた。

「簡単に誘ゆう導どうされるな。どう考えても月影の差し金だ」

　今なら確かにそう思えるが、当時は迷子のオカメインコにしか見えなかった。鳥まで操あやつれるなんて反則だ。彩音はがっくりと肩かたを落とす。

「ごめんなさい」

「いや。巻き込んだのは俺だ。……俺こそ、すまない」

　彩音は旭を見つめてから首を横にふった。旭が悪いわけではない。教室で夕もそう指し摘てきしていた。

　だが──。

（まだ私、狙ねらわれてるのかな）

　ぞくりと背筋が寒くなり、彩音は唇くちびるを嚙かんだ。優しかった人が、吸血鬼の本ほん性しようをさらけ出すとまったく別人のように変わる。見た目だけではない。その本質さえ変わってしまったかのように残ざん虐ぎやくになるのだ。

（……でも、旭は、怖くなかった）

　はじめは怖かったけれど、今は全然怖くない。むしろ、こうしてそばにいると妙みように安心して頼たよってしまう自分がいる。抱だきしめる腕うでの逞たくましさを思い出し動どう揺ようしてしまった。

「正直に言ってくれ」

　じっと見つめられて彩音はどぎまぎした。なに？　と問うと、旭が口を開く。

「やっぱり月影となにかあったのか？」

　押し黙だまった彩音を見て、なにか勘かんぐってしまったらしい。

「ち、ち、違う！　私は、ただ……っ」

　旭に触れられたときのことを思い出していただなんて言えるわけがない。彩音は激しく首を左右にふった。

「月影とはなにもなかったから！　ど、どうしてそんなに疑うの!?」

「お前のことが心配だからに決まってる」

　真しん剣けんな顔にどきりとした彩音は、彼の瞳ひとみが自分を通して別の人間に向けられていることに気がついた。転生する前、旭に愛された少女──いくらそれが彩音だと言われても、ひどい疎そ外がい感を覚えてしまう。彩音はなにも返せずにうつむく。視線が痛い。顔が上げられない。

「旭が心配なのは私じゃないでしょ」

　可愛かわいくないことを言って、彩音は後こう悔かいしながらも旭から逃にげるように廊下を急いだ。

　教室のドアを開けると、級友たちは思い思いの場所で話し込んでいた。先生はまだ来ていないらしい。ほっとしていると旭に肩を摑つかまれた。

「彩音！」

「だから、勉強を教えてもらっただけだったら！」

　明らかに揉もめている彩音と旭に、級友たちの好こう奇き心しん丸出しの視線が集まった。彩音は羞しゆう恥ちに頰ほおを染め、早く話を切り上げようと乱暴に叫さけんだ。

「勉強なら俺が教えてやる」

「ど、どうして旭が！」

「一いつ緒しよに住んでるんだから、わざわざ性根の腐くさったあいつに訊きく必要なんてない」

　確かにそうだ。しかし、旭が勉強ができるとは思っていなかった──それどころか、小テストが返ってくるまで勉強は苦手だと思っていたので頭にもなかった。

　むうっと考え込んでいるとき、辺りが妙に静かなことに気づいた。恐おそる恐る教室内を見回し、そして、凍こおり付く。

　声をかけようとしたのだろう。片手をあげた体勢で水穂が固まり、その隣となりに立っていた夕も笑えみをこわばらせていた。そして、文庫本を読んでいたはずの末雪も目を見開いて彩音と旭を見ていた。

　さらに、級友の大半が言い争っていた彩音と旭を見ていたのである。

「……一緒に住んでるの？」

　水穂の質問に彩音が口をぱくぱくと開閉させた。ここはきっぱり否定するところだ。それがわかっているのにうまく声が出なかった。それがみんなの不信感をあおってしまったのだろう。誰だれかが「マジか」と、うめいた直後、ざわめきが一気に教室内を駆かけた。

「一緒に暮らしてるのかよ!?　同どう棲せい!?　学生結けつ婚こん!?」

「なにそれ、あり得ないー!!」

　平へい穏おんで充じゆう実じつした毎日を送ることが夢だった。友だちは百人、なんて、子どものようなことを夢見ていた。

　その夢が、今まさに音をたてて崩くずれ去っていった。




　　　　２




　彩音が旭とともに茶さ道どう部に顔を出したのは午後四時を少しすぎた頃ころだった。

「遅おくれてすみません」

「お。来たか！　遅おそかったねー」

　恐きよう縮しゆくする彩音に先せん輩ぱいたちは朗ほがらかに笑った。

　茶道部は二年の部員が二名だけで、このままいけば廃はい部ぶというぎりぎりの部活だった。体験入部で熱心に勧かん誘ゆうされ、先輩たちも気さくで接しやすく、なにより楽しかったので入部を決めた。すると旭も入部届けを出し、先に入部した末雪を含ふくめて合計五人になった。

「私らちょっとお茶ちや菓が子し買ってくるから適当にくつろいでて。末雪くん来てるから、お茶点たててもらってもいいよ。らくがんとおこしがあるからどうぞ」

「ありがとうございます！　いってらっしゃい！」

　長く田舎いなかで育ったためか、近所づきあいは積極的でいろんなお菓子をお裾すそ分わけとしてもらった。和菓子はその筆頭だ。らくがんは花の形も可愛らしい甘い和菓子で、おこしはお米を中心に作った、こちらも甘いお菓子。和菓子は甘くて柔やわらかな味が多く、ケーキも好きだがそれとは違った独特の趣おもむきがあって楽しい。

「おー、らくがんとおこしでそこまで喜んでくれるとは！　先生にお礼言っとかないとね」

　先輩はにこにこ笑って彩音の頭を撫なで、旭に手をふり部室を出て行った。

　上うわ履ばきを脱ぬいで黒光りする上がりかまちに足をかける。奥の畳たたみ部べ屋やでは、末雪が風ふ呂ろ敷しきのようなものに茶器を並べ丁てい寧ねいに手入れをしていた。

　荷物を部屋の片かた隅すみに置いて息をついたとき、違和感に気づいた。

「末雪くん、調子悪い？　顔色がよくないみたいだけど」

「え？　あ……平気です。少し寝不足で……それより、呼び出しは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　末雪は誤ご魔ま化かすように笑って質問を返す。突然訊かれて戸惑ったが、末雪の声に下世話な響ひびきがないことに内心でほっとした。だが、どうにも返答がしづらい。

（大丈夫ってわけじゃないんだよなあ）

　休み時間に同居が知れ渡わたり、その最悪のタイミングで先生がやってきた。話は放課後に聞くと言われ授業がはじまり、ＨホームＲルームのとき、担任に生活指導室へ来るよう改めて呼び出された。顧こ問もんの先生も交えた話し合いは一時間も続き、ようやく解放されたのである。

　彩音が肩を落とすと茶道室の引き戸が騒そう々ぞうしくノックされた。

「こんにちはー。彩音ちゃんいらっしゃいますかー？」

「ちょっと、夕！　あんた本気で押しかける気!?」

「先輩は好きなだけいていいって言ってくれたし」

「それは入部希望者だって思ったからでしょ！　あんたもう入部届け出したじゃない。おさんぽ部！　犬の面めん倒どう見みてるんでしょ!?」

「部活はまだ変へん更こうオーケーだし、犬は可愛いけど実はちょっと悩なやんでるから……あ！　彩音ちゃん！　旭くーん！　それから、末雪くんも！　こんにちは」

　文句を言う水穂をするりとよけて夕が部室に入ってくる。彩音は目をぱちぱちと瞬またたき、旭は面めん倒どう臭くさそうにちらりと夕と水穂を見る。

「僕はついでですか」

　末雪は抹まつ茶ちや茶ぢや碗わんを脇わきに置いて溜ため息いきをついている。

「そんなことないけど……さっきそこで茶道部の部長と副部長に会って、彩音ちゃんのこと訊いたら、これから和菓子買いに行くから抹茶飲んでいかないかって誘さそわれちゃって」

「夕！　あんたそれ図ずう々ずうしいから！」

「先輩がいいって言ったんじゃない。人の厚こう意いを素す直なおに受けられないなんて、水穂ちゃんって寂さびしい生活送ってるんだね」

　腰こしに手をあてて呆あきれた夕は、渋じゆう面めんの水穂に背を向けて上履きを脱いであがってきた。彩音は勢いに驚おどろいて反応できなかったが、末雪はさっと茶器を片づけて姿勢を正した。

「点てますか？」

「抹茶？　飲む飲むー!!」

　嬉うれしそうに彩音の隣に陣じん取どって夕がうなずいた。水穂はがっくりと肩かたを落としながら「ごめんね」と謝罪しつつ上履きを脱ぐ。末雪が冷蔵庫から可愛らしい和風の缶かんを取り出すと水穂は不思議そうに小首をかしげた。

「それなに？」

「抹茶です。保存は冷蔵庫でするので……あ、今から飲むのはもう常温に戻もどしてありますからこれは先輩たちが戻ってきたときに飲むぶんです」

　わざわざ必要なぶんだけ冷蔵庫から出しておくのは、おいしいお抹茶を飲むための一手間だ。だまにならないように茶ちや篩ふるい用の篩ふるい缶かんもあるし、道具は一ひと揃そろい、本格的なものが置いてある。

「あ、あたし、抹茶飲んだことないんだけど！」

「気楽に飲んでください。お茶会じゃないんですから」

　茶ちや菓が子しを出し、てきぱき準備しながらも末雪は軽い口調で慌あわてる水穂の緊きん張ちようをほぐしてあげている。彩音が感心していると夕がにんまりと口元を歪ゆがめた。

「水穂ちゃんって押せ押せ系に見えるけど、本気の相手には奥手なんだよね」

　そんな夕は、水穂と違ちがってかなり積極的に攻せめてくる肉食系女子だ。彩音に耳打ちして肘ひじで小こ突づいてきた。

「で、で、呼び出しどうだったの？　なに言われた？」

　突とつ然ぜんの話題転てん換かんに彩音がぎくりと背筋を伸のばす。

「なにって？」

「んも～、わかってるくせに！　ＨＲで奥おく村むら先生から呼ばれたでしょ！　生活指導室に来いって!!　やっぱり同棲の話？」

「ど、同棲じゃなくて同居！」

「同じじゃない」

　全然違う。言葉の響きがとたんにいかがわしくなる。彩音はぶんぶんと首を横にふり、真っ赤になって否定した。生活指導室ではさんざん嫌いやな汗あせをかいた。ようやく解放され心安まる茶道室にやってきたというのに、まさか友人たちが押しかけてくるとは──同級生の友人がほしくて学園生活をスタートさせた彩音にとっては夢のようなできごとだが、今は嬉しいどころか心労で倒たおれてしまいそうだった。

「一いつ緒しよには暮らしてるんでしょ？」

「暮らしてる」

　夕の質問に答えたのは今まで押し黙だまっていた旭だった。思わずギッと睨にらみつけると彼は少しだけ肩をすくめた。

「やーん！　旭くんったら手が早い～!!」

　両手で頰ほおを押さえる夕の前にどんっと音をたてて茶ちや碗わんが置かれた。淡あわいピンク色の器うつわには桃ももの花が可か憐れんに咲さきこぼれ、抹茶の鮮あざやかな緑がしっくりと馴な染じんでいた。

「一服どうぞ？」

　しかし、末雪の笑え顔がおが怖こわい。

「末雪くんって彩音ちゃんのことが好き？」

「……別に好きではありませんが」

「そのわりには、彩音ちゃんの話題には食いつきがいいよね？」

「気のせいですよ」

　棗なつめを手にとって茶ちや杓しやくにたっぷり抹茶をすくい、今度は藤ふじの花が描かかれた白い茶碗に入れる。一いつ般ぱん的に抹茶と呼ばれるのは薄うす茶ちやだ。彩音は何度もすくっては戻して適量を確かく認にんしてしまうが、末雪は動き一つ一つに迷いがない。風ふ炉ろ釜がまから湯をとるときも柄ひ杓しやくを釜の縁ふちにあてたりしないのだ。手本のように完かん璧ぺきな所作で茶を点てる。

　何度見ても惚ほれ惚ぼれするが、初見では強きよう烈れつらしく水穂も食い入るように見つめていた。

「それで？　二人はどこまでいってるの？」

　しかし、夕には通じないらしい。末雪から視線をはずすなり彩音に問いかけてきた。

「ど、どこにも行ってないっ」

「キスはすませてるよねー。あれ？　生活指導って坂さか峰みね先生だよね？　この前のこと、なにか言われた？」

　話題が少し横にずれた。城のような建物にあわせたかのような古風なドレスをまとう生活指導の坂峰先生は、キャンプファイヤーのときに月影に操あやつられて彩音たちを襲おそってきた一人である。呼び出された部屋に彼女がいたときは驚いたが、態度も表情も以前のままだった。

「……忘れてるみたいだった」

「生徒に襲いかかっておいて!?」

「うん。普ふ通つうに同居の話された。風紀が乱れるって注意されて保護者呼び出しだって……」

　思い出して彩音は青くなった。

　坂峰先生にどことなく覇は気きがなかったが、それ以外はいたっていつも通りだった。だから言い訳もできなかった。

　水穂は小首をかしげながら末雪から抹茶を受け取り、すぐにはっとした。

「吸きゆう血けつ鬼きって相手を操れるんだっけ？　だから先生も忘れてるの？」

「……月影はチャーム系の吸血鬼だからな」

　旭が淡たん々たんと返すと末雪は一いつ瞬しゆんだけ手を止め、新しい茶碗を手に取った。

「チャームって？」

「相手を魅み了りようすることが得意な吸血鬼。俺はパワー系だ」

「それ以上は言わないでくれませんか？」

　彩音の質問に答える旭を鋭するどく制したのは末雪だ。旭を睨みながら言葉を続ける。

「巻き込まれるのはご免めんです」

「末雪くん？」

「……菱川さんも、あまり破賀には近づかないほうがいいですよ。少なくとも、自分から首を突つっ込むべきじゃない」

「ど、どうしたの、急に？」

「レクリエーションのときからずっと思っていたことです。……そんな得体の知れない男に近づくべきじゃない。話を聞くなんてもってのほかです」

　きっぱり末雪が言い切ると、水穂が驚いたように目を見張った。

「末雪って、ああいうのは信じないタイプだと思ってた」

「ああいうの？」

「吸血鬼」

「……目の前で血まみれの戦いを見せられてるんですよ。信じるも信じないもありません。ただ、知らなければ危険を回かい避ひすることもできるはずです」

　末雪の言いたいこともわかる。無関係なら部外者として扱あつかわれる可能性を言っているのだろう。しかし実際、彩音はなにも知らないまま旭と月影の争いに巻き込まれた。今も全容を知っているわけではないにもかかわらず。

「私は、知りたい」

　彩音の訴うつたえに末雪は眉まゆをひそめるが、夕が好こう奇き心しんに目を輝かがやかせてうなずき、水穂まで同意すると大きく溜息をついた。袱ふく紗さをたたんで棗の上に置き、ちらりと旭に視線を投げる。

「あ、あの、迷めい惑わくなら別の場所に……」

「いいですよ。僕も聞きます。女子ばかり危険な目に遭あわせるわけにはいきません」

　彩音の言葉を遮さえぎって末雪が断言した。

「末雪くんって大げさ。話聞くだけで危険な目って」

「でも、またあの男が襲ってくると思うとなあ……あの月影って吸血鬼、見た目きれいだけど雰ふん囲い気きとかやることが鬼き畜ちくっぽいし」

　ひどい言われようだが、さんざんいい顔をしておいてあっさり裏切るような男だ。

（そういえば嚙かみ殺すとか言われたこともあったなあ）

　肩かたを落とした彩音は、細められた旭の瞳ひとみにわずかに赤い光が差すのを見て身を乗り出した。

「その目の色、どうして変わるの？　髪かみも金きん髪ぱつになったり白銀になったりするよね？」

　彩音の問いに旭は指先で髪をつまんで視線をあげる。考えるように視線をさまよわせた彼は、遮しや光こうカーテンを閉め彩音たちに向き直った。

　一瞬、背筋がぞくりとした。カーテンの隙すき間まから光がさすが、旭の表情は読めない。突然、風もないのに旭の黒くろ髪かみが揺ゆれ、全体の色が退色していった。茶色くなった髪は金色になり、さらりと青白い肌はだにかかった。伏ふせられたまぶたがゆっくりと持ち上がる。現れたのは、血のように鮮やかな赤い瞳──口元には鋭い犬歯が覗のぞき、彼がまとう気配も一変した。

「手品みたい」

　水穂が目を見張る。

「格好いい」

　夕がほうっと溜ため息いきをつく。末雪は渋じゆう面めんで旭を睨んでいた。

「これが吸血鬼としての俺本来の姿」

　旭がカーテンを開けたとたん、手の甲こうに光があたりジュッと音をたてた。煙けむりが立ち、肌が赤くなる。肉の焼ける独特のにおいが閉め切った部屋に広がり、彩音がとっさに口を押さえた。焼けただれた皮ひ膚ふはすぐに水ぶくれができた。

　旭がカーテンから手を放すと日差しが遮られ、水ぶくれが小さくなり、やがて消えた。傷が治りきるなり旭の髪と目も黒に戻もどる。本当に手品のようだ。

　旭は窓を開けて籠こもった空気を外へ逃にがした。

「旭、痛くないの？」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　険しい表情はすぐにやわらぎ、静かな笑みに変わる。彩音はそれを見てほっと息をついた。においが消えると旭は再び窓を閉めた。

「今の姿は……力を抑おさえているこの姿は、吸血鬼になる前の姿だ。能力は落ちるが、日の光も平気だし鏡に映ることもできる」

「ニンニクも平気だよね？　料理に使ってても嫌いやがらなかったし」

「ああ。嗜し好こう品ひんに関しては生前の好みが強く出るから」

「十じゆう字じ架かは？」

「苦手なのは銀製品のほうだ。形はそこまで限定してない。招かれないと家には入れないし、水には例外なく沈しずむ」

　彩音はきょとんとした。

「招かれないと入れないの？　でも、家には入ってるよね？」

「招かれたから」

　一瞬、息が止まった。旭が家に来たのは母の房ふさ子こが買い物袋ぶくろを破った日で、気づいたら食事をすることになって、房子が誘さそうまま一いつ緒しよに暮らすことになって──。

「あ……ああ！　お母さんがおいでって旭のこと呼んだ！」

「お前もな。おかげでお前のそばにいられる」

　真しん摯しな眼まな差ざしで言われて彩音は狼狽うろたえた。まさか自分から旭を招き入れただなんて、招かなければ平へい穏おんでいられただなんて、考えもしなかった。

　彩音がくずおれると水穂が慰なぐさめるようにそっと肩を叩たたいた。

「もっとも、始祖から遠い吸血鬼はそこまで束そく縛ばくされないらしいが」

「始祖？」

　夕が首をかしげた。始祖から直接血を受ければ貴族と呼ばれるという話を聞いたのは昼間だ。旭は子どもに説明するようにゆっくりと話す。

「始祖はすべての吸血鬼の〝親〟とも呼べる存在だ。吸血鬼は始祖──王か王おう妃ひ、いずれかの血に連つらなる。王の血を受ければパワー系の吸血鬼に、王妃の血を受ければチャーム系の吸血鬼に分類される」

「ああ、さっき言ってたやつ？　ってことは、破賀は王様に吸血鬼にされたんだ？」

　水穂がぽんと手を打つと、

「じゃあ、月影は王妃に吸血鬼にされたってこと？」

　夕が納なつ得とくした。二人とも飲み込みが早い。彩音はぐるぐると話を反はん芻すうし、旭と月影が同じ吸血鬼でありながら本質がまったく違ちがうことを理解する。

「ねえねえ、旭くんって貴族なんだよね？　パワー系の吸血鬼でも人を操ったりできる？」

「……ああ」

「だったら彩音ちゃんを操って自分のものにしちゃえばいいんじゃないの？」

「夕ちゃん!?」

「だって口説くより確実じゃない？　……もしかして、もうなにかされちゃってる？」

　彩音が首を横にふると夕が意外そうな顔をした。

「そうなの？　彩音ちゃん、キャンプファイヤーのあとから旭くんのこと気にし出してるよね？　積極的に一緒にいるし。それって興味を持ったってことでしょ？」

　鋭い指し摘てきに彩音は絶句した。興味を持ったというのとはまた違う。それでも、旭のことは知りたいと思っていた。

　それと同時に、自分のことも知りたかった。

「あ……旭、私の記き憶おくって戻せないの？」

「彩音ちゃん、記き憶おく喪そう失しつなの!?」

「ぜ、前世の記憶……みたいなんだけど」

「前世──!?」

　夕に叫さけばれて彩音は赤くなった。

「生まれ変わり、とか」

「なにそれ。ロマンチストねー」

　水穂の目が据すわる。平へい坦たんな声で言われて彩音は混乱した。なんとなく流されるままこの状じよう況きようにおちいったが、鵜う吞のみにするには問題の多い会話だと気がついたのだ。

「あ、旭は、私が恋こい人びとの生まれ変わりで、恋人には血印があるっていうの。でも、私にはそれがない。だから旭の恋人は私じゃなくて別の人かもしれなくて……」

「お前だ」

　両手で頭を押さえながらぐるぐる言葉だけを重ねていると、旭に手を摑つかまれた。ドキンと鼓こ動どうが跳はねてしまうのは顔が近すぎるから──彩音はとっさに顔をそむけた。

「だ、だから、どうしてそう言い切れるの？　記憶も血印もないのに」

「血印は魔ま力りよくを介かい在ざいして魂たましいに刻むんだ。間ま違ちがえるはずがない」

「ふーん。ねえねえ、旭くんって催さい眠みん術みたいなことできないの？　なんだっけ？　退行催眠？　それで前世の記憶がわかったりとかしないの？」

　夕に訊きかれて彩音ははっとし、旭が渋面になった。

「多少は操あやつったりできるが、俺はパワー系なんだ。そういうのは月影が得意で……」

「やったことは？」

　じっと押し黙だまっていた末雪に問いかけられ、旭は考えるように彩音を見つめた。瞳に赤みが増し、瞬またたく間に真しん紅くへと変わった。

　眼差しをまっすぐ受け止めると視界がかすむ。体から力が抜ぬけた。世界がぐるりと反転し、気が遠くなる。力なく崩くずれ落ちる体を旭がとっさに支えた。

「──桜さくら子こ」

　柔やわらかな声に胸の奥がざわめいた。背中に回された腕うでからじわりと熱が伝わり、肩を摑む手に痛いほど力がこもる。

「桜子、応こたえてくれ」

　声に熱がこもる。意識が昏くらい場所に落ち、声が幾いく重えにも反はん響きようして眠ねむりを深くする。

　一いつ瞬しゆん見えたのは抜けるような青空だった。広大な緑の草原と可愛かわいらしい家々が立ち並ぶ不思議な光景。大きな風車に一面のチューリップ畑が広がって、その向こうには。

「桜子！」

　声に呼応し、意識がぐんっと持ち上げられ双そう眸ぼうを開けた。迫せまるように近づいてきたのは旭の端たん整せいな顔だった。ばくんと鼓動が跳ね、悲鳴とともに彼を押しのけ畳たたみの上に座り込んだ。

（な、なに、今の……）

　鼓動が異様に速い。大きく息を吸い込みぎゅっと目を閉じた。

「彩音、大丈夫？　ちょっと、破賀！　あんたなにしたの!?」

　がたがた震ふるえる彩音を見て水穂が声を荒あらげた。彩音は「大丈夫」と返すだけでそれ以上言葉が続かない。冷や汗あせが流れる。自然あふれる平穏そのものの光景なのに、心の奥には得体のしれない恐きよう怖ふだけが張り付いていた。

「なにか思い出したのか？」

　ひざまずいた旭に顔を覗のぞき込まれ、彩音はきゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。脳のう裏りに浮うかんだのはただの景色──写真かなにかで見たのかもしれない。前世の記憶というには曖あい昧まいで、言えば期待させたぶんがっかりされるに違いないものだった。

　彩音は首を横にふる。

「……そうか。やはり俺では……だめなんだな」

　旭の声はひどく沈んでいた。自分への失望か、彩音に対するあきらめか──胸の奥が鈍にぶく痛んで彩音は顔を伏ふせる。

「彩音ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　深呼吸して。苦しい？　……本当に旭くんって彩音ちゃんを操ることできないんだねえ。ごめんね、変なこと言っちゃって」

　夕が彩音の背中を気き遣づかうように叩く。

「……桜子？」

　小さな疑問の声に彩音が顔を上げると、末雪がはっとしたように口を手でおおった。

「あ……あの、ずいぶん古風な名前だったので驚おどろいて……それで……」

　青い顔でつぶやいた末雪はそのまま目を伏せた。

　彩音は深呼吸を繰くり返す。目が回る。片手でそっと顔をおおった。

「すまない」

　苦しげに謝罪し、旭は彩音の肩かたを抱だく。旭のせいではない。そう伝えたかったのに言葉がうまく出ず、意識はあっという間に闇やみに吞のまれた。







　目を開けると見慣れた自分の部屋だった。

　彩音はベッドから起き上がると大きく伸のびをした。

「あれ？　なんで真っ暗……？　制服は？」

　窓の外は暗い。いつの間に着き替がえたのかと首をかしげ、目をごしごしこすっているといい香かおりがしてお腹なかがくうっと鳴った。慌あわててお腹をさすり、ベッドから下り時計を確かく認にんする。七時半──部活に行ったのが四時すぎだったから、三時間近くたったことになる。

（催眠術ではたいしたことは思い出せなかったし……ていうか、あの光景だって催眠術で思い出した光景とは限らないわけだし）

　額を押さえながら部屋を出る。すると、食しよく欲よくを誘さそうにおいがよりいっそう強くなった。

「お母さん！　お腹すいたー!!」

　小走りで台所に行くと、テーブルには好物のシチューをはじめ、魚の煮に付つけ、野菜スープ、シーフードサラダ、サーモンのカルパッチョ、ピザ、春巻きとさまざまに並んでいた。

「あらあら、彩音ったら。手を洗って、盛りつけ手伝ってちょうだい」

「はーい！」

　目を輝かがやかせてうなずき、すぐにネギを刻んでいる旭に気づいた。

「な……なにしてるの？」

「うどんも作ったから、薬味をお願いしたの。不器用な男の子が一いつ生しよう懸けん命めい料理に励はげむ姿っていいわよねえ」

　うふふっと房子が笑う。力加減が難しいらしく、旭が慎しん重ちように包丁を扱あつかっている。彼は手を止め、彩音を見るとほっとしたように表情をやわらげた。

「彩音、大丈夫か？」

「大丈夫だよ」

　うなずいてから首をかしげる。学校から家まで移動した記憶がない。いつもと変わらない台所に、あのできごとがすべて夢だったのではないかと旭を見上げる。

「旭くんが彩音をお姫ひめ様さまだっこで運んできたのはびっくりしたわ」

　彩音は房子の発言によろめいた。

「お、お姫様だっこって」

「学校から家まで。やっぱり男の子はいいわよねえ、体力があって。寝ねてると重く感じちゃうけど、ちゃんと運んでくれるんだもの。頼たのもしいわ」

　褒ほめる房子を見て彩音の顔から血の気が引いた。校内は当然目立っただろう。門を出てから公園もあるが、基本的には住宅街だしマンションの近くに駅があって人通りも多いし、注目を集めたのは間違いない。

（恥はずかしすぎる）

「彩音、ちゃんとお礼を言っておきなさい」

「お、お礼って！」

　むしろ文句を言いたい状況だ。起こしてくれたら自力で帰れたかもしれないのに、声をかけることさえしてくれなかったのだから。

「どうして彩音が怒おこるのよ。わざわざ運んでくれたのよ？　ベッドで寝てる彩音を見て自分のせいだって落ち込んじゃうし、なにか好きなものを作りたいってお料理だって手伝ってくれたんだから！」

　興奮する房子とは反対に、旭は広い肩をすぼめるようにして繫つながったネギを小皿に盛った。その様子が面おも白しろくて、羞しゆう恥ち心しんが少しやわらいだ。

「私の好きなもの？」

「シチュー好きでしょ？　男の子の手料理なんて贅ぜい沢たくよね」

　彩音は呆あつ気けにとられてテーブルを見た。まさかの手料理だ。料理なんてしそうにないから、よけいに貴重なもののような気がしてくる。

「好きなものなら食べられるかと思って」

　倒たおれた彩音を心配してくれたらしい。ぼそりとつぶやく旭の広い背中を見て彩音は胸の奥がむずむずするような気がした。ほころんでいく口元を必死で引き締しめ、

「ありがとう」

　お礼を言った彩音は旭と一いつ緒しよに食器を運んだ。料理がテーブルいっぱいに並ぶ。とても三人で食べる量ではないが、旭が大食漢なので料理が残ることはないだろう。席に着くと彩音はまずはじめにクリームシチューに口をつけた。

　思わずほうっと溜ため息いきが漏もれた。

「おいしい」

　二口目を食べていると彩音の前に取り皿が置かれ、旭が料理をのせてくれた。

「それ、全部旭くんが作ったやつよ」

「旭って料理できるの!?」

「できないから苦労したの。でも、飲み込みが早いし勘かんもいいからすぐに覚えちゃいそう。家事のできる男の子ってポイント高いわよねえ」

　房子はすっかり上じよう機き嫌げんだ。彩音がちらりと旭を見ると、褒められたのが恥ずかしかったのか、必死で作ったことに気き恥はずかしさを覚えてしまったのか、旭の頰ほおがほんのり赤かった。

（吸きゆう血けつ鬼きでも照れるんだ）

　新しん鮮せんな驚きとともに見つめていると悪戯いたずら心が首をもたげた。しかし、以前、テーブル下での攻こう防ぼうに失敗し、房子に怒られたことがある。

　彩音は音をたてないように注意してスリッパを脱ぬぎ、そしらぬ顔でちょんちょんと旭の足をつついた。旭の肩が小さく揺ゆれ、口に運ぶ肉じゃがが止まる。ちらりと顔を上げた旭ににっこり微笑ほほえむと、彼はすぐに目を伏せた。

（……あれ？　なんだ、つまんないな）

　ちょっかいを出したらすぐにのってくる。そう思って身構えていただけに、素っ気ない旭の反応に戸と惑まどった。しょんぼりと肩を落としながらシチュー皿を引き寄せたとき、ジャガイモの大きさがバラバラであることに気づく。にんじんも大小さまざまな大きさがあり、飾かざり切りに失敗したとしれる花びらの形まであった。

「あ」

　可愛かわいいかも、と、思ってしまった。大きな手で小さなにんじんを四苦八苦して切る姿が思い浮うかぶ。どんな顔で切ったのか、それを思うとおかしくて、くすくす笑っていると足を踏ふまれた。力を入れすぎないよう充じゆう分ぶん注意したその動きにびくんと肩が揺れ、スプーンが手から滑すべり落ちた。

「彩音、なにしてるの？」

　房子にテーブルの下をのぞき込まれ、彩音はとっさに足を引いた。幸い見み咎とがめられなかったらしい。すぐに房子は椅い子すに座り直し、彩音はほっと胸を撫なで下ろした。

　旭のお茶ちや碗わんにごはんをよそいながら房子は思い出したように話しかけてきた。

「お母さん、明日あした、高校に行くことになっちゃったの」

　彩音の思考が停止する。ぎこちなく首をかしげ、保護者が学校に行く理由を思案する。もちろん、思い当たることは一つしかなかった。

　真っ青になっていると、旭の足がなだめるように彩音の足をさすってきた。

（わ、わかってる、わかってる。まずは深呼吸）

　旭にこくこくうなずいてからさり気なく房子を見た。

「学校から、連れん絡らくがあったの？」

「そうなのよ。旭くんと一緒に暮らしてますかって訊きかれたから、はいそうですって答えたらお話がありますって。生活指導の先生から」

　坂峰先生に違ちがいない。彩音が飛び上がると、もう一度旭の足がちょんちょんと彩音の足の甲こうに触ふれてきた。

「俺の責任……」

「わ、私も教室で話しちゃったから！　ごめんなさい！」

　旭と彩音の言葉に房子が目をぱちくりさせた。

「別に隠かくしてるわけじゃないからいいわよ。でも先生、反対してるみたいだったわ」

「普ふ通つうそうだと思うけど」

「そうなの？　男の人が家にいてくれたほうが防犯になるって近所の方も言ってたのに。一人暮らしのＯＬさんなんてわざわざ男物の下着を干しておくんですって」

　それは一いつ般ぱん的な認識であって、年とし頃ごろの娘むすめを持つ母親の認識ではないのだが──幼なじみが毎日のように押しかけてきていた田舎いなか暮らしに慣れ、まだその感覚が抜ぬけないせいか房子は相変わらず納なつ得とくいかないという顔になった。

「でも、彩音が言いふらすなんてびっくりだわ。そういうの隠すと思ってたから」

「言いふらすって？」

「旭くんとの同居」

「言いふらしてない！　小テストの点数悪くて、旭が勉強教えてくれるって言ってくれて！　一緒に暮らしてるんだからって！」

「あら何点？」

　房子の問いに彩音がびくんと体全体を揺らした。

（十一点！　小テストなのに十一点！　百点満点なのに……っ!!）

　最悪の点数だからとても口に出せない。彩音が押し黙だまると房子は旭を見た。

「旭くんは？」

「八十八点」

「あら、優ゆう秀しゆうね。教科は？」

「数学」

「彩音って昔から計算が苦手なのよねえ。勉強全体的に苦手だから、入試失敗したらどうしようかってお母さんのほうがドキドキしちゃったくらいだもの」

　母からのお馬ば鹿か宣言に彩音が真っ赤になって絶句する。志望校を先生に言ったら全力で止められたのは記き憶おくにくっきり残っている。しかし今ここで言われるとよけいに恥ずかしい。

　耳まで赤くなってうつむくと、不ふ憫びんに思ったのか、旭の足が慰なぐさめるようにぽんぽんと彩音の足を叩たたいた。







　食器を片づけお風ふ呂ろに入って、一息ついたら九時を少し回っていた。

　彩音はドライヤーをテーブルに置き、じっと耳をすませる。そして、部屋の前を通り過ぎる足音を確かく認にんしてから数学の教科書とノート、筆記用具を手に廊ろう下かへ出た。

　居間のソファーに腰こしかけた旭は、頭からかぶったタオルを乱暴に動かして髪かみを拭ふいている。

（……手、大きい……）

　筋張っていて、男の人の手だった。首筋から鎖さ骨こつにかけてのラインがなんだか妙みように色っぽい。しっとりと濡ぬれて上気する肌はだに水すい滴てきが滑すべり、それがまた艶つやっぽさに拍はく車しやをかけていた。

　ぼうっと旭に見み惚とれた彩音は、ぶんぶんと首を横にふって足早に台所に移動する。そして、冷蔵庫から氷こおり菓が子しを取り出すと旭のもとへ向かった。

「賄わい賂ろ」

　氷菓子を旭の目の前に差し出す。タオルが肩かたに滑り落ち、驚おどろいたような旭と目が合った。

　すぐになにか言ってくると考えていた彩音は、無反応な旭に慌あわてた。

「て、手作りアイス、レモンバー。自信作！」

　シリコンケースに入ったアイスは天然水とレモン、ハチミツを合わせたさっぱりした氷ひよう菓かである。市し販はんのものとは入れ物からして違うので怪あやしいことこのうえないが、味は保証ずみだ。しかし、旭の反応がいまいち鈍にぶい。

「お……おいしいよ？」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔で彩音と氷菓子を交こう互ごに見比べているのでだんだん不安になってそう訴うつたえていた。すると旭はぷっと吹ふき出して氷菓子を受け取った。

「勉強を教えればいいのか？」

「う……うん」

　うなずいて、旭がぽんぽんとソファーを叩くのを見ておとなしく彼の隣となりに腰かけた。思った以上に近い。お風呂から出たばかりなせいか、ほんのり石せつ鹼けんのいいにおいがした。意外と緊きん張ちようするシチュエーションだ。

　氷菓子にはアクセントでレモンの皮も入れてある。旭は容器からレモンバーを取り出すと不思議そうに眺ながめた。隣で見ている彩音もドキドキと緊張してきた。おいしいはずだ。とくに湯上がりなら確実に好まれる一品──だが、不安もある。

　旭はレモンバーをさくさくと嚙かみ砕くだき、考えるように宙をあおいだ。それだけの行動に彩音の緊張が増す。どう？　と、そわそわ返答を待っていると、突とつ然ぜん、レモンバーが差し出された。反射的に口を開く。レモンバーが、ちょんと唇くちびるをつついて去っていった。

「な……!?」

「素す直なおすぎ」

　旭がくすくすと笑う。無む邪じや気きな笑えみを見た瞬しゆん間かん、鼓こ動どうが大きく跳はねた。いじわるだ。こんないたずらをするなんて思いもしなかったから素直に引っかかってしまった。赤くなって睨にらむと、旭にまっすぐ見つめられてよけいに頰ほおが熱くなった。

　ぷいっと横を向き、レモンバーを齧かじる旭を盗ぬすみ見る。気に入ったのか、ご機き嫌げんで食べている。そんな旭の姿に自然と笑みが漏もれた。

「うまいな、これ。……吸血鬼になってから、味覚はずいぶん鈍くなったのに」

　その一言に彩音は目を瞬またたいた。

「味、わからないの？」

「……いや」

　躊躇ためらうような反応からぴんときた。ぼんやりとしか味がわからないということ、それでも房子の食事をおいしそうに食べてくれたこと。シチューを作ったのも、彩音が想像する以上に大変だったに違いない。技術以上に足りないものがあるのだ。

　寂さびしそうな横顔が胸に痛く、どう声をかけていいのかわからない。

「彩音」

「ひゃい！」

　唐とう突とつに名前を呼ばれて変な声が出た。
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「……ひゃい……？」

「な、なんでもない！　なに!?」

「……答案用紙は？」

　旭に要求され、勉強を教えてもらうつもりでいたことを思い出し、首まで真っ赤にしながら小さくたたんだ答案用紙を差し出した。

（な、なんだろう。私、なにを期待してた？）

　もっといろいろ話してほしいだとか、もっと弱音を吐はいてほしいだとか、そんなことを心の片かた隅すみで考えてしまった。自分の感情の変化についていけない。急に自分が独どく占せん欲よくの塊かたまりになってしまったような気がして狼狽うろたえる。

　誰だれも知らない旭のことを知りたいだなんて、本当に、どうかしている。

　じっとうつむいていた彩音は、旭が答案用紙を見て渋しぶい顔になっていることにようやく気がついた。鼓動が別の意味で乱れた。

「これは……公式から、か」

　旭が教科書を開いてペンで丸く囲み、覚えろと要求してきた。さらにいくつか公式を書き足して簡単な問題を作っていく。文字は癖くせがあるが丁てい寧ねいで、思った以上に読みやすかった。

「旭の字って男の子って感じだね」

「男の子？　変なのか？」

　公式を書き取りながらたわいのない話をしていたら、房子がココアを持ってきてくれた。

「勉強頑がん張ばってね」

　機嫌のいい房子は弾はずむ足取りで去っていった。

　奇き妙みように思ったが、彩音は旭に言われるまま公式を頭に叩き込んでいく。しかし、単純な問題はとけるのに少し複雑になると手が止まってしまう。何度か例題を出されて繰くり返しとき、コツを摑つかんでから小テストを改めてとき直した。

「冷静に取り組めばなんとかなるかも！　ほら見て旭！　答え合ってる!?」

　はしゃいで問いかけた彩音は、旭の優やさしげな視線に言葉を失った。全身からすうっと血の気が引いていく。柔やわらかな表情が自分に向けられたものではないのだと気づいてしまったのだ。今旭は、彩音を通して桜子という恋こい人びとを見ているのだ。

「さ……桜子って、どんな女の子だったの？」

「なんだ、急に」

「私、知らないし。性格も、二人の出会いも、全然」

　聞けば思い出すなんて単純なものではないだろう。それでも訊かずにはいられなかった。彼がかかえているものを。

　彩音の家に来てすぐの頃ころ、夜中に旭が口にした言葉──。

「旭は本当に桜子を殺したの？」

　びくんと旭の体が震ふるえた。今までに見たことのないような苦しげな顔で、彼はまっすぐ彩音を見つめ返す。

「どうして恋人を殺したの？　憎にくかったから？　好きだったから？　殺した女の子を捜さがして、旭はどうしたいの？」

　彩音の言葉に旭は顔を伏ふせた。

「本当に桜子のことが好きだったの？」

　きっと、むごいことを訊きいているに違ちがいない。激情を堪こらえるように、きつく握にぎられた旭の拳こぶしが小刻みに震えていた。

　彩音にはもう一つ訊きたいことがあった。けれどそれは言葉にすることができなかった。

（もしも私が桜子の生まれ変わりじゃなかったら、気持ちは離はなれていくの？）
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　翌日、彩音はずっとそわそわしていた。

　周りは彩音と旭の同居話に妄想が膨らんで落ち着きがなかったが、それも目に入らない。時計の秒針を気にする彩音は、何度も時間を確認していた。

　三時限目が終わったあとの休み時間、彩音は先生が教室を出るよりも早く廊下に転がり出て、一直線に階段へと向かった。一階に下り、来客用の下げ駄た箱ばこに向かう。張り付くようにして下駄箱を確かく認にんし、ほっと息をついた。

　下駄箱に房子の靴くつが入っていた。灰色のローヒール。一部が黒い革かわで、デザイン性の高い一足だ。

「まだいる……ってことは、生活指導室！」

　走って行けば盗み聞きくらいできるかもしれない。家に帰れば房子から話があるだろうが、気になって仕方がなかった。

（携けい帯たい電でん話わ買ってもらおう！　高校生だし！　みんな持ってるし!!）

　学校は電波が悪くて校舎内で使っている人間はいないが、それでも休み時間にいじっている級友はいる。あれがあれば房子に直接連れん絡らくが取れるのだ。彩音は下駄箱と廊ろう下かを交互に見て、欲よつ求きゆうにあらがえずに生活指導室へ向かった。

　生活指導室のドアが開き、房子と坂峰先生がそろって出てきたのを見てとっさに回れ右をした。彩音はそのまま来た道を戻もどり、途と中ちゆうで来客用玄げん関かん側とは違う廊下を曲がる。

「とにかく、なににつけてもまだ早すぎます。彼女は親の保護が必要な年ねん齢れいです。親がしっかりする必要があります。子どもを守るのは親の務めです」

　坂峰先生だ。意外なことに、言葉は厳しいが口調自体は少し迷うような響ひびきがあった。房子が神しん妙みような顔でうなずいている。飛び出して話が聞ける状じよう況きようではなく、壁かべに張り付いてじっと房子の動きを目で追った。丁寧に頭を下げ、来客用の玄関から房子だけが外に出るのを見て彩音は昇しよう降こう口に駆かけて行くなり靴に履はき替かえて校舎を飛び出した。

「お母さん！」

　校門を出たところで房子を摑まえた。

「あら、どうしたの？　授業は？」

「今は休み時間。話、どうだった？　先生、なに言ってた？」

　息を弾ませ尋たずねると、房子はぐっと拳を握ってうなずいた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと伝えておいたわ。旭くんは彩音のお婿むこさん候補だって！　腕わん白ぱくな男の子もいいけどパートナーになるならお互たがいに高め合う関係が理想だと思うの。支え合って成長し合うって最高よね」

　──正直、あまりに内容がかっ飛んでいてついていけなかった。

「旭くんの彩音を思いやる姿とか、高一とは思えないくらい落ち着いてるところとか、お母さんすごく気に入ってるの」

「お、おか、お母さん……？」

「もちろん、先生がおっしゃることもわかるのよ？　子どもが未成年のうちは親が責任を持つっていうのももっともな意見だと思う。だけど、子どもの未来まで親が決めちゃうのはまた別の問題だと思うのよね。最終的に選ぶのは彩音なんだもの。親はあくまでもサポート役よ。いざってときに体を張るのよ。任せて！」

　上じよう機き嫌げんで話し続ける房子はいつも以上に饒じよう舌ぜつでついていけない。呆あつ気けにとられていると、ふっと房子が息をついた。

「でも、よかったわ」

「な……なにが？」

「旭くんみたいな子が彩音を好きでいてくれて」

　旭の態度を見ていれば気づかれる可能性はあった。しかしここまであからさまに言われるとは思わなくて、彩音はわたわたと奇妙な身み振ぶりで言い訳を探した。結局、言い訳を見つける前にチャイムが鳴り、彩音は房子にせきたてられるように教室に戻ることになった。

　ドアを開けると室内のざわめきがぴたりとやんだ。

　好奇の眼まな差ざしを一身に受け、ぎくしゃくと歩いているうちに彩音の顔から血の気が引いた。

　なんだか話がどんどん勝手に進んでいっている気がする。

（た、確かに旭のことは嫌きらいじゃないけど！　意外と好きかもって思えるところもあるけど！）

　気づいたら母親公認の同居になって、お婿さん候補にまでされているのは解げせない。

（……桜子のことだって、知らないのに）

　昨日は結局、旭は彩音の質問に答えないまま部屋に帰ってしまった。それが思った以上にショックで、そのうえ今朝から微び妙みように距きよ離りをおかれてしまってずきずきと胸が痛かった。

（でも、あんな訊き方、無神経だった。……なにか事情があるはずなのに）

　わかっている。恋人を殺したとはじめて告白をされたときの彼の反応──事情がないはずがない。だから、あんな訊き方をした彩音が悪い。だが、身勝手にも傷ついてしまう。ちらりと彩音を確認して目を伏せてしまった旭に周りまでざわめいた。

「だ、旦だん那なが倦けん怠たい期きに突とつ入にゆうだ……!!」

「早すぎね？　で、親呼び出しはどうなったんだ？」

　情報が筒つつ抜ぬけすぎて辛つらい。

　彩音はよろよろと机に向かい、椅い子すに腰こしかけるなりぱたりと顔を伏せた。もうすぐ先生が来る。次の授業はなんだったか──ぐるぐる考えていると肩かたを叩たたかれ、ちらりと顔を上げた。

　水穂が引きつった笑え顔がおで立っている。

「彩音、こ、今度の休みに遊びに行こうか？」

「……遊び……？」

「うん、そう。友だち同士で！」

「友だち、同士で……遊びに……？」

　言われた瞬しゆん間かん、どろどろと沈しずんでいた彩音の気持ちが浮ふ上じようした。彩音の頰ほおに赤みが差すのを見て、水穂がほっとしたように言葉を続けた。

「そうそう！　行きたかったんでしょ、ウィンドウショッピング！」

　両手を摑まれて勢い込んで問われ、彩音はこくりとうなずいた。たくさんの友だちに囲まれて充じゆう実じつした学園生活、それが夢だった。予定とはだいぶ違うが、誘さそってくれるのは素す直なおに嬉うれしかった。

　手をきゅっと握り返し、何度もうなずいた。

「あー、私も行くー!!」

　ぴょこんと夕が手を挙げて、ついでとばかりに教科書を開いて予習をしていた末雪の手も摑つかんだ。

「末雪くんと、旭くんも！　みんなで仲良くデートしよ！」

　理想は女子会である。友情を深める交流がしたかった。だから夕の提案を断ろうとしたら、その前に理科の古ふる井い先生がやってきてしまった。

「んじゃ、そういうことで！」

　水穂がそそくさと席に戻ってしまい、話がまとまってしまった。







　マンションの一室で夜空を眺ながめていると、小さな黒点がまっすぐに彼のもとへ飛んできた。

　大きく羽ばたいて手すりにとまったのは、きれいに反り返った冠かん羽うも美しいオカメインコである。一いつ般ぱん的なオカメインコ同様に頰が橙だいだい色だが、全身は濃こい灰色で、夜目にはさほど目立たない種類だった。

「もウ！　また新しい女の部屋なんテ!!」

　けたたましい羽音とともにオカメインコが口を開いた。その声も、羽音同様に小うるさい。しかし、彼にとってはすでに聞き慣れたものだった。

「様子は？」

「キー!!　なにヨ!?　そんなにあの小こ娘むすめが気になるなら、あのとき旭を始末して自分のものにしちゃえばよかったじゃなイ！」

「……そんなに簡単に始末したらもったいないだろう。弱点さらけ出して襲おそってくれって誘ってるのに」

「言い訳ヨ！　正当化してるだけヨ！　自覚してるくせニ!!　彩音に懇こん願がんされたから、旭を殺せなかったんでショ!?　まだあの女に未練があるのネ！」

　いちいち敏びん感かんで面めん倒どうな鳥だ。月影は手すりに肘ひじをついて溜ため息いきをついた。ときに金茶に見える髪かみをそよ風に揺ゆらしながら青い瞳ひとみを細める。

「もっと使える隷れい属ぞくでも持とうかな」

「なにヨー!!　浮うわ気き者ー!!」

　隷属は普ふ通つう〝親〟に逆らわない。それどころか、〝親〟の意のままに動き、喜んで首を差し出してエサとしての役割を果たす。それなのに、翼つばさがあるし賢かしこいからそばに置くことにしたオカメインコは、小うるさいうえに嫉しつ妬と深ぶかく、食事のたびにこうして抗こう議ぎしてくる予想外の隷属になってしまった。

「そんなことより、学校の様子は？」

「…………」

「言わないなら血はあげないけど？　飲まなくていいのか？」

　手首に指を当ててゆっくりと動かすと、鋭するどい爪つめに皮ひ膚ふが裂さけた。ぷくりと盛り上がる血の玉に、オカメインコ──黒羽がこくりと喉のどを鳴らす。

「そろそろ喉が渇かわいてくる頃ころじゃないか？　……ああ、もったいない」

　したたる血を唇くちびるでぬぐって目を細める。うまいのは処女の血だ。無む垢くで清らかな体を抱だきしめ、その白いうなじに牙きばを突つき立てる恍こう惚こつとした瞬間はなににも代えがたい。次においしいのは上位の吸きゆう血けつ鬼き。処女より味は落ちるが、飢うえを満たし喉を潤うるおす。しかし、上位の吸血鬼が自らエサになることは滅めつ多たにない。気に入った隷属が飢えて人を襲わないよう、そして自分から離はなれられなくなるように与あたえるだけ。その隷属もまた上位の吸血鬼にとっては都合のいいエサでしかない。

　狂くるった血の連れん鎖さ。

「黒羽、どうする？」

　したたる血を舐なめ取ってささやくと、黒羽は首を激しく上下に振ふって抗議してきた。命令だから彩音のことは調べるが、素直に伝えるのはプライドが許さないといったところだろう。彩音が旭の捜さがしていた女なら──桜子の生まれ変わりなら、確かに黒羽には面おも白しろくない状じよう況きように違ちがいない。嫉妬深いオカメインコが鳴きわめいている。

「いいわヨ！　教えてあげるわヨ！　旭が彩音の案内で図書室に来たワ！　彩音はもう完全に月影に見切りをつけたみたいヨ。敵認にん定ていおめでとウ！　言い寄ったのが全部水の泡あわになったわネ。以上ヨ！」

　明らかにそれだけではないだろう。さあ血をよこせと羽ばたく黒羽を一いち瞥べつするとくちばしがパキパキと乾かわいた音をたてた。

「いらないの？」

「月影はいじわるネ！」

「素直な子には、少しくらい優やさしくしてあげるけど？」

　きいっと黒羽が奇き声せいを発した。

「彩音が携けい帯たい電でん話わを買ったわヨ！　番号も覚えてきたんだかラ！　最近の高校生は電話なんて持って生意気よネ！」

「他ほかには？　まだあるんだろ？」

「……今週の土曜日に、みんなで遊びに行くっテ。デパートだから、隙すきができるわヨ」

　不本意そうにそう言って、ぶすりとそっぽを向く。

「家には入れないし、学校では旭の警けい戒かいがすごくて近づけなイ。でも、それ以外の場所ならチャンスができるわヨ。……でもワタシ、あの小娘に接せつ触しよくするのは反対ヨ。あなた少し冷静でなくなるかラ」

「僕が？　いつ？」

　その質問には答えずに、黒羽が手すりから月影の手の上へと移動した。

　鋭い爪が手の甲こうに食い込み、月影は眉まゆをひそめた。

「痛いんだけど？」

「乙おと女めの心の傷よりずっと浅いわヨ！」

　黒羽の訴うつたえに月影は顔をしかめて押し黙だまった。
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　何度も鏡を覗のぞき込み、服装をチェックして、手で軽くスカートの裾すそを払はらう。

　くるりと一回転して背中を見る。

「可愛かわいいわよ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　スカートの裾を持ち上げてひらひらさせていたら笑いを含ふくむ房子の声が聞こえ、彩音は「ひゃっ」と飛び上がった。

「見てたの？」

「旭くんと一いつ緒しよにね。そろそろ出かけないと遅おくれるわよ？」

　房子の陰かげに隠かくれ、旭が肩かたを震ふるわせていた。ぶわっと頰ほおが熱くなる。姿見は居間にしかなく、かれこれ十分ほどここでくるくる回っていた気がする。同年代の女子と出かけるのだ。粗そ相そうがあってはならない──そんな思いから、入念な服装チェックをしていたのが失敗だった。

「お財さい布ふ持った？　ハンカチとティッシュは？　携帯電話は？」

「もー、ちゃんと持ってるから！」

　恥はずかしさのあまり語調が荒あらくなった。彩音はソファーの上に置いてある編みカゴのバッグを摑んで高くかかげる。大きな赤いひまわりの飾かざりがついているバッグはどう見ても夏用だが、気に入っているのであえて選んだ。

　彩音はカバンをぽんと叩たたく。

「ありがとう」

　携帯電話があればいいのに。そんなことを話したら、二つ返事で買ってくれた。今どき持ってないとお友だちにおいていかれちゃうものね、と、むしろ快かい諾だくだった。旭も一緒に携帯電話を買って、一番はじめに電話番号を交こう換かんした相手になった。

「楽しんでらっしゃい」

　房子に見送られてマンションを出る。駅で待ち合わせたので、時間調整をするように歩調は自然とゆっくりになった。

「友だちと出かけるの、夢だったんだー」

　彩音は上じよう機き嫌げんでそう告げた。女の子同士ではないけれど、大きな前進だ。

「今まで出かけたことはなかったのか？」

「んー。年の近い友だちはいなかったし、遊びっていうか、山菜採りとか探たん索さくとか、秘密基地作りみたいな感じになってた」

「……秘密基地？」

「だ、だって、デパートとかなかったから！　電車に乗れば行けたけど、そうしたら私、引率のお姉さんみたいになっちゃうし!!　近場の遊び場っていったら山で、秘密基地作りとかかくれんぼとか、そういう遊びになっちゃうの！　夏は川遊びとかいっぱいしたんだよ！」

　年下の子ばかりと遊んでいたのでわりとハードだった。迷子になれば捜し回り、危ない場所に行かないように目を光らせ、一緒になって野山を駆かけまわった。

（……や、野生児だ……）

　ゲームに夢中な子もいたが、誘さそえば一緒に遊んでくれた。それが日常だった。

　旭は不思議そうな顔で彩音の話を聞く。最近わかってきたが、こういう顔をするときは、彩音と桜子を照らし合わせていることが多い。どこが同じでどこが違うか確認しているのだ。

「──桜子とは違う？」

　彩音の質問に旭は押し黙る。

（……違うんだ。だったら旭は、私のどこが好きだって思ったんだろう）

　優しくされると胸が痛くなる。旭の宣言通り彼のことを好きになって、それなのに桜子でないとわかったら──あっさりと本物の桜子を捜しに行ってしまうのだろうか。

（だめだ、だめだ。好きになっちゃだめだ。優しくしてくれるのも、大切にしてくれるのも、私が好きだからじゃない。桜子だと思ってるからだ）

　勘かん違ちがいしたら傷つくことになる。

　別人でもいいと気軽に受け入れることもできない。友だち作り優先という以上に、彼のことを意識しはじめている自分にも気づいていた。

「彩音？」

「あ……旭のこと、教えて？　どこで生まれて、どんな生活をしてたの？」

「……生まれはハンガリーで」

「ハンガリー!?　日本じゃないの!?」

「……日本人に見えたか？」

「見えない。顔の作りが異国風」

　こくりとうなずくと旭が苦く笑しようした。

「まあいろんな部族の血が混じってるからな」

「でも名前が和風」

「ああ。これは、お前がつけたから」

「私？」

「桜子が。……月影の名前も、桜子がつけたんだ」

「え……？」

　彩音は驚おどろいて旭を見上げた。

「桜子って、旭と月影共通の知り合い？」

「知り合いというか……」

　ふいに旭が渋じゆう面めんになった。

（あ、そうか。私が桜子の生まれ変わりだから月影が近づいてきたんだから……）

　共通の知り合いという可能性は充じゆう分ぶんにあった。けれど旭の反応は、それ以上に言いづらいことがあるようだった。

「月影も、桜子が好きだったんだ」

「うえええええ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を出して三歩飛び退のく。微笑ほほえみながら「嚙かみ殺しちゃうよ」とささやく男に好かれる桜子という少女の輪りん郭かくがぼやけてしまう。

「ど、どんな子!?　桜子って、あの月影に好かれるって!?」

「物静かで優やさしくて、肝きもが据すわってて、人の目をまっすぐに見つめ返す娘むすめで──」

　愛いとおしげにささやく旭を見ていたらまた胸の奥がずきずきとしはじめた。彼女を思い出すとき、彼の表情はとても優しくなる。

「体が、弱くて」

　不老の〝化け物〟が愛したのは、儚はかなく清らかな異国の娘。

　彩音が言葉もなく旭を見つめていると、フェンス越ごしにホームのアナウンスが聞こえ、唐とう突とつに現実に引き戻もどされた。こくりと彩音の喉のどが鳴る。

「体が弱かったって……だったら、桜子は……」

（吸血鬼には、しなかったの？）

　旭と月影の戦いを見た。人間だったら死んでしまっても不思議ではない大おお怪け我がを負っても彼らは死ななかった。傷は驚くほどの速さで塞ふさがり、瀕ひん死しの重傷でも、新しん鮮せんな血さえ摂せつ取しゆすれば数時間でいつも通り歩き回れるほど回復してしまうのだ。

　その力を使えば桜子は死なず、彩音は生まれてこなかったかもしれない。

「あ……」

　旭の名を呼ぼうとした彩音は、鋭するどい視線を感じてとっさに口を閉じた。背筋が冷たくなるような気配だ。反射的に月影の姿を捜さがし、その代わりに末雪の姿を認めてほっと胸を撫なで下ろした。清潔感あふれるシンプルな服装はいかにも彼らしい。

「花柳さんはもう来てますよ。原北さんはまだですが」

　くいっと顎あごをしゃくられ、彩音は違い和わ感かんに首をかしげた。

（今、殺気みたいなのがしたよね？　月影は……）

　悪お寒かんの残ざん滓しが首筋を柔やわらかく撫でていく。彩音は首を押さえて辺りを見回し、ちらりと旭を盗ぬすみ見た。彼の表情も一様に硬かたい。しかし、なにも言わなかった。先導されるまま末雪について行くと、駅の改札口の隣となりで水穂が携けい帯たい電でん話わを耳に押し当て顔をしかめていた。

「キャンセルって……どうしたの、急に？　トラブル？　っていうか、あんた今どこにいるのよ？　……は？　学校？　なんで学校？」

　水穂は彩音たちを見ると携帯電話を指さして首をかしげた。

「だったら今日の予定変へん更こうしようか？　夕も行きたがってたでしょ？　……いいならいいけど。……うん、わかった。なんかあったら連れん絡らくちょうだい。じゃあね」

　通話を切って、水穂は携帯電話を顎に押し当て盛大に息を吐はき出した。

「夕、今日は来られないんだって。理由訊きいても言わなくてさー」

「……トラブルと聞こえましたが？」

　末雪の問いに水穂は言葉を濁にごした。

「んー。まあ、なんでもないって言ってたからなー。……今日のメンバー四人なんだけど、どうする？」

　水穂はちらりと彩音に視線を投げてきた。彩音、水穂、旭、末雪の四人。夕が言ったように、本当にデートのようだ。

（ま、まさかこれ狙ねらってたわけじゃないよね!?）

　夕の考えがわからず動どう揺ようしてしまう。

「わ、私は、別に、いいけど」

　なんとかそう返すと、旭も末雪も大だい丈じよう夫ぶだと言わんばかりにうなずいた。だが、旭の表情は厳しいままで、警けい戒かいするようにちらちらと周りを見つめている。券売機で切きつ符ぷを買って改札を抜ぬけても、旭の警戒はいっこうにとける気配がない。

（……やっぱり、月影？）

　さっき彩音が感じたものを旭も感じたのだろう。彩音が旭と接点があると知って接せつ触しよくし、なおかつ友だちのふりをしてきたあたり、計画的に動くことを好んでいるように見える。

　軽けい率そつな行動で旭に大怪我を負わせてしまったことを思い出し、彩音はぎゅっと唇くちびるを嚙んだ。

　電車に乗り込んでもとけることのない警戒に、彩音はそっと彼の服の裾すそを摑つかんだ。

「ごめんね、旭」

「なんだ急に」

「い……いろいろ、迷めい惑わくかけてるから」

　旭からしてみれば、彩音は〝巻き込まれた〟側なのだろう。彩音の謝罪は重いかもしれない。けれど、旭がいなければこうして友人と出かけるなんてできなかったような気がして──ちょっと喜んでしまっている自分が後ろめたい。

　ふいに見つめられ、彩音は慌あわてて目を伏ふせる。そして、そこでやっと気づく。電車に乗る人たちがちらちらと彩音たちを──正確には旭を見ていることに。長身の旭は立っているだけでもよく目立つ。目鼻立ちくっきりでまつげも長く、異国風の美形ともなれば女子が黙だまっているはずもない。小声でなにか言っているが、言葉は聞き取れなくとも好意の切れ端はしは充分に伝わってきた。

（……もてそうだもんなあ）

　空気の色さえ違って見えそうだ。彩音は感心し、間近で旭を検分する。と、ゆるいカーブにさしかかり、電車がわずかに傾かたむいた。滅めつ多たに電車に乗らない彩音はよろよろと足をもつれさせ、旭の腕うでの中にすっぽりと収まる。ざわめきが聞こえて彩音は真っ赤になった。格好をつけずに素す直なおにつり革かわに摑まればよかった。旭が受け止めてくれなかったら、そのままドアにぶつかっていただろう。

「あ、ありがとう」

「……電車は苦手か？」

　旭の鋭い指し摘てきに赤くなる。

「そんなことないよ！　ちょっと油断してただけ！　前は一ヶ月に一回は乗ってたし!!」

「慣れてないのか」

　重ねるように断言されて彩音は反発した。

「一年で十二回！」

　回数を増やして都会アピールをしてみたら旭がますます渋しぶい顔をした。

「それは慣れてないって言うんだ」

　もう一回カーブがあって、よろめいた彩音は離はなれようとした旭の腕の中に戻ってしまった。もがいてみたが腕はゆるまず、頭上から聞こえてきた小さな笑い声にバクバクと鼓こ動どうが乱れた。

（勘かん違ちがいしちゃだめだ。旭が見てるのは私じゃない。桜子だ）

　そう言い聞かせているのに鼓動の乱れが治まらない。ぎゅっと胸を押さえて顔を上げ、旭の視線を受け止める。

　漆しつ黒こくの瞳ひとみの中に妖あやしく揺ゆらめく赤──そのあまりの美しさに目を奪うばわれる。

「ふーん」

　水穂の声が聞こえ、彩音はニヤニヤ笑う友人にはっとわれに返った。

　乗客の視線が痛い。彩音は胸中で悲鳴をあげ、熱っぽく抱だきしめてくる腕から逃のがれるためもう一度もがく。電車が停とまった。彩音は旭の手を振ふり払はらうとホームに降りた。心臓が壊こわれそうなほど暴れて呼吸まで乱れている。

「彩音、戻って戻って！　目的地、次の駅！」

「うえええ!?」

　ほっと息をついたら水穂に呼ばれ、両腕を広げて待ちかまえる旭のもとに戻ることになってしまった。暴れるとよけいに目立つので、彩音は真っ赤になりながらもじっと堪たえた。

（あれ？　本当にこれデートなんじゃ……）

　しかも無む駄だに親密だ。

「座席に座ればいいんじゃないですか？」

　低音で告げられる末雪の一言に打開策を見いだしたときには目的地に着いていた。







　吹ふき抜けの通路の左右には、おしゃれなお店がいっぱい並んでいた。

　小物を扱あつかう雑貨屋がたくさんあった。ウィンドウはきれいに飾かざられ、店にはそれぞれ個性があってどこも華はなやかで、フードコートからはいいにおいがただよってきた。

　理性は一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

「あああああ！　水穂ちゃん！　水穂ちゃん、見て見て見て！　和風小物だよ！　もう風ふう鈴りんが売ってる！　マイ箸はし可愛かわいいよね!?　旭！　あんなところに噴ふん水すいがあるよ！　きれいだねえ！　末雪くん、コーヒーショップがあるよおおおお!!」

　どこもかしこもキラキラで、それは彩音の想像を軽く飛び越こえていた。

「うはー。すっごいテンション」

「よ、よかったですね……」

「…………」

　ばたばた走り回る彩音を見て水穂は適当に手をふり、末雪は視線を泳がせ、旭はなんだか不思議な笑えみを浮うかべていた。

「……可愛いな」

「破賀、冷静になって！　あれは可愛いっていうより面おも白しろいってレベルだから！」

　旭と水穂の会話が聞こえたが止まらない。専門店がたくさんあった。建物が新しいせいか、なにもかもが真新しくて胸が躍おどった。ぱたぱた走り回って注目を集めていることに気づき、いったん立ち止まってからそろりと足を踏ふみ出した。

「こ、ここにあるお店全部回ってもいいかな……？」

「あー、ここ二棟むねあるからそっちもあとで行ってみる？　映画館とゲーセンもあるけど」

「行くー!!」

　両手をあげて主張する。パラダイスだ。一人で突つっ走ったら確実に迷子になるので旭たちにくっつくようにして店に入っては興奮して歩き回った。昼食は生まれてはじめての回転寿ず司しだった。家で食事をとるのが当たり前という生活で、外食する機会が極きよく端たんに少なかったから、みんなにとってはごく当たり前のことが新しん鮮せんで楽しかった。

「夕もくればよかったのに。彩音と一いつ緒しよって楽しい」

　水穂からそんなことを言われてちょっと恥はずかしかったが、昼食をとって店を出たら、またテンションが戻もどって精力的に歩き回っていた。

（夕ちゃんになにかお土産みやげ買って帰ろう。おそろいのものがいいなあ。さっき、タオルの専門店があったからそこで柄がら違いのハンドタオルとか……）

　うきうきと予定を立てる。

「あ、あたしトイレ。みんなここで待ってて」

　案内看板を見て水穂がさらりと伝え、ガラス小物を販はん売ばいするお店を指さす。

「私もっ」

　くっついていき、すぐに感嘆の息をつく。通路は広くて清潔で、トイレまで広々としてきれいなのだ。ただのトイレすら別世界に見えた。

「水穂ちゃん、水穂ちゃん！　着き替がえ用の台もあるよ！　なんで着替えるの!?」

「彩音、トイレくらい静かに入って」

　注意されて口をつぐみ、はしゃぎすぎだと気づいて目を閉じて気持ちを落ち着ける。個室から出ると水穂はすでに化け粧しよう台でグロスを塗ぬり直していて、外で待ってると言い残して出て行った。彩音はまだ化粧をしたことがない。あとを追うように化粧台に移動し、乱れ気味の髪かみに櫛くしを通してほっと息をついた。

　そのとき、奇き妙みような振しん動どうに気づいてバッグをさぐった。

「メールだ」

　携帯電話の液えき晶しよう画面に夕の名前が流れていく。慌あわててメールを開いてみると、件名に『ごめん』と書かれていた。

「急にキャンセルしてごめんね。部活で飼ってる……犬が、……死んじゃって、警察が来たから行けなくなった……？」

　読み上げて首をかしげ、メールを返す。慣れない携帯電話を両手で慎しん重ちように操作して『部活って？』と返信を打つと『おさんぽ部！』と、速そつ攻こうでメールが返ってきた。

「あ、そういえば入部したんだっけ」

　学校の敷しき地ち内に大型犬が三頭飼われていると末雪から聞いていた。おさんぽ部は犬の面めん倒どうを見るのが主な活動という変わった部活である。『夕ちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？』と打って送信すると、再び携帯電話が震ふるえて新しいメールが届く。

「西にしくんがそばにいてくれるから平気。……って、西くんって……西くんって、東とう大だい寺じ西？　レクリエーションで一緒になった？」

　別のクラスだったので、彩音はレクリエーションが終わってから彼と顔を合わせていない。しかし夕は会っていたようだ。

「もしかして同じ部活？」

　一度夕にふられたものの、東大寺はどうやら搦からめ手で落としにかかっているらしい。意外にしたたかでちゃっかりしている。彩音は苦く笑しようし、スクロールしてメールの続きを読む。

「水穂ちゃんと末雪くんがうまくいくように見守っててね、か」

　彩音は『了りよう解かい』と打って『夕ちゃんも気をつけてね』と追加して送信した。携帯電話を閉じ、じっと考え込む。

（犬が死んで、警察が来たってことは……）

　事件性があるということ。

　彩音はゴクリと唾つばを飲み込んだ。レクリエーションのとき、旭が怪け我がをして警察が来た。学校側も神経質になっている可能性はあるが、自然死なら警察を呼んだりはしないだろう。そして、夕も学校に呼び出された。水穂に言わなかったのは、せっかくセッティングしたデートが台無しになってしまうと気を遣つかってくれたからに違ちがいない。

　混乱していた夕も数時間たって落ち着き、今ようやく彩音にも連れん絡らくをくれたのだろう。それも、楽しんでいるだろう友人たちを邪じや魔ましないようにわざわざメールを選せん択たくしたのだ。

　心こころ遣づかいに感謝して、彩音は気持ちも新たに鏡に向き直る。

（末雪くんが来てくれたんだもんね。私も、しっかりしなくちゃ）

　もう一度入念に髪を整えるとトイレから出た。

　トイレの前は待ち合わせ場所のようにソファーが置かれていた。水穂も当然そこにいると思った。しかし、水穂の代わりに思いがけない人物が立っていた。

「月影……!?」

　鼓こ動どうが急に暴れ出す。柔やわらかな茶色い髪に指を絡からませて暇ひまそうにしていた月影は、彩音に気づくと酷こく薄はくに微笑ほほえんだ。

「旭は昔から甘い。見張るなら、トイレの中までついて行くくらいでないと……こんな、誰だれでも自由に歩き回れる場所なんて死角だらけだって自覚あるくせに」

　小こ馬ば鹿かにしたような物言いで月影がゆっくり近づいてくる。青い瞳ひとみが刃やいばのように鋭するどい光を宿して体がすくんだ。

「逃にげないの？　大声を出してもいいよ？」

　月影はささやいて彩音の腕うでを摑つかむ。瞳の色に赤みが増す。深い紫むらさきになった双そう眸ぼうからは瞬またたく間に赤以外の色が抜ぬけ落ちていった。引き込まれそうな赤──血の色だ。ぐらりと視界がゆがみ、彩音はとっさに月影の腕にすがりついた。

「……君は桜子か？」

　問う声に彩音は目を見開いた。ゆっくり持ち上がった手が彩音の頰ほおを包む。指先が優やさしい。どくんと鼓動が跳はねる。宝石のように澄すんだ眼まな差ざしが意識の奥まで滑すべり込んで彩音の心をとらえ、呼吸さえままならなくなる。

「月影」

「……言っただろう。旭を助けた貸しは高くつくって。君の命で帳消しにしてあげようか？　旭が取り乱すさまが目に浮かぶようだ」

「月影は、私を利用したいだけなの？　それとも、旭を憎にくむように、私を憎んでいるの？」

　ぴくりと月影の手が震えた。

「旭は、私が桜子の生まれ変わりだって言うけど、私はなにも覚えてない。それに血印もないの。だから、私が旭の捜さがしている女の子かどうかもわからない。月影のことだって……」

　言葉を濁にごす彩音を見て月影はすっと目を細めた。赤が深くなる。

「……だからなに？　無関係だから見み逃のがせって？　ずいぶん都合のいい思考回路だな。僕にとって重要なのは、君が旭にとって特別な存在であるかどうかだ。君が桜子であるかなんて──そんな、ことは……」

　ぐっと月影が唇くちびるを嚙かんだ。強い意思を秘ひめた眼差しが不安定に揺ゆれた。月影も気にしていたのだ。〝菱川彩音〟という娘むすめと〝桜子〟の関係を。

　思案するように押し黙だまった月影に、彩音は意を決して話しかけた。

「月影は、催さい眠みん術が得意なんだよね？」

「催眠術？　ああ、暗示のことか。旭よりは得意だけど？」

「それで過去の記き憶おくを呼び戻すことってできるの？」

　月影は意外なものを見るような眼差しで彩音を見おろし、軽く鼻で笑った。

「僕を利用しようっていうのか？」

　一いつ瞬しゆんの間。

　彩音は首を横にふった。月影を利用しようだなんて恐おそれ多い。あとでなにをされるかわからない。真っ青になる彩音を見て月影はしばし押し黙り、ふっと口元をゆるめた。まとう空気がとげとげしたものから屈くつ折せつしたものに変わる。

　ざわっと鳥とり肌はだが立つ。誰か通りかからないかと視線だけを動かし、彩音は恐きよう怖ふに凍こおり付いた顔を月影に向けた。
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（このままじゃ一方的に利用されるだけだ。また、前のときみたいに……）

　そこまで考え、ようやく違い和わ感かんを覚えた。暗示を得意にしているのに、月影は彩音に暗示をかけなかった。少なくとも彩音にはかけられた記憶がない。

「勇気があるね。そんな話を持ちかけて、利用されて殺されるかもって考えないの？」

　彩音の疑念を月影はあっさりと言葉にした。

「そ、それができてたら、とっくにそうしてたんじゃないの？」

「……君が忘れているだけかもしれないだろ。生活指導の先生。彼女も僕の暗示にかかっていた一人だ。彼女は僕に会ったことさえ覚えてない」

「だけど、違和感は持ってた」

　彩音は確証もないのにあえて断言した。もちろん、まったくのあてずっぽうというわけではない。彩音が遅おくれて入学した日に話した坂峰先生と、房子と話していた坂峰先生──同じ人なのに、後者はどことなく曖あい昧まいな印象を受けた。そこに鎌かまをかけてみた。

（異性交遊なんてもってのほかとか、自分を磨みがけとか力説してた先生が迷うみたいに話してた。覚えてなくても、なにか感じてるんじゃないの……？）

「私は、暗示になんてかかってない」

　じっと見つめていると月影は大おお仰ぎように溜ため息いきをついた。

「そうだよ。君には僕の暗示は効かなかった」

（……効かなかった……？）

　かけなかったのではなく、効かなかった。理由はわからないが驚おどろくのは逆効果と考え、彩音は顔の筋肉に全神経を集中する。

「その点から考えて、君に血印がある可能性は高かった。あれは魂たましいに直接影えい響きようする。普ふ通つうの人間でも、血印があるならこちら側に近い。そして、旭が血印を贈おくったのは桜子ただ一人──僕は、君が桜子の生まれ変わりだと考えた」

「私と桜子って似てるの？」

「いや、全然似ていない。うるさくてがさつで品がない君のどこに彼女と重なる部分があるっていうんだ」

「な……っ」

　彩音は真っ赤になった。旭にも似たようなことを言われた。彼は桜子を褒ほめるにとどまったが、つまりそれは彩音が『うるさくてきつくて挙動不審で体は丈じよう夫ぶ』という意味に他ほかならない。体が丈夫というところ以外、全然褒められていない。

「桜子とは似てない。でも、君を見ていると……とても、懐なつかしい。きっと……」

　空気が、似ているんだ。

　月影がささやいて彩音の目を覗のぞき込んだ。

　月影の目が真しん紅くに染まる──次の瞬しゆん間かん、胸の奥を強く押されたように苦しくなった。がくんと体から力が抜け、膝ひざから崩くずれ落ちる。目の前が真っ赤に染まり、それが一瞬で青に染まった。眼前に広がったのは抜けるような青空と、目を奪うばわれるほど鮮あざやかに青い海だった。水を切る音が耳に心地ここちよい。船は洋々と光り輝かがやく大おお海うな原ばらを渡わたった。

　彩音は思わず手を伸のばす。その手をそっと摑む者がいた。

　胸が苦しくなり、彩音は大きくあえぐ。息ができない。胸を圧あつ迫ぱくされるような苦痛に呼吸さえままならない。口を大きく開けたとき、懐かしい声に名を呼ばれ意識が逸それた。

　目を瞬くと全身を包む青が消え、代わりのようにショッピングモールのおしゃれな天てん井じようと月影の顔が見えた。月影の顔に至ってはこれ以上ないほどアップだった。妙みような悲鳴を漏もらして暴れた彩音は、自分が床ゆかに座り込んでいることに気づいてパッと足を閉じた。

「な、なん、なんで、どうして、これは……っ」

　説明を求める彩音の耳元で乾かわいた音が聞こえた。月影の手が、背後から繰くり出された拳こぶしを片手で軽々と受け止めている。

　攻こう撃げきしてきたのは末雪だった。

　月影がちらりと肩かた越ごしに末雪を睨にらんだ。

「いきなり殴なぐりかかってくるなんて躾しつけが悪いな」

　月影はささやき、その手に力を込める。摑まれた末雪の手が白くなり、うめき声が聞こえてきた。骨の軋きしむ音さえ聞こえてきそうだった。

「ぐ……菱川さんを放せ……っ」

　月影は鼻を鳴らして彩音を押しのけ、末雪の拳を握にぎったまま立ち上がる。腕を軽くなぎ払はらうと、末雪の体は簡単に吹ふき飛んで床に転がった。

「末雪くん！　月影、やめて」

「先に仕し掛かけてきたのはそっちだ。文句ならその男に言ってくれない？」

　月影は顎あごで末雪をさした。末雪は立ち上がり、戦いに備えるように低く身構えてじっと月影を睨む。

（なに？　どうしたの？　末雪くん、様子が……）

　いつもと違ちがう。学校では神経質な一面を見せることもあるが、基本的には他人を思いやる性格だ。今日だってわざわざ待ち合わせ場所に向かう彩音たちのもとまで来てくれた。いくら相手が月影でも、末雪なら武力に訴うつたえず、状じよう況きようを確かく認にんしたうえで警告するだろう。そもそも、旭との戦いを見ていれば普通の人間が敵かなう相手でないことなどわかりそうなものだ。こんな無む謀ぼうなことなどせず、旭を呼びに行ったほうがいいのは間違いない。

　今にも飛びかからんばかりの末雪に彩音は当とう惑わくした。

「お前、菱川さんになにをした!?」

「ま、末雪くん、落ち着いて。私は大だい丈じよう夫ぶだから！　なにもされてないから！」

「信じられるか！　こいつは人の血を吸う化け物なんだぞ！」

　彩音の言葉にさえ激しく反発し、末雪は低い声でうめいた。末雪が月影に向ける強い嫌けん忌きに絶句する。平気そうに振ふる舞まっていても、彼の中には月影や旭に対する拒きよ絶ぜつがあったのだろう。水穂や夕のほうが特とく殊しゆだったに違いない。

　肩かたを大きく上下させた末雪が月影に殴りかかった。二人の体が重なって、どちらともしれないうめき声が聞こえてきた。

　膝を折ったのは末雪だった。

　彩音は反射的に駆かけ出し、末雪の肩を摑つかむ。彼の額に玉のような汗あせが浮ういていた。右手で押さえている脇わき腹ばらが赤く染まっていた。

「末雪くん、しっかりして！　怪け我がしてるの!?　どこ!?」

　彩音が問いかけるも末雪は返事をしない。

「弱い犬はよく吼ほえるって言うけど……ん……？」

　月影の声が途と切ぎれた。彼は真っ赤に染まった手を持ち上げ、指先についている塊かたまりに鼻を近づけた。手を濡ぬらすのは血だ。指先に付着しているのは肉にく片へん──彼は肉片を口の中に放り込むと考えるように咀そ嚼しやくした。

　唇くちびるを赤く染め、鮮やかに微笑む月影を見て彩音は総毛立った。

　彼は、人の形をしてはいるが人などではない。人の肉を食い嗤わらう──こんな恐ろしいモノと二人きりだったのかと思うと恐怖に全身が震ふるえた。

「……なにその態度？　暗示に興味を持ったのはそっちだろ？　僕がわざわざ試ためしてあげたのにお礼の一つもないわけ？　前に一回失敗してるし、吸きゆう血けつ鬼きにも効果のあるきつめの暗示をかけてみたんだけど？」

「あ……ありがとう、ございます」

　催さい促そくされ、上っ面つらだけの言葉が出た。ぎゅっと唇を嚙かんで月影を見ると彼は真っ赤に染まった指先を見せつけるように手を開いた。軽く殴っただけでも人を吹き飛ばし、指先だけで肉を削そぐ──それはまさしく〝武器〟だった。

「ふーん。その様子じゃ今のでも記き憶おくは戻もどってないわけか。残念。桜子と話したかったのに」

　言葉ほど落らく胆たんしていないのは表情から見て取れる。緊きん張ちようで全身に力がこもった。

（ど、どうして、誰だれも来てくれないの……!?）

　大きなショッピングモールの一角に、人がまったく訪おとずれないなんてあり得るのだろうか。人を呼ぼうと思ったが、嗜し虐ぎやく的に微笑む月影に見つめられるとすくんでしまって声が出ない。

（旭、旭！　助けて、旭……!!）

　怪我を負った末雪を病院に連れて行きたい。それなのに、動くことさえできない。背後から聞こえてくる荒あら々あらしい呼吸に彩音は泣きそうになった。

「……面白いな、お前」

　月影がささやいた直後、騒そう々ぞうしい足音が近づいてきた。ようやく人が通りかかったらしい。彩音は安あん堵どし、月影は小さく舌打ちした。

　直後に旭が通路から飛び出した。

「なんだ。もうちょっとゆっくりしてればよかったのに」

「月影、お前……!!」

　息を乱す旭は服装まで乱れていた。まるで人込みにもみくちゃにされてきたように。

　一いつ拍ぱくおいて、旭の背後から通路を埋うめる勢いで女性客が押し寄せてきた。旭以上に息が荒く、鬼き気き迫せまる表情でにじり寄ってくる。彩音がぎょっとして身じろいだ。

「暗示チヤームっていうのは、こういうふうにも使えるんだよ。知ってた？」

　月影がにっこりと微笑む。その表情は、彩音が図書室で見てきた顔そのままだ。作り物の笑え顔がお。本心を完全に隠かくしてしまった笑みだ。

「彩音になにをした？」

「……なにもしてないよ。ね、彩音？」

　不思議な景色は見えたものの前世の記憶とやらも思い出せず、結果的にはなにもされていないのと同じだ。彩音は少し考え、それからうなずいた。

「だからそこ通してくれる？　嫌いやなら彼女たちに手伝ってもらうけど？」

　月影の不ふ遜そんな申し出に旭がぎりぎりと奥歯を嚙みしめるのがわかった。しかし、ここで揉もめるのは得策ではないと考えたのか、おとなしく道を譲ゆずる。押しかけてきた女たちも、月影が近づくとざわざわと二つに割れていった。

「ああ、言い忘れるところだった。敵は僕だけじゃないから気をつけてね、お兄ちゃん」

　背中越ごしにかけられた声に旭の眉まゆがぴくりと持ち上がる。月影が通ると通路がふさがり、しばらくしたら女性客はなにごともなかったかのように去っていってしまった。

　ほっとしたら全身から力が抜ぬけた。彩音はその場に座り込み、すぐに末雪の顔を覗き込む。蒼そう白はくだ。苦痛を堪こらえるように、歯を嚙みしめている。

「えっと、病院、病院」

　どうすればいいかおろおろし携帯電話を手にしたところで水穂がやってきた。

「もー、どうしてまだこんなとこにいるのー!?　先に行くんじゃなかったの!?」

「さ、先？」

「彩音から伝言聞いたって、小さな女の子が教えてくれたから……待ち合わせ場所にはいないし、捜さがしてるうちにみんなバラバラになっちゃうし！」

　すぐに月影の仕し業わざだと気づいた。それがチャーム系の吸血鬼の能力、ということらしい。使い方次し第だいでは恐おそろしく効果的だ。

「ご、ごめん」

　巻き込んだことへの謝罪を口にすると、水穂は首をかしげながら近づいてきた。

「末雪どうしたの？　腹痛？　あたし、お薬持ってきてるけど」

「怪我だよ。近くの病院って……」

「怪我って……怪我だったら救急車！」

　ぎょっとして水穂がバッグから携帯電話を取り出すと、末雪がやんわりと止めた。

「大丈夫です、かすり傷ですから」

　肉をえぐられているのだ。とてもかすり傷というレベルではない。

「だめだよ。ちゃんと診みてもらわないと！」

「……大丈夫ですよ、菱川さん。見た目ほどひどい怪我じゃありません。でも……今日は、先に帰ってもいいですか？」

　突とつ然ぜんの申し出に彩音が戸と惑まどった。どうしてそんな下手へたな噓うそをつくのかわからない。この状況で、彼が噓をつくメリットなどないはずだ。

（月影を、庇かばってる……？）

　あるいはことを荒あら立だてたくないのか、末雪の眼まな差ざしは頑がんとして引く様子がない。彩音と末雪を見比べていた水穂が身を乗り出し末雪を見た。

「見た目って……うわあ!?　ちょっと、それ血じゃないの!?」

　水穂がのけぞった。末雪は救急車を呼ぶのを最後まで嫌がり、水穂が送るという形で落ち着いた。だが、本当に病院に行かなくてよかったのか、二人と別れて電車に乗っているときも悶もん々もんとした。

「月影は、あそこで待ち伏ぶせしてたのか？」

　ポールにしがみつきながらじっと車窓を流れる景色を見つめていたら、旭がそんなことを訊きいてきた。

「あ、うん。……水穂ちゃんに伝言伝えた女の子も暗示にかかってたのかな」

「伝言を聞いたという暗示を直接かけられた可能性もある」

　少女を介かいするより直接命じたほうが確実に伝わるだろう。可能性としては高い。しかしそうなると、なにが本当なのかもわからなくなってしまいそうだ。

「怖こわい力なんだね」

「……お前、本当に月影になにもされてないな？」

「う……うん。……あ、あのね？　怒おこらない？」

「………なんだ？」

　妙みような間からちょっとぴりぴりした空気が伝わってきて彩音は逡しゆん巡じゆんする。

（月影の力でも記憶が戻らなかったよ、なんて言ったら……お、怒るよね……？）

「ごめん、やっぱりなんでもない」

「やっぱりってなんだ、やっぱりって？　やましいことでもあるのか？」

「な、ないったら！」

　中年のサラリーマンが「若いねえ」とつぶやくのが耳に入り、彩音は真っ赤になってうつむいた。すると、そのまま肩かたを摑つかまれ抱だきよせられた。周りの視線が痛い。全身真っ赤にして暴れていると、

「じっとしてろ」

　──怒られた。頭にちょこんと旭の顎あごがのっかって、頭上から溜ため息いきが聞こえてきた。ただそうして抱きしめられているだけなのに、鼓こ動どうが伝わってきて気持ちがいい。ふっと意識が遠のくような感覚に、ぎゅっと目を閉じる。たくさん歩いてはしゃいだせいか、妙に体がだるく感じ、彩音は無意識に旭の服を摑んでいた。

　大きな手が頭を撫なでる。それも気持ちがよくて、思わず彼の肩に額をぐりぐり押しつけていた。そして、旭のにおいが嫌きらいでないことに気づく。このまま眠ねむれたら幸せだろう。目を閉じた彩音は、電車が大きく揺ゆれるのに気づいてハッと目を開けた。

（寝ねちゃう。このままじゃ絶対に寝ちゃうっ）

　慌あわてた彩音は話題を探し、引っかかる言葉を思い出した。

「月影……旭のこと、お兄ちゃんって言ってた」

　気味が悪いくらい機き嫌げんのいい月影の顔も一いつ緒しよに思い出してしまった。正体を知らなければさほど気にもならなかっただろう。しかし、知ってしまえば引っかかる。

　旭の溜息が体に直接響ひびいてきた。

「ああ。本当に、ろくでもない弟だ」

「弟？　誰だれが？」

「だから、月影が。あいつが俺を〝お兄ちゃん〟って呼ぶのは嫌がらせのときだけだ。……なにを考えてるんだ、あいつは」

「弟なの!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげた彩音は、周りの視線に慌て、両手で口をおおった。確かに雰ふん囲い気きはどことなく似ている。しかしそれは、吸血鬼の特性だからだと思っていた。それに、もともと彩音自身、外国人の顔を見分けられず映画を観みていると混乱する人間だ。旭と月影が多少似ようとも、そうしたものなのだろうと納なつ得とくしてしまっていた。

「兄弟といっても母親は違ちがう。……昔はおとなしくて可愛かわいかったのに」

　いい人っぽく振ふる舞まうことが得意なのはわかる。しかし、可愛いというのは想像がつかない。彩音は絶句し、再びコツンと旭の肩に額を押しつけた。

（……じゃあ兄弟で一人の女性を……）

　まさに修しゆ羅ら場ば、泥どろ沼ぬまである。青ざめていると、月影が意味深な言葉を残していったことを思い出した。

「ねえ、敵って……」

　誰のことだろう。そう問おうとしたが、視界が一気に歪ゆがんで目を伏ふせた。旭にしがみつく腕うでに力を込めるがうまくいかない。足から崩くずれ落ちそうになる彩音に気づき、旭が驚おどろいたように体を支えてくれた。

　なにか話しかけてくれていたがうまく聞き取れない。

　波が打ち寄せる音が耳の奥で繰くり返し聞こえてきていた。




　　　　２




　目を覚ますと、朝だった。

　喉のどはカラカラで四し肢しは重く、ついでに頭まで重かった。

　ぼうっと首をかしげた彩音は、サイドテーブルで携帯電話が点てん滅めつしていることに気づいて手を伸のばす。しかし、力が入らずうまく摑めない。何度か手を開いたり閉じたりして力が戻もどるのを確かめ、改めて携帯電話を摑んだ。開くと水穂からメールが届いていた。着信は昨日の夕方。末雪を無事に家まで送り届けたという報告である。

（へ、返信、返信）

　ぶんぶんと首をふると鈍にぶい痛みが広がり、ゆっくりとそれが消える。クリアになった頭でぽちぽち返信を打っていると、ノックの音が聞こえ旭がひょこりと顔を出した。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　乱れた髪かみをさり気なく手で撫でつけ、彩音はうなずいた。

「うん！　末雪くん、無事に家まで帰れたって！　今、水穂ちゃんにメールを……」

「そっちじゃない。お前の体だ」

　思い切りしかめっ面つらで言われてしまい、彩音は首をかしげた。

「体？」

「……昨日、電車の中で倒たおれただろ？　夜中もうなされてた。覚えてないのか？」

　覚えてない。考え込んでいると、

「やっぱり月影になにかされたんじゃないのか？」

　厳しい口調で問われて彩音はぴんと背筋を伸ばした。疑うたぐり深い旭の眼差しは、噓は許さないぞと言わんばかりに厳しかった。

　月影なら暗示で前世がわかるのではないか、そう思ったのは事実だ。そして、月影に暗示をかけられて体調を崩してしまった。彩音の身を案じてくれている旭を見ていると、後ろめたさをともなう後こう悔かいの念に言葉を吞のみ込んでしまった。

（な、なんか、彼氏に他ほかの男の子と仲良くしてる場面を見られちゃったような、こう、微び妙みような気まずさもプラスされて……っ）

　雑誌で読んだことのあるシチュエーションだ。体験談は自じ慢まん話が入り乱れて羨うらやましかったが、あれは単なるひがみだったのだと、責められる立場になって実感した。

　沈ちん黙もくが重くて息が詰つまる。心臓の音がうるさくて、視線が手元に落ちてしまう。

　そんな沈黙を破ったのは房子の声だった。

「旭くん、彩音どう？　起きた？　ごはん食べられそう？」

　台所から尋たずねているのだろう。声が遠い。旭がむうっと顔をしかめて部屋から出て行った。

「起きたの？　よかった……病院、連れて行ったほうがいいかしら？　あ、旭くんもごはん食べて。冷めちゃうから」

　そんな声が聞こえて彩音は胸むねを撫で下ろした。しばらくすると房子が青菜のさっぱりとした塩味のおかゆを運んでくれた。

「ね、ねえ、私ずっと寝てたの？」

　思わず小声で尋ねると、房子は呆あきれたように彩音を見た。

「なあに、覚えてないの？　旭くんが運んでくれたのよ。自分のせいだって旭くんまた落ち込んじゃって、一晩中彩音の看病してくれたんだから」

「あ、旭の、せいじゃ……」

「わかってるわよ。はじめてお友だちと出かけてはしゃぎすぎたんでしょ。まったく、子どもなんだから……彩音？　どうしたの？　痛いの？」

　言われて彩音は無意識に肩を押さえている自分に気づく。なんでもないと告げてベッドから下りおかゆを食べていると再び着信があった。

「……水穂ちゃんからだ」

　急いでいたのか件名のないメールだった。開いてみると、末雪と連れん絡らくが取れないこと、夕が警察に行くから付き添そうことが書かれていた。ぎょっとして電話をかけると、第一声が安あん堵どのような泣き声のような水穂の声だった。

「水穂ちゃん、どうしたの？」

『彩音～!!　学校で飼ってる犬が殺されちゃって、夕たちが事情聴ちよう取しゆを受けるって！』

「こ、殺されたって」

『首を切断されたり、嚙かみちぎられたりしたとか』

　手から木製のレンゲがぽろりと落ちた。

『なんかそれ、歯形がやばかったみたいで呼び出されて、あたしにも話聞きたいって。あたしも何度か犬を散歩に連れて行くの手伝ったから』

「そ……それ、いつあったの？」

『昨日の明け方。だから夕、昨日は来られなかったみたい。それでね、彩音って今日、暇ひま？　時間があったら末雪の家に行ってくれない？　末雪とも連絡取れなくて……し、心配で』

「わかった。行く」

　彩音はこくこくとうなずいた。警察の事情聴取がどれくらい時間がかかるかわからないが、水穂はすぐにでも末雪の安否を確かく認にんしたいに違いない。

（昨日、怪け我がをしたんだもんね。いくら平気そうにしていたって……）

　お腹なかの肉を、引きちぎられたのだ。一いつ緒しよに月影が肉を咀そ嚼しやくする姿も思い出してぞっとする。

『できれば一人で行ってほしいんだけど……』

「え？　ど、どうして？」

『末雪、破賀のこと嫌きらってるみたいで……昨日も帰り道で破賀の話したら聞きたくないって怒おこっちゃったんだ』

　電話越ごしでもわかるほど水穂の声が沈しずんだ。水穂の様子から、相当強きよう烈れつな反応だったのだと予想できる。

「わかった。水穂ちゃん、気をつけてね」

『うん。彩音も。……なんかね、ここ最近、そういう事件が増えてるんだって』

「そういう事件って？」

『動物虐ぎやく待たい、みたいなの。ああいうのってエスカレートすると対象が人間になるんだって。だから警察も警けい戒かいしてるって』

　不ふ吉きつな言葉を残して通話が切れた。

　彩音は携けい帯たい電でん話わを見つめてこくりと唾つばを飲み込んだ。

（エスカレートしたら、人間に）

　彩音には想像もつかない状じよう況きようだった。学校で飼っていた犬はどれも大型犬だと聞いている。サイズを基準にするべきではないだろうが、虐待のニュースは猫ねこやウサギなど小型の生き物が多いからよけいに不気味に思えてしまう。

　彩音が冷めかけたおかゆを搔かき込んで一息ついていると着信があり、必ず一人で行くようにという注意書きとともに末雪の住むアパートの住所、それに小さいながらも地図まで添てん付ぷされていた。

「携帯電話って便利！」

　ちょっと感動し、水穂の心こころ遣づかいに感謝してお茶を飲み干す。

（……問題は、どうやって末雪くんの家に行くか、だよね）

　こっそり行くというのは旭がいるから難しい。なんとか理由を作って一人になる必要がある。食器を流し台に運びつつ悶もん々もんとしていると、房子が冷蔵庫の食材を細かくチェックしていた。

「お母さん、買い物に行くの？」

「ええ。なにかほしいものある？」

「……ほしいもの……あ！　旭も連れて行けば？　荷物持ちにちょうどいいよ！」

　ぽんと手を打つと、不器用に食器を洗っていた旭がぴたりと動きを止め、なにを言い出すんだと言わんばかりに彩音を振ふり返った。

「だって、牛乳とか買ったら重いでしょ？　果物とか、お肉やお水も！」

　挙動不ふ審しんになりつつも食器を流しに入れてささっと旭から離はなれ房子を見る。

「そりゃ、旭くんがいれば助かるけど……勉強、教えてもらうんじゃないの？」

「勉強は今度でも大丈夫！　旭、お母さんお願い！　私、体調悪いから留守番してるね!!」

　これで旭は房子と出かけてしばらくは戻もどらない。近くのスーパーに出かけても、最低一時間は留守にするだろう。さっと出かけて末雪の様子を見てささっと帰ってくる。地図もあるから完かん璧ぺきだ。彩音の脳のう裏りには、本人比で〝非のうちどころのない〟計画が練りあがっていた。

　彩音は旭の追及を逃のがれるため部屋に戻り、耳をすませて廊ろう下かの音をさぐる。急になんなのかしらあの子、と、房子が不審げにつぶやく声が聞こえた。

（……不自然だった……？）

　彩音はドキドキしながらベッドに潜もぐり込んで寝ねたふりをする。しばらくするとドアが開き、旭が顔を覗のぞかせた。

「行ってくる」

　ひかえめな声に「ん」と返すと、ドアは躊躇ためらいがちに閉じ、足音が遠ざかっていった。彩音はしばらくじっと膝ひざをかかえ、十分我が慢まんするとそろりとベッドから下り、財さい布ふとカードキー、携帯電話をカバンに突つっ込んで外出着に着き替がえて部屋を出た。きょろきょろ廊下を見回し、房子と旭が出かけたことを確認してほっと安堵する。

「よし」

　うなずいて玄げん関かんに行き、ドアを開け──直後に閉じた。

　否いな、閉じることに失敗した。彩音が必死に閉じようとしたドアが、強い力で引っぱられる。圧あつ倒とう的に不利だ。力に差がありすぎる。ドアが少しずつ開き、隙すき間まから秀しゆう麗れいな顔が怒いかりの形相で現れた。

「なんの真似まねだ？　なんだその格好、どこに行く気だ？」

「なんで旭がそこにいるの!?　お母さんと出かけたんじゃないの!?　ま、待ち伏ぶせなんて怖こわいよ！」

「俺の質問のほうが先だ！　どういうつもりだ！」

「だって、だって、だって──!!」

　結局、玄関ドアは全開になってしまった。彩音は肩かたで息いきをしながら項うな垂だれ、旭は仁に王おう立だちでそんな彩音を抗こう議ぎの眼まな差ざしとともに見おろす。

「まさか、月影に会いにいく気じゃないだろうな？」

　ものすごい着眼点で問いつめられ、彩音は激しく首を横にふった。

「月影のこと忘れてた！　そうだ、月影に見つからないようにしなきゃ！」

「……忘れてたって……どこに行く気だったんだ？」

　旭の怒りが少しゆるむ。彩音が恐おそる恐る顔を上げると、彼の顔がさらに微び妙みような表情になった。怒っているのに困っている。大おお仰ぎように咳せき払ばらいした旭は、無理やり厳しい表情を作った。

「あの……末雪くんのところ」

「……なんだと？」

「水穂ちゃんからメールが来たの！　ほ、ほら！　末雪くんから連絡来ないって！」

　証しよう拠こだと言わんばかりに携帯電話を差し出すと、旭はちょっと戸と惑まどったように彩音を見た。

「見てもいいのか？」

「え？　なんで？」

「……こういうのは、普ふ通つう見られるのを嫌いやがるものだろ」

　それは見られて困るようなことをしている場合だ。携帯電話を持って間もない彩音には暴あばかれて困るような隠かくし事がない。

「平気だよ。旭に隠し事なんてしてないから」

　小首をかしげながら素す直なおに告げると、旭はあからさまに狼狽うろたえて「そうか」と携帯電話を手に取った。真しん剣けんにメールを読んでいる姿を見ていたら、昨日、旭を心配させてしまったことを思い出して激しく後こう悔かいした。

（隠し事はだめ。やめよう、あんなこと。内ない緒しよにせず、素直に旭に言えばいいんだ）

　猛もう省せいしていると確認が終わったのか携帯電話が返ってくる。

「別に一人で行くことないだろ」

「え、でも、水穂ちゃんが一人でって……」

「俺が末雪の家に上がり込まなければ問題ない」

「………!!」

　彩音はぽんと手を打った。盲もう点てんだ。旭と一緒に末雪の家の近くまで行き、彩音だけで声をかける──それなら安全に目的地にまでたどり着ける。

「お前は相変わらず抜ぬけてるんだな」

　ささやきが柔やわらかい。くしゃりと髪かみを撫なでられて、彩音は頰ほおを赤らめた。

「お、お母さんの買い物はいいの？」

「彩音がなにか企たくらんでるみたいだから見張ってくれって言われた」

　旭にはなにか疑われているとは思ったが、まさか房子にまでバレているとは思わなかった。戸と締じまりを確かく認にんして回る旭に憂うれい顔を向けていると溜ため息いきが漏もれてしまった。

「私、そんなにも挙動不審だった？」

「かなりな」

「……結構うまく噓うそつけたと思ったのに」

「噓をつくなら自分も一緒に騙だますつもりでないとすぐにばれる」

　旭はさらりと高度なテクニックを口にしてエレベーターに乗り込んだ。肩を並べてマンションを出て、携帯電話を何度も確認して末雪の家に向かう。途と中ちゆうで案の定道に迷い、旭に交こう替たいしてそれからは彼が先導するままおとなしくついて歩いた。

（頼たよりになるなあ）

　水穂が心配して地図をつけてくれても結局迷ってしまう彩音とは正反対に、旭の足取りには一いつ切さいの迷いがない。まるで通い慣れた道を歩くかのごとく進んでいく。歩調は彩音の体を心配してかいつもよりずっとゆっくりだ。それに気づくとドキドキして、とっさに旭の服を摑つかんでしまった。

　不思議そうに見つめられ、彩音は慌あわてて手を離す。

「地図、一度見ると覚えちゃうの？」

　誤ご魔ま化かすように尋たずねると「ある程度周りがわかってれば」と、あっさり返ってきた。

「そういうのって吸きゆう血けつ鬼きだから？」

「生まれつき」

「すごいね！」

　ちゃんとナビゲートしてくれる旭に驚おどろいた。彩音が驚きとともに羨せん望ぼうの眼差しを向けると、旭は咳払いしてそっぽを向いた。

「こ……このくらいは、な」

　どうやら照れているらしい。それを見ていると彩音のほうまで照れてしまった。級友の様子を見に行くだけなのに、デートをしている気分だ。彩音の歩調が乱れると、少し歩く速度をゆるめて待っていてくれるのも嬉うれしい。

　彩音は旭のあとをおとなしくついて歩いた。

（……あれ？）

　異変を感じたのは、脇わき道みちにさしかかったときだった。

　ブロック塀べいでおおわれた細い道が、一いつ瞬しゆんだけ樹木の茂しげる道に重なって見えた。ふるような蟬せみ時雨しぐれの中、目の前を歩く着物姿の少年が振ふり返って手を差し出してきた。顔はよく見えなかった。それでも、心配してくれていることは伝わってきた。

　お嬢じよう様さま、そう呼ばれた。僕の家はこの先です。もう少しです、歩けますか？　優やさしい声が不安げに問いかけてきて、うなずいて手を摑もうとして失敗する。

　少年の姿が消え、蟬時雨の代わりに子どもたちの笑い声が聞こえてきた。いつの間にか緑の道も消え、ブロック塀に囲まれた狭せま苦くるしい小道が眼前に延びていた。

（幻げん覚かく？　幻げん聴ちよう？　昨日、月影に暗示をかけてもらったから……？）

　吸血鬼にかけるような強い暗示と言われた。中断したとして、どのくらいの影えい響きようが残るのか──戸惑って押し黙だまっていると、旭が突とつ然ぜん彩音を庇かばうようにして立ち止まった。

「すみません、少しいいですか？」

　そんな声が聞こえ、彩音は旭の背中から顔を出す。声をかけてきたのは濃のう紺こんの制服を着た警察官だった。この辺りで不ふ審しんな人間を見なかったか尋ねられ、旭が見なかったと答えると、なにかあったら通報するように言われてすぐに解放された。

「あ、あの、なにかあったんですか？」

　遠ざかる警官に彩音が声をかけると、彼は足を止めて首を搔かいた。

「犬の虐ぎやく待たいだよ。新聞にも載のってたけど」

「……高校の？」

「ああ。大型犬だし無む抵てい抗こうで殺されるなんてちょっと考えられないんだけど……首に、嚙かみ痕あとがあるっていうのも、さすがになあ」

「い、犬の首にですか？」

「うん。だから異常者の仕し業わざじゃないかって。君たちも気をつけなさい。犯人、先せん端たんの鋭えい利りな木の棒も持ってるんじゃないかって話だ。不審者を見かけたら絶対近寄らず、助けを求めるんだ。いいね？」

　警察官はそう言って近くを通りかかった主婦にも声をかけていた。

「犬同士が喧けん嘩かした……なんてことは……」

「だったら不審者の聞き込みなんてしないだろうな」

　彩音が旭を見上げると、彼は険しい表情を遠ざかる警察官の背に向けていた。

（……人が、犬の首を、嚙んだってこと？）

　彩音は旭のシャツを引っぱった。

「水穂ちゃんも夕ちゃんも、そのことで警察に呼ばれてる。これってもしかして……」

「吸血鬼の仕業だとしても、犬っていうのが納なつ得とくできない」

　彩音が濁にごした言葉を、旭はあっさりと唇くちびるにのせた。

「どうして？」

「──吸血鬼なら人間が大勢いる中でわざわざ動物は襲おそわない。ただ、人がやったにしては不自然だ。……それに、実際問題、吸血鬼が獲え物ものを殺すこともあるわけだし」

「あるの!?」

「興奮しすぎて訳がわからなくなるときは。言っとくが、それは血を吸うのに慣れていない吸血鬼だ。なりたてだけだ。だから俺には関係ない」

　青くなる彩音に、旭は慌てたように返した。なぜそんなことを言うのかと一瞬考え、すぐに自分は安全だとアピールしていることに気がついた。

「……公園で、いっぱい吸われた」

　そのせいで一週間も登校が遅おくれたのである。

「あ、あれは……」

　彩音の指し摘てきに旭が真っ赤になった。珍めずらしい。ここまであからさまな反応は今までになく、彩音はまじまじと旭を見た。

「もう、あんなことはしない。ちゃんと自制する」

「本当？　ほ……他ほかの人とかからも、無理に吸ったりしない？」

「お前の血以外に興味はない」

　伸のびてきた指先にくすぐるように首筋を撫でられ、今度は彩音が赤くなって旭から離はなれた。血を吸われるのは気持ちがいい。恐おそろしいことに〝快楽〟という部類に属している。求められたら口では否定しても喜んで応じてしまいそうなほどだった。

（そういえば、キャンプファイヤーのときから吸われてない。……も、もしかして、私の血っておいしくなかったの!?）

　吸血鬼にとって人間の血は飢うえをやわらげ傷を癒いやすためのもの──しかし、旭は彩音に特別な意味ではまったく触ふれてこない。むしろ、レクリエーション前のほうが積極的だったような気さえする。

（おいしくないんだ！　気に入らないんだ！　でも、貧血気味じゃないし、好き嫌きらいもないし、……まずくは、ないと思うんだけどなあ）

　しかし、自分で自分の血の味はわからないので判断のしようがない。

　青く透すける手首の血管を見つめてむうっと考え込んでいると旭が突とつ然ぜん立ち止まった。

「な、なに!?」

　ドキドキと問いかけると、旭が古びた建物を指さした。二階建てのアパートだ。全体的に灰色がかり、手すりには錆さびが浮ういていた。

　その建物を彩音はしばし茫ぼう然ぜんと見つめていた。

（……あれ？　なんだろう、懐なつかしい……？）

　以前に来たことがあるような気がする。しかし、記き憶おくにはない。建物も、道も、景色も、何一つ覚えていないのに胸の奥を揺ゆさぶるようななにかがある。

「彩音、あれが末雪の住んでるアパートだ」

「あ……う、うん。あれ、だね。えっと、二階だっけ？」

「二〇一号室」

「うん、わかった。行ってくる」

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

　旭の問いに彩音は何度かうなずいてぎくしゃくと足を前に出した。

「外で待ってるから、なにかあったらすぐに呼べ」

　背中にかけられた声に彩音はなんとかうなずいた。ずきんと肩かたが痛んでとっさに押さえ、それでもまっすぐ階段に向かう。まるで、水の中を歩いているかのようだった。足あし下もとがおぼつかない。一歩進むごとに体が深い場所に落ちていくような感覚だ。階段を上っているのに気持ちだけが深しん淵えんに近づいていく。

　ドアに表札はなく、呼び鈴りんも壊こわれていた。彩音が幾いく度どかドアを叩たたくと、やや間をあけて灰色のドアがゆっくりと開いた。

「末雪くん？」

　顔を伏ふせていたせいだろう。すぐに本人だとは気づかなかった。乱れた髪かみによれよれのシャツ、疲つかれ切ったような暗い陰かげをまといつかせる男──ふと、彩音の声に反応するように彼が顔を上げる。

「……菱川さん？　どうして、ここが？」

「う、うん。昨日のこともあって、心配で……水穂ちゃんからメールいってない？」

「……メール……？」

　緩かん慢まんな動きで末雪が振り返る。部屋は殺風景で、生活感がなかった。玄げん関かんからすぐ見える流し台には一組食器が置かれているだけで、短い廊ろう下かにはゴミ一つ落ちていない。奥の部屋に至っては、寝しん具ぐさえ見当たらなかった。

（き、きれい好き、なんだよね。学校でもきちっとしてるし）

　それなのに、カバンが無造作に壁かべに立てかけてあり、教科書とノートがその脇わきに積まれているという不自然さだ。

「……すみません。メールは、見ていませんでした」

　ごうんっと、部屋の奥で鈍にぶい機械音がした。洗せん濯たく機きが回っているらしい。

「そっか。体調どう？　ごはん、ちゃんと食べてる？　顔色があんまりよくないみたいだけど……傷、痛むの？　病院には行ってないんだよね？」

　彩音が問うと末雪はゆっくりと視線を戻もどして小首をかしげた。

「傷。昨日、ショッピングモールで月影にお腹なかを……」

「ああ……あの吸血鬼ですね。どうしてあんなものが生きているんでしょう。どうして、あんな……っ……」

　末雪の体が大きく揺れ、彩音は慌あわてて彼の体を支えた。その直後、背後で鉄のドアが重々しく閉じた。とっさに振ふり向いた彩音は、バランスを崩くずしてもつれるように末雪の上に倒たおれ込んでいた。

「う……あ、あ、ごめん、末雪くん！　怪け我が人なのに！　末雪くん!?」

　弾はじかれるように顔を上げた彩音は、まくれ上がったシャツの下に見えた引き締しまった腹部に目を見開いた。

　傷がない。血が流れ、肉を引きちぎられたはずなのに、その痕こん跡せきがまったくない。

（昨日の怪我が見み間ま違ちがい……なんてこと、ないよね？　治った？　でも、どんなに浅くても一晩で治るはずなんてない）

　だったらやっぱり見間違いだったのか。痛そうにしていたのも演技なのか。考えれば考えるほどわからなくなる。

「末雪くん……？」

　混乱する彩音の肩を引き寄せた末雪は、そのままぎゅっと彩音の体を抱だきしめた。吐と息いきが首筋を撫なでる。ひゃっと変な声が出た。必死で引きはがそうにも末雪の力は強く、びくともしない。彩音はパニックを起こしながら末雪の背中を叩いた。

「ど、ど、どうしたの!?　末雪くん!?　どっか苦しいの!?」

　このシチュエーションは旭と経験ずみだ。しかしまさか、それを末雪がするとは思わなかった。首筋に触れる柔やわらかな感かん触しよくは彼の唇くちびるだろう。そう思うと泣きそうになる。

「末雪くん、ご乱心!?　末雪くん、嚙かんじゃだめ……!!」

　首筋に熱い息がかかって悲鳴が漏もれる。ぐっと髪を摑つかんで引きはがすと。

「お腹がすきました」

「ふえ!?」

「ごはんが食べたいです」

　吐息とともにささやかれて彩音が脱だつ力りよくした。パニックになって嚙まれると思ってしまったのが恥はずかしい。

　彩音は真っ赤になって起き上がろうとした。だが、末雪の腕うでが肩に回されて身動きが取れない。離れたくないと言わんばかりにぎゅっと腕に力が込められ、彩音は内心で狼狽うろたえた。

「あの、手を放してくれないと、起き上がれないんだけど」

「……ああ、本当だ。すみません」

　末雪はようやく気づいたように彩音を解放した。そして、躊躇ためらいつつも差し出した彩音の手をまぶしそうに見つめ、やんわりと断わって自力で立ち上がる。

「でも私、ご……ごはんくらいしか、炊たけないんだけど」
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　お米をといでセットすればあとは炊すい飯はん器きがしてくれる。だから失敗することがない。

「あとは目玉焼きとか、スクランブルエッグとか。だ、だし巻き卵も少々！」

「卵料理ばかりですね」

「卵かけご飯も作れるよ？」

　切るだけ、焼くだけ、混ぜるだけという料理ならそれなりに形にはなる。房子が料理上手の料理好きで、彩音はたまに手伝うものの、基本的にはいつも食べる役だった。

「じゃあおにぎりを」

　精せい一いつ杯ぱい微笑ほほえむ末雪を見て彩音はうなずき、内心で旭に謝罪した。メールを打って状じよう況きようを伝えようかとも思ったが、そんなことをしたら末雪に部屋から追い出されそうで躊ちゆう躇ちよした。

（旭、ごめん！　遅おそくなりそうなら先に帰るようにお願いしておくべきだった……!!）

　時間の目安をもうけておけば、旭も無む駄だに待たずにすんだはずだ。しかし一方で、帰るように伝えておいても待っていてくれる旭の姿が容易に思い浮かんだ。彼ならきっと「遅かったな」の一言ですべて受け入れてくれるだろう。

　そこまで考え、自惚うぬぼれている自分に気づいて彩音は一人挙動不ふ審しんになる。

「菱川さん？　なにを踊おどってるんですか？」

「お、踊ってない！　……えっと、女の子があがっても、大丈夫ですか？」

「？　大丈夫ですよ。僕は一人暮らしだから文句を言う人はいません」

「あ、うん。そうじゃなくて……え？　一人暮らしなの？」

「──はい。両親はずっと昔に他界して、親類もいませんから天てん涯がい孤こ独どくってやつです。もしかして、男の部屋だからって意味ですか？」

　改めて訊きかれると自意識過か剰じようを指し摘てきされたみたいで恥ずかしかった。旭じゃあるまいし、彩音に迫せまってくる物好きなんてそうそういるはずがないにもかかわらず。

「だ、誰だれかに、誤解されちゃうんじゃないかと思って」

　彩音がとっさにそれらしい口実を見つけると、末雪は首を横にふった。

「誤解されて困るような相手はいません」

「……だったら、お邪じや魔まします」

　すべてにおいて問題はないらしい。彩音は靴くつを脱ぬいで末雪の部屋にあがる。必要最小限のものが置かれただけの部屋は人が暮らしている気配すら希き薄はくだった。

「お米は米びつに、炊飯器は流し台の隣となりにあります。他ほかに必要なものはありますか？」

「昆こん布ぶは？」

「……昆布。どこかにあったような……」

　棚たなを探していると未み開かい封ふうの昆布が出てきた。料理をしようとした努力の跡あとなのか、煮に干ぼしや本ほん枯かれ節ぶしと書かれた値札のついた鰹かつお節ぶしまで置いてあった。米をといでセットし、昆布を適当な大きさに切ると表面を軽く拭ふいて釜かまの中に投入し、スイッチを入れる。具材を探すと冷蔵庫の奥からあさりしぐれが出てきたので、軽くお酒をふってから火を入れてアルコールを飛ばした。梅味み噌そを作ったり梅に昆布を混ぜてみたりと適当に具材を作っているとだんだん楽しくなってきた。

　一息ついて手を止めた彩音は、カレンダーにびっしり書かれたスケジュールに目を瞬またたかせた。学校行事が羅ら列れつされ、ついでとばかりにスーパーの特売日までメモされている。ここだけやけに生活感が濃こかった。

（……この字って……）

　几き帳ちよう面めんで硬かたい文字はやや右上がり。特別個性はないが、生き真面目まじめな性格がにじみ出るような字じ面づらには確かに見覚えがある。

（しーちゃんだ！　しーちゃんの文字だ！）

　図書室の交こう換かんノートで親しく接してくれた文通仲間である。呆あつ気けにとられてカレンダーを凝ぎよう視ししていた彩音は、背後のソファーからそそがれる視線にわれに返って袋ふくろから焼きのりを取り出し、コンロの火で軽くあぶった。

（末雪くんが〝しーちゃん〟？）

　旭から逃にげ回っていた頃ころ、図書室がいい避ひ難なん場所になると教えてくれたのは末雪だ。性格からして彼が彩音に付き合ってくれていたというのは充じゆう分ぶんに考えられたのだが、どうしても彩音の中で末雪と〝しーちゃん〟が繫つながらなかった。

（む、無意識に、女の子だと思ってたから？　だってあのノート、恋こいバナとか書いてあって、男の子が交換ノートをまめに書いてくれてるなんて思ってなかったし）

　無言のまま手を動かしちらちらカレンダーを見ていた彩音は、棚の上の郵便物に気づく。宛あて名なに〝末雪太様〟と書かれていた。

（……ふといさま？　じゃないよね。……ふとしさま？　ふとしさまだと〝ふーちゃん〟とか〝ふとちゃん〟じゃ……あ。最後の一文字で〝しーちゃん〟なのかな？）

　他の由来があるとしても、書体は確実に彩音の知る〝しーちゃん〟のものだ。寂さびしい彩音の話し相手になってくれていたのだと気づくと、妙みような親近感が湧わいてくる。

　彩音が時間を気にしつつもせっせと動き回っていると、

「昔と変わらないんですね」

　末雪の声が聞こえ、彩音は思わず振り返った。向けられたのは優やさしげな眼まな差ざしと、どこか辛つらそうな表情だった。

「昔？」

「──僕たちは、とても仲がよかったんですよ」

　末雪はそう言って目を細めた。

（え？　私と末雪くんが？　確かに私、子どもの頃はこっちに住んでたけど……）

　末雪のことは覚えていない。

「ごめん、こっちに住んでたのちっちゃい頃だけだったから……き、近所もいろいろ変わっちゃって、記き憶おく曖あい昧まいなんだけど」

　しどろもどろに返すと末雪は寂さびしげに表情を曇くもらせ、彩音は罪悪感に胸を押さえた。

「なにか思い出せるかもしれないから、教えてくれると、……嬉うれしい」

　彩音の訴うつたえに末雪はゆっくりと視線をあげた。どこか遠くを見る眼差しで辺りを見回し、小さく笑う。

「僕はあなたの夫になるために選ばれたんです。叶かなうことは、ありませんでしたが」

「お……夫って……結けつ婚こんの約束をしてたってこと……!?」

　仰ぎよう天てんする彩音に末雪は目を伏ふせた。

「──あなたは知らされてはいませんでしたから。決めたのはあなたの祖父ですし」

　許いい嫁なずけなんて寝ね耳みみに水だ。確かに母方の実家は田舎いなかだし、彩音もつい先月まではそこで暮らしていた。古い習慣も残っている。しかしそれでも、このタイミングでいきなり切り出されると違い和わ感かんしかない。

（だってそんな大事な話、お母さんが知らないなんて思えない。……知ってたら旭のこと、歓かん迎げいしてないだろうし）

　父方の祖父は彩音が生まれる前に他界し、母方の祖父は比ひ較かく的てき裏表のない人間だ。気に入らないことははっきり抗こう議ぎをするうえに、隠かくし事は苦手なタイプである。こんな重大なことを何年も黙だまっていられるとは思えなかった。

　彩音が押し黙っていると、末雪は古ぼけたソファーから腰こしを上げた。

「ずっと君のことが気になって、目が離はなせなかった。君が菱川の血を継いでいる、それだけの理由で見ていたつもりなのに……君のことが、懐なつかしいだなんて……」

「末雪くん？」

　額を押さえてうめくようにささやく末雪に不安を覚え、彩音は流し台から離れた。

「どうしてあなたはまたあの男につきまとわれてるんですか？　あなたを殺した男なのに」

「え……？」

「あなたはあんなに生きたがっていた。だから海を越こえた。それなのに、あんなむごい殺されかたを……僕がそばにいたのに、旦だん那な様に任されたのに助けられなかった……!!」

　末雪が両手で顔をおおい、崩くずれるようにフローリングに膝ひざをついた。彩音は茫ぼう然ぜんと末雪を見つめ、ふと湧いた疑念に肩かたを震ふるわせた。

（なにこれ？　まさか……まさか……）

「どうしてあなたはまた菱川の家に生まれたんですか？　ずっと忘れていたのに……忘れていたと思っていたのに……」

　末雪の顔を覗のぞき込んだ彩音は、肩を摑つかまれ激しく揺ゆさぶられた。鼓こ動どうが乱れ、とっさに末雪の腕うでを押し戻もどした。

　戸と惑まどいに言葉を吞のみ込み、しかしどうしても問わずにはいられなかった。

「末雪くんも前世の記き憶おくがあるの？」

　末雪ははっとしたように目を見開いた。けれど次の瞬しゆん間かんには、なにを訊かれているのかわからないと言いたげな顔で彩音を見つめて首をかしげる。

「前世？」

「旭は私を桜子の生まれ変わりだって言った。末雪くんは？」

「僕？　……僕は……」

　苦しげなうめき声に軽かろやかな電子音が重なり、スカートのポケットが小さく震えた。メールが来たのだ。無視して末雪を見ると、立て続けに三度、メールの着信を知らせる音が繰くり返された。

　四度、五度と続き、彩音は末雪を警けい戒かいしつつもそろりとポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出す。メールを開くと、着信はすべて旭からだった。

（うわあ！　旭、怖こわいよ!?）

　ぎょっとしているとさらにメールが飛んできた。『大だい丈じよう夫ぶか？』『なにしてる？』『トラブルか？』『助けに行ったほうがいいか？』『救急車が必要なら呼ぶが』等々。様子をうかがうメールが連打されている。

（──『心配なんだ』）

　新着メールにどきりとした。そんな短い言葉にどれほどの思いを込めたのか、焦あせっているのがひしひしと伝わってきて反射的にドアを見た。

（メール！　返信しないと……!!）

　両手でしっかり携帯電話を摑んでぽちぽち押していると小さな声が聞こえてきた。

「僕の祖先は代々お屋や敷しきの下働きをしていました。お嬢じよう様さまとは年も近く、使用人ではなく学友として扱あつかわれていました」

「末雪くん？」

「──僕の話です」

　彩音はメールを打つ手を止める。

「お、お嬢様の学友が、末雪くん？」

　しかし、この辺りにお屋敷という言葉があてはまりそうな建物はない。今どき下働きという言葉もあまり使ったりはしないだろう。

「……お嬢様はもともと体が弱く、落ち着いた頃を見計らって手術のため海を渡わたることになりました。今のように飛行機なんてなく、船旅すらも命がけだった頃の話です」

「手術は？　成功したの？」

「──手術をする前に、吸きゆう血けつ鬼きに殺されてしまったんですよ」

　感情を押し殺したように低くささやかれ、彩音はこくりと唾つばを飲み込んだ。心臓が狂くるったように暴れていた。ここにも一人、忘れ去られた過去を知る者がいる。

　吸血鬼に殺された少女。

　彩音だけが取り残されてしまっているキーワード。

「その、お嬢様って……」

「まさか、生まれ変わっているなんて思いませんでした。あなたのことは、菱川家のお嬢様だから気になっていた。それだけだと思っていたのに、それだけじゃなかったんだ」

　末雪に腕を引かれて彩音はよろめき、そのまま彼の腕の中にもつれるように倒たおれ込んだ。とっさに顔を上げる。眼前にあったのは苦しげな末雪の笑えみだった。

「桜子様、お久しぶりです」

　胸の奥がぎゅっと絞しぼられるように痛くなった。

　旭も月影も──末雪ですら、彩音のことを〝桜子〟と呼ぶ。彩音を見ながら彩音には話しかけないのだ。人格を無視して進む話に得体の知れない恐きよう怖ふを覚え、体が小刻みに震えた。

「わ、私、桜子じゃないよ。記憶もないし、旭がつけたっていう血印もない」

「あなたですよ。見た目はずいぶん変わりましたが、雰ふん囲い気きはそのままだ。可哀かわい想そうに。またあの吸血鬼に捕つかまってしまったんですね」

　まるで自分に言い聞かせるような口調に不安が増していく。

「末雪くん」

「今度は必ず僕が守ります」

　断言した瞬間、末雪の表情が苦痛に歪ゆがんだ。瞳ひとみがうっすら血の色に染まる。彩音の首筋を悪お寒かんが撫なで上げていった。

「──こんな体になってまで生きながらえた意味が、やっとできたんだ」

　末雪の声が震える。しがみつくように肩を抱だかれた彩音は、勢いを受け止めきれずに末雪とともに床ゆかに倒れ込んだ。末雪が彩音の肩かた口ぐちに顔を埋うずめるとあたたかい息が肌はだを滑すべり、ぞわりと全身に鳥とり肌はだが立った。先刻とは明らかに違ちがう。明確な恐怖に彩音が必死で身じろいだ。しかし、末雪の力はゆるまない。それどころか、彩音を抱く力はますます強くなった。

「末雪くん、放して！　苦しいよ、末雪くん!!」

　腕を摑まれ、鋭するどい痛みに悲鳴が漏もれた。服に血がにじんでいる。押し倒されたときにどこかで引っかけたらしい。末雪の目が真っ赤に染まり彩音は絶句した。

「末雪くん……？」

　開いた口から鋭い犬歯が覗く。末雪は手についた彩音の血を舐なめ取りうっとりと赤い目を細めた。呼吸が荒あらい。胸が激しく上下している。それは紛まぎれもなく吸血鬼の姿──愕がく然ぜんと末雪を見ていた彩音の耳に、けたたましい携帯電話の音が届く。

　一いつ拍ぱくあけて、玄げん関かんドアが激しい音をたてて開いた。

「──なんの真似まねだ？」

　末雪に押し倒される彩音を見て、ドアを蹴けり開けた旭の顔色が変わる。怒いかりをあらわにした彼は土足のまま部屋に上がり、末雪の首根っこをひっつかむなり壁かべに投げつけた。

　轟ごう音おんに彩音の顔から血の気が引く。

　旭はうめき声をあげながら床に転がる末雪の襟えり首くびを摑む。乱暴に立たせるなり、無言で殴なぐりつけた。

　再び床に伏ふした末雪に、旭は無造作に足を持ち上げる。

「旭、だめ！」

　彩音はとっさに旭の足にしがみついた。すさまじい殺気がふとゆるむ。

　大きく息をついた旭は、膝を折るなり彩音を抱き上げて末雪を一いち瞥べつする。怒りは収まっていない。それでも、視線を剝はがすと玄関まで引き返し、彩音に靴くつを履はかせるなり部屋を出た。

「──なにがあった？」

「わ、わからない。末雪くん、急におかしくなっちゃって……」

　抱き上げたまま帰ろうとする旭に抵てい抗こうして下ろしてもらい、よろめきながら錆さびた階段を踏ふみしめる。心臓がずっとバクバクしていた。末雪の行動には驚おどろいた。だがそれ以上に、旭の行動に動どう揺ようしていた。もしあのまま乱闘になって末雪が大おお怪け我がを負ってしまったら──もし、旭まで怪我を負うことになったら。

　考えただけで震えが止まらない。

「血のにおいがする」

　旭に言われ、腕うでをまくり上げた。思ったより傷が深い。お気に入りの一着なのにざっくり切れ、白い肌に線を引くように血がしたたっている。

「転んだときに怪我しちゃったみたい。あ、結構血が出てる」

　じっと見つめていると旭に腕を摑つかまれた。

「え……？」

　彩音は腕を引かれ、戸と惑まどいながらも旭について行く。立ち止まったのは建物が入り組み人目が届かない一角だ。隣りん家かの木が枝葉を広げてさらに視界が悪い。こんな場所になんの用なのかと辺りを見回すと、唐とう突とつに壁に押しつけられた。

「あ、旭!?」

　乱暴に彩音の腕を引き上げた旭は、前まえ触ぶれなく柔やわ肌はだに口づけを落とした。ぞわりと鳥肌が立ち、体が大きく跳はねる。舌がゆっくり血を舐めあげ、覚えのある快楽が背筋を駆かけた。

（血！　血に反応した──!!）

　傷口に唇くちびるが吸い付き、鋭い痛みと快楽が同時に襲おそってきた。

「旭、だめだったら！　こ、こんな場所で！」

　真っ赤になって暴れると、熱い息を吐はき出して旭が顔を上げた。どうやらこれで満足してくれたらしい。彩音はほっと安あん堵どする。

　しかし、そうではなかった。

　旭は油断した彩音の体を深く抱き込み、その首筋に口づけて深く牙きばを埋め込んだ。

　甘い苦痛に全身から力が抜ぬける。それでも彩音は懸けん命めいに旭の背中を叩たたいて抗こう議ぎした。旭は止まらず、蜜みつを啜すするように彩音の血を啜り続ける。

　いつしか彩音の腕は、血を貪むさぼる旭を抱きしめるように彼の背に回されていた。

　苦痛がすべて快楽にすり替かえられていく。

「旭」

　弱々しく名を呼ぶと、旭がはっとしたように顔を上げて、ぼうっと意識を飛ばしかける彩音を見おろした。

「悪い。興奮した」

　どんな言い訳なんだと呆あきれたが、息が乱れ、抗議する気力すらなくなっていた。

「血を見るたびに、それだと……これから心配」

「お前だけだ」

　──それもどうかと思ったが、甘やかな吐と息いきが漏れるだけで終わっていた。傷口をそっと舐められてぴくんと体が揺ゆれる。いちいち反応してしまうのが恥はずかしくてむうっとしていると、心配そうに見つめられてしまった。

「大丈夫か？」

　昨日倒れた人間の血を吸ったので、さすがに気が咎とがめたようだ。彩音が睨にらむと、反省しているらしい旭が神しん妙みような顔をした。

「……他ほかの人の血は飲まないの？」

「ずっと我が慢まんしてきた」

　興味がないというのは方便だったのだろう。しかし、興味がないと言われるより、我慢してきたと言われたほうが、ちょっと嬉うれしい。

「そ、そういうこともできるんだ？」

「飢き餓がを我慢すると力も落ちて傷の治りも鈍にぶくなるけどな」

　彩音の髪かみをそっと指で梳すいて愛いとおしげにささやきかける。こうしていると本当に恋こい人びと同士になったみたいで落ち着かず、彩音は慌あわてて視線を逸そらした。

「あ、旭って、末雪くんのこと、知ってた？」

「……どういう意味だ？」

「学校以外で会ったことってある？　前から知ってたとか？」

　ドキドキが収まらない。彩音はめまいがしないことを確かく認にんし、歩きつつちらりと旭を見た。

「末雪くんも桜子のこと知ってた……っていうか、末雪くんのほうが旭より桜子と付き合いが長いみたい」

「……まさか」

「桜子の名字って知ってる？」

　その質問に返事はなかった。水穂に経過だけ手短にメールし、旭に質問を続ける。

「じゃあ旭が桜子に会った場所は？」

「オランダ」

「ま、待って！　生まれは」

「ハンガリー」

「なんでオランダ？」

　ヨーロッパということはわかるがその繫つながりが理解できない。混乱する彩音を見て旭は補足するように言葉を続けた。

「蘭らん学がくだ。ヨーロッパの学問はオランダから日本に伝わったから。医学もな。俺はハンガリーで生まれてルーマニアに渡わたったとき王に気に入られて吸きゆう血けつ鬼きにされた。そこからいろいろ移り住んで、桜子とオランダで出会った。彼女は心臓の病やまいで、手術のために海を渡ったんだ」

「日本にもお医者さんがいたんじゃないの？」

「娘むすめを溺でき愛あいする親がそれでは納なつ得とくしなかったんだ。どうしても最さい先せん端たんの医い療りようを受けさせたかったらしく、一時的にオランダに住んで、医者を捜さがしていた」

「……そのとき、末雪くんもついてきてるみたいなんだけど」

　彩音の言葉に旭は眉まゆをひそめた。

「使用人の中にいたかもしれないが、俺が会っていたのは桜子だけだ。体が弱いくせに、しょっちゅう屋や敷しきを抜け出して散策をしていたから……」

　愛おしげに旭が微笑ほほえむのを見て彩音はきゅっと唇を嚙かんだ。旭にとっては恋人との大切な思い出だ。宝物に違ちがいない。けれど、聞いていると胸の奥がむかむかとしてくる。

（変なの。旭の話が本当なら、私が桜子かもしれないのに）

　過去の自分に焼き餅もちを焼くなんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい。桜子であることを否定しつつも、いろいろ釈しやく然ぜんとしないことが多くて複雑だ。

　そんな彩音を横目に、旭の言葉は続いた。

「はじめて会ったのは明け方だった。俺の髪が気に入ったみたいで──」

　あさひ、と、呼んだ。その響ひびきに惹ひかれ、彼は自分の名前にした。名前とともにしがらみをすべて捨て、新しい自分に生まれ変わるつもりだった。

（……ってことは……月影って……）

　同じパターンで名前をつけたんだな、と、なんとなく予想がついた。旭と月影、金糸の髪と白銀の髪──性格や行動に似たところのない兄弟だが、吸血鬼の本ほん性しようをさらけ出した彼らは、桜子には対のように見えていたのかもしれない。

「旭は、桜子のことが好きだった？」

「……だから血印を贈おくった。あれは、吸血鬼にとっては永遠の束そく縛ばくだ」

　ドキンと鼓こ動どうが跳ねる。

　ゆったりと歩きながら彩音は質問を追加した。

「だったら、どうして吸血鬼にしなかったの？　心臓だって、それで治ったんでしょ？」

　助けるどころか、彼は桜子を殺したと言っていた。好きだったのに殺した。助ける方法が目の前にあったにもかかわらず。

「……心臓は、治る。だが……彼女は、人間ではなくなる」

「旭と同じものになるんじゃないの？　だったらなんの問題も……」

　旭を見ていれば、力さえ抑おさえれば太陽の下も自由に動け、食事をとり、学校にも行け、驚おどろくほど自由だった。傷だって早く治る。体力もある。老いることもなく、飢うえさえなんとかなればデメリットはないに等しい。そうとしか思えなかった。

　向けられた眼まな差ざしに彩音はびくりとした。体の芯しんからすうっと熱が奪うばわれていくような感覚に足がもつれた。

（ちがう……？）

　彩音の不安を裏付けるように旭は静かに口を開いた。

「俺が血を与あたえても〝隷れい属ぞく〟にしかできない。隷属は〝親〟である吸血鬼の命令には逆らえず、〝親〟の血で飢えをしのがないと理性さえ保てない。血を与えられなければ血に狂くるい、無差別に人を襲い出すだろう。それを防ぐ方法はただ一つ──」

　旭は彩音に向き直る。

「〝親〟である吸血鬼を殺し、心臓を食くらい自分がその地位を乗っ取ること」

「……っ……!!」

　彩音はとっさに自分の体を抱だいて足を引いた。

「それで〝親〟の呪じゆ縛ばくからは解放される。……だが、吸血鬼としてのさがは消えない」

　旭は彩音から視線をはずした。

「ずっと、飢え続けるんだ。人を見るたびに自分が獣けものだと思い知らされる。友人を得ても真実を話ことはできない。家族を得ることもない。吸血鬼同士は本能的に敵対し、隷属を持ってもただのエサとしてしか認識できない。血印を贈りあった者だけが〝特別〟なんだ」

「だ、だけど、旭……だけど……っ」

　旭は血印を与えるほど愛した娘でさえ吸血鬼に──隷属にはしなかった。死ぬとわかっていても、吸血鬼にはしなかった。

（それはずっと一人でいるってことじゃないの？　心だけ預けて、ずっと、ずっと）

「旭」

　彩音の視線を受け止めて、旭はゆっくりと首を横にふった。

「──忘れたのか？　俺は桜子をこの手で殺したんだ」

　ささやく声に後こう悔かいと同じくらい強い安あん堵どがにじんでいた。

　彩音はそっと手を伸のばす。生きるために手術を受けようと海を渡った娘、その娘を手にかけた男──二人のあいだになにがあったのか、今は部外者でしかない彩音には、それ以上知る勇気がなかった。

　旭に触ふれる直前、彩音はぎゅっと手を握にぎった。
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　翌日の体調は最悪だった。

　体がだるくて起き上がれない。なんとかベッドから抜ぬけ出したものの、歩くこともできずにずるずると這はうように廊ろう下かへ出て台所に向かった。

「彩音!?　どうしたの!?」

「……知ち恵え熱……」

　床ゆかにへたり込んでいると、朝食を作る手を止め房子が彩音に駆かけ寄ってきた。

「冗談言ってる場合じゃないでしょ。旭くん！　ごめんなさい、彩音ベッドまで運んであげて」

　房子の一言に旭が部屋から飛び出して彩音を見てぎょっとした。

「昨日、血を吸ったせいか!?」

　旭の問いに彩音は首をふった。

「違う。いろいろいっぱい考えたら頭パンクしたの」

　桜子と旭の関係。蘭学を頼たよりに桜子が海を渡ったなら、百年、二百年という単位で昔の話なのだろう。それだけの時間が経過してなお、旭は桜子を捜していた事実。

（どうしよう、胸が痛い。旭が好きなのは桜子なんだ。……私、じゃ、ないんだ）

　旭に抱き上げられ、彩音は彼が優やさしく接してくれる意味を考える。彩音が桜子になんの関係もない娘だったら、もしかしたら見向きもされなかったかもしれない。

（これって好きってことなのかなあ。それともただの我が儘ままなのかなあ）

　だんだん自分がわからなくなった彩音は、旭に言われるままおとなしくベッドに横になる。

「旭くん、早くごはん食べちゃいなさい」

　房子の声に旭は名残なごり惜おしそうに彩音の頰ほおを撫なでてから振ふり返る。

「いや、今日は……」

「だめよ、学校にはちゃんと行きなさい。学生なんだから！」

　渋しぶる旭にぴんときたのか房子はドアを細く開けて注意してきた。ぐっと旭は押し黙だまる。

「彩音はちゃんと私が見てるから安心していってらっしゃい。お弁当もちゃんと作ったんだから、残さず食べるのよ」

「……わかった」

　渋しぶ々しぶとベッドから離はなれ、旭がドアに向かう。

　ちらりと振り返る瞳ひとみに宿るのは柔やわらかな光──彩音はぎゅっとシーツを握って閉じるドアを見つめた。







　呼吸ができなかった。

　何度も口を開き、酸素を肺に送り込む。しかしそれもうまくいかない。痛みは刻々とひどくなり、鼓動は乱れて額に汗あせが浮ういた。

　カーペットをかきむしり、ドアに手を伸ばす。古ぼけた木製のドアに奇き妙みような飾かざり窓。ドアの向こうはしんと静まりかえり、物音一つしなかった。

「ごめんなさい。ごめんなさい。あなたを、待てない……私、もう……」

　言葉は声にならなかった。震ふるえる指で胸を押さえ、涙なみだでかすむ目を閉じる。せめて一言、せめて一目だけでも彼に会いたかった。こうなることは心のどこかで覚かく悟ごしていたはずなのに、恐きよう怖ふが心を蝕むしばんで体が激しく震えた。

　吸血鬼にならないことを決めたのは自分。それを受け入れたのは彼。

　それなのに、今この瞬しゆん間かん、後悔している自分がいた。

　浅ましいほどに生きたいと思う心がある。たとえ今と違う形になっても、たとえそれがどれほど見苦しくとも、彼とともに生きていけるならそれはきっと〝幸福〟に違いない。

「違う。違う。彼は私を、私として、大切にしてくれた。だからこれは、だからこの選せん択たくは、間ま違ちがってない」

　ただ最後に彼に会いたかった。胸を押さえぎゅっと体を丸めた。

「旭」

　名を呼んだ瞬間、彩音は己おのれの声に意識を激しく揺ゆさぶられて目を開けた。

　ぱたぱたとレースカーテンが風に揺れていた。ぼやける視界に気づいて両手で目をこすり、ゆっくりと体を起こす。呼吸が荒あらい。全身びっしょりと汗をかいていた。

　夢を見ていたらしい。

「……シャワー、浴びないと」

　額に張り付く髪かみをかき上げ、着き替がえを手に脱だつ衣い所に向かった。気持ちが乱れて考えがまとまらない。パジャマを脱ぬいで浴室に移り、シャワーコックをひねって冷たい水を全身に浴びた。

　項うな垂だれた彩音はずきずきと痛む肩かたに指を這わせ視線を落とす。

　指先が触れたのは赤の印。夢の中で見た、旭が桜子に贈おくったものだ。それは獣が両りよう翼よくを広げる雄お々おしくも独特の形で、一見すると紋もん章しようのようだった。

　彩音は崩くずれるように座り込み、背を打つ水すい滴てきから体を守るように両手で肩を抱だきしめた。

「旭は、桜子を殺してなんていない」

　心臓がもたなかったのだ。手術を受けるまでもなく命を落とした桜子は、旭に会うことさえできずに一人ひっそりと息を引き取った。それなのに旭は桜子を殺したという。月影も末雪も、同じように旭が桜子を殺したと思い込んでいる。

　ふと脳のう裏りに浮かんだのは、旭と月影の笑えみだった。遠い昔、旭が桜子に興味を持っていると知って様子を見に来た月影。きれいな銀糸の髪を見て、月の光みたいだと褒ほめたら旭のように名をよこせと要求してきた。おかしな暴君にこころよく応じていたら、東洋の珍めずらしいものを見つけたと、祖国を恋こいしがる桜子に春しゆん画がを持ってきた。真っ赤になって激げき怒どする桜子を見て、喜ぶと思っていたらしい月影はひどく驚おどろいていた。

　そうして奇妙な生活がはじまった。

　旭は桜子を楽しませようとさまざまな景色を見せ、月影は桜子が喜びそうな贈り物を届け、末雪はそんな生活を楽しみはじめた桜子を見て不安を口にした。

　その生活が、ずっと続けばいいと思っていた。

　だが、そうはならなかった。

　ぎゅっと背を丸めると、脱衣所のドアが幾いく度どか叩たたかれた。

「彩音？　起きたの？　もう大だい丈じよう夫ぶ？　お昼ごはん食べられそう？」

「う、うん。大丈夫。すぐ出るから！」

　房子の声にうなずいて、彩音は深く息を吐はき出し唇くちびるを嚙かんだ。
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（旭は長い時間をかけて〝桜子〟を捜さがしてくれた）

　そして、なにも知らない彩音を以前と同じように愛してくれた。見つめてくる眼まな差ざしの意味を今になってようやく理解する。

（ここで私が〝桜子〟だって知ったら……）

　旭はきっと喜んでくれるだろう。その姿は容易に想像がつく。この先、彼が〝桜子〟に囚とらわれるであろうことも。

　彼は彩音を隷属にすることもなく、人として短い生しよう涯がいを閉じるであろう娘をそばに置いて愛し続けるだろう。そして、いつかその命が途と切ぎれたら、また〝桜子〟の生まれ変わりを捜すに違いない。

　幾度も幾度も繰くり返し、永遠とも思えるその命が尽つきるまで。

　そんなこと、旭の幸せであるはずがない。

（気づかれちゃだめだ。転生なんてない。一度死んだら終わり。だから……だから旭は、自由にならなくちゃ）

　きつくきつく己を抱きしめ、彩音は大きく息を吸い込むとシャワーを止めた。

　体を拭ふいて服を着替え、台所に向かう。ふと辺りを見回した彩音に房子は小さく微笑んだ。

「旭くんは学校よ。彩音の看病したがってたけど追い出しちゃった。がっかりした？」

「がっかりしてない！　わ、私をだしに学校サボっちゃだめだし！」

「あらあらー。なんだかちょっと寂さびしそうな顔をしたみたいに見えたけど……彩音？　どうしたの？　体が冷え切ってるわ」

　肩を摑つかまれ、彩音は狼狽うろたえた。

「汗かいちゃったの。だからさっぱりしたくて」

「そういうときにはぬるま湯じゃないとだめよ。困った子ねえ」

　肩にかけてあったタオルで髪をごしごしとこすられて彩音は身をすくめた。

「ねえ、彩音。もしかして、あの事件のことでなにか気にしてたりする？」

「あの事件？」

「ペットの虐ぎやく待たい。学校で飼ってた犬も被ひ害がいに遭あったんでしょう？」

　房子の言葉にびくんと体が揺れた。今まで平へい穏おんだった町に突とつ如じよとして起こった血なまぐさい事件──どうしても、どこかで関連性を探してしまう。

　桜子と関かかわりのある吸血鬼、彼らと事件の関連性を。

　しかし、そのことを房子に知られて巻き込まれることだけは避さけたい。彩音は作り笑いで首を横にふった。

「ち、違うよ。友だちが大変そうだけど……そ、そうだ！　私に許いい嫁なずけっている？」

「許嫁って……いないわよ、そんなの」

「本当？　おじいちゃんが勝手に約束しちゃったとか」

「えー、まさか」

　言いながらも彩音の真しん剣けんな表情に不安を覚えたのかそろりと電話に近づいた。彩音は受話器を取ってプッシュボタンを押す房子を見守った。

「……あ、もしもし、お母さん？　そっちどう？　ごはんちゃんと食べてる？」

　房子が軽く世間話をしてから続きのように彩音の許嫁についても尋たずねた。どうやら返答は「いない」だったらしい。

「そうよねえ。お父さんも知らないのよね？　……うん、わかってる。ごめん、ごめん。それじゃ、また連れん絡らくするから」

　受話器を戻もどして房子は彩音に向き直った。

「知らないって。許嫁なんて今ごろ時代錯さく誤ごよ」

「そ……だよね」

　記き憶おくにまだ不ふ明めい瞭りようなところが多く、彩音は曖あい昧まいに微笑んでうつむいた。

（だったら末雪くんが言ったのはやっぱり前世でのこと？　末雪くんが、桜子の婚こん約やく者？）

　下働きと言っていたが末雪の家もただの労働者というわけではないだろう。海外に行けるだけのつてと財力を持った家系と、その家に婿むこ入いりできる立場の少年──過去に繫つながる情報に彩音が押し黙だまる。

　羽音が聞こえたのはそのときだ。

　反射的に窓の外を見たが、灰色の鳥の姿は見当たらない。

（……記憶が戻ったのって、月影の暗示のせいかな）

　あれから記憶がごちゃごちゃと入り乱れている。肩の痛みもあの日を境に起こっていた。望んだこととはいえ、思い出さなかったほうがよかったのかもしれない。

「彩音、ごはん食べちゃいなさい」

　房子に言われて席に着く。夜と比べればだいぶ質素だが、彩音がいることで多少は豪ごう華かになっているらしい。不安そうな房子の顔を見て、彩音は慌あわてて笑みを浮うかべた。

「おいしそう！」

　大げさにはしゃぐと房子も緊きん張ちようをといた。家族が食べることで房子は安心を得ているらしい。なるほど、旭を気に入るわけだ。ちょっと納なつ得とくした。

　手を合わせて野菜スープを一口飲む。いつもより味付けが優やさしい。彩音の体を気き遣づかってのことだろう。思わず口元がゆるんだ。スープパスタもキャベツとベーコンであっさりと味付けられ、卵がゆも用意されていた。温野菜サラダに焼きプリンのデザートまである。

「お昼から贅ぜい沢たく……っ」

「たまにはねー」

　うふふっと房子が笑う。

「旭がいたら喜びそう」

「体調がよくなったら、夕飯は彩音も手伝ってくれる？　旭くん、喜ぶわよー」

「そ、そうかな。……って、別に旭のことは関係ないから！　全然！　関係ないから！」

　彩音が真っ赤になって否定すると房子は意味深にうなずいて離はなれていった。

　旭に会える、そう思うと胸が高鳴り、彩音は慌てた。こんなふうに喜んでしまったら、旭に気づかれてしまうかもしれない。

（距きよ離りを取らなきゃ。旭とは他人。ただの知り合い！）

　ぎゅっと目を閉じるとはじめて出会ったときのことを思い出した。きれいで寂さびしげな眼差しに一いつ瞬しゆんで虜とりこになって、桜子は何度も家を抜ぬけ出して旭に会いに行った。はじめは変な娘だと呆あきれて追い払はらった彼は、そのうち桜子のいる生活に慣れていった。

　旭が吸血鬼だなんて知らなかった。そんな生き物がいること自体、知らなかったのだ。

　彼は桜子に冷たく接してはいたが、血をほしがったりはしなかったから。

（だ、だめだ！　いろいろ思い出してだめだ……!!）

　スープをぐりぐりかき混ぜながら、彩音は耳まで赤くなった。はじめて手を繫いだこと。はじめて肩かたを抱だかれたこと。キスをして抱きしめあって、ゆっくりと二人の距離は近づいていった。

　会えない日は一日が長くて、会えば次はいつまた会えるかを考えた。自分のことをいっぱい好きになってほしくて、言葉だって覚えた。つたない言葉でつむがれる思いを笑っていた彼も、いつしか熱心に耳を傾かたむけてくれるようになった。

　彼の正体を知ったのは、桜子が自分の体の話をしたときだった。

　信じられないような話だった。それでも、彼が噓うそをつくとは思えなかった。

（結局、桜子は旭から血印を受けながらも隷属にはならなかった）

　人と吸血鬼、互たがいの存在を受け入れてともに生きていく道を選んだ。それなのに──。

「あら、お客様だわ」

　呼び鈴りんが鳴る。彩音がスープを見つめていると、房子は玄げん関かんに歩いて行った。房子の声が遠くで聞こえた。

「ええもちろん。ぜひ上がっていらして」

　房子の声が嬉うれしそうに弾はずむ。どうやら知り合いらしい。珍めずらしいとは思ったが、彩音は視線をあげることもなくじっとしていた。

　再び羽音が聞こえ、窓を見る。灰色のオカメインコが手すりに留まって部屋の中を覗のぞき込んでいた。

「……ぴーちゃん……？」

　なぜここに、そう思った直後、背後でフローリングが低く音をたてた。彩音がゆっくりと振ふり返る。

「彩音のお友だちが来てくれるなんて嬉しいわ！　なかなか連れてきてくれないから心配してたのよ。あら？　学校は？」

「僕は図書室登校なんです」

　優しげな声に彩音はこくりと唾つばを飲み込む。

「やあ、彩音。……ああ、桜子って呼ぶべきかな？」

　──吸血鬼は招かれないと家には入れない。

　それはつまり、招かれてしまえば容易に入れるということ。

「月影……!?」

　真しん紅くの瞳ひとみで冷れい酷こくに微笑ほほえむ月影を前に、彩音の意識が急速に薄うすれていった。
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「旦だん那な！　旦那、奥方どうした？　休みなの？」

　彩音のそばにいたら〝旦那〟と呼ばれることが多くなった。同居が知れ渡わたって下世話な噂うわさをする人間もいるが、旭にとっては可愛かわいいものだったので聞き流すことに決めている。

　むしろこれはこれで悪くない、とも思ってしまう。

「まさか彩音もなにかあったの？」

　そろりと近づいてきたのは水穂と夕だった。

「なーんか、学校の犬どころか近所の犬も被害に遭ってるって話で、ウチも怖こわくて家の中でかくまってるんだよね」

「……か、か、可愛がってたのに！　ケンケンとシュレッダー！　メリーさんは一命取り留めたけど、大おお怪け我がで動物病院に入院中なの……!!」

　声をひそめる水穂と半泣きの夕。

「ほらほら、泣かない。東大寺に慰なぐさめてもらってくる？」

「に、西くんー!!」

　教室を飛び出した夕を見送っていると「で？」と水穂が小声で訊きいてきた。

「彩音は大丈夫だ。……ちょっと体調を崩くずしているだけで……」

「本当に？　あたしら昨日大変でさ。なんか、途と中ちゆうまでマジで犯人扱あつかいされてたみたい。おさんぽ部には体験入部しただけなのに、誰だれが犬を嚙かみ殺すんだっての。食べちゃいたいとか言ったりするけど、本当に嚙みつくわけないよね。やめてほしいわ」

「目もく撃げき者は？」

「なし。唾だ液えきが付着してるからそっちから調べるって。そんな変質者の犯行、あたしらに言われてもって感じなんだけど……なんか、知ってる状じよう況きようで気分悪い」

「どういう意味だ？」

「これ、内ない緒しよね？　犬の中には胸に杭くいが打たれて、首を斬きられたのもいたんだって。警察じゃ儀ぎ式しきって線でも調べてるみたいだけど……」

　その説明だけで、水穂の言いたいことは理解できた。

　心臓に杭を打ち首を落とす──それは、不死の一族である吸血鬼を退治する方法だ。

　あるいは。

「なにかのメッセージか？」

「ああ、警告って線もあるのかあ。……どっちにしろ、ひどいよね」

　水穂が口をつぐむ。会話が途と切ぎれ、奇き妙みような空気が二人のあいだを埋うめた。

　こんなときに彩音がいてくれれば──そんなことを、ふと思った。もう昼を過ぎている。彼女は食事をすませ、ベッドに潜もぐり込んでいるだろう。今ごろ浅い眠ねむりにまどろんでいるかもしれない。それとも暇ひまをもてあましているか。ふて腐くされたような顔が思い浮かんで小さく笑った。彩音に桜子の面おも影かげを求めていた旭は、いつしか今の彩音に心を奪うばわれている自分に気づく。ころころ動く表情と、上うわ目め遣づかいが可愛らしくて堪たまらない。最近、信しん頼らいしてくれているのが伝わってきて、それもまた嬉しい変化だった。

「──あ、いやらしい。人が深刻な話してるのに思い出し笑いなんてして。どうせ彩音のこと考えてるんでしょ。……って図星なの？　ったくもー、……彩音は大丈夫？」

　素す直なおに驚おどろく旭に苦く笑しようし、水穂は改まって質問してきた。月影のことを言っているのだと気づき、旭は妙みような胸むな騒さわぎを覚えながらもうなずいた。

「吸血鬼は招かれないと家には入れない。それに、あのマンションは部外者がエントランスに入るのも苦労するくらいだ。問題ない」

「そっか」

　水穂が胸むねを撫なで下ろすと末雪がゆったりとした足取りで近づいてきた。彩音の話では、この男も桜子を知っているらしい。それどころか旭の知らない幼い頃ころの桜子を知っているという。会うときはいつも彼女が押しかけてきたから、彼女が海を渡った経けい緯いはわかっていても周りにいる人間の詳しよう細さいなど聞きもしなかった。

　──よくよく考えれば、旭にとって末雪は恋こい人びとのそばにいる異性だ。聞けば嫌いやな気分になっていたに違ちがいない。桜子が気を遣つかって黙だまっていてくれた可能性がある。

「……もしかして、俺はそんなに頼たよりなかったのか？」

　執しゆう着ちやく心しんは人一倍という自覚はある。嫉しつ妬と深ぶかいかと訊かれるとそれはよくわからないが、恋人が異性の話を楽しそうにしていたら腹が立っていたのは間ま違ちがいない。

　末雪は、挑ちよう発はつするように渋じゆう面めんで見つめる旭の前に立った。彩音のそばでちょろちょろ歩き回る目め障ざわりな男──正体が見えてくると、前以上に気に入らなくなる。

「なんの用だ？」

「……菱川さんが休んだのは……」

「体調不良だ。お前のせいじゃない」

　末雪を気き遣づかったのではない。こんな男に彩音が振り回されていると思われるのが癪しやくだったからあえてそう言ってやったのだ。子どもっぽいと思ったが、旭はそっぽを向く。

「なに？　彩音に末雪の様子見に行ってもらったの、まずかった？」

　水穂が青くなっておろおろしはじめた。

「違いますよ」

「当たり前だ。こんな男のせいであるわけがない」

「──なんですか、その言い方は」

「噓うそは言ってないぞ」

「ちょ……!?　なんで急に喧けん嘩か腰ごしになるの！　彩音が休んでるときくらい仲良くしなって」

　水穂が睨にらみ合う旭と末雪のあいだに割って入った。

「だいたい俺ははじめからこいつのことが気に入らなかったんだ。いちいち彩音に絡からんできて」

「嫌がる菱川さんに絡んでいたのはあなたのほうでしょう。逃にげ回られていたのは忘れたんですか、鳥頭ですか」

「なんだと？」

「耳まで悪いなら、理解するまで何度でも言って差し上げますよ」

「だから！　なんで彩音がいないとそうなるの！」

　火花を散らす男二人に水穂が慌あわて、級ギヤ友ラたリちーはやんやとはやし立てる。登校したこと自体間違っていた。こんなことなら彩音のそばにいて、彼女の手足のように動いていたほうがよっぽど有意義だっただろう。今からでもマンションに帰りたくなってくる。

「──言っておくが、過去がどうだろうと彩音は俺の恋人だ」

「彼女はあなたのことを知らない。何度言ったら理解するんですか？　記き憶おく力に問題が？」

　痛いところを突つかれて旭は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。彩音が桜子であるのは間違いない。血印がなかろうが記憶を失っていようが、魂たましいの形が同じなのだ。性格は違うし不可解な行動を取ったりもするが、どうしようもなく惹ひかれてしまうのだから仕方がない。

「俺のことなんて知らなくてもいい」

「だったら別人でも……」

「それでも、あの女じゃないとだめだ。わかったんだ。俺の気持ちを揺ゆさぶるのはあの女だけだと。だから、誰にも渡さない」

　教室内が静まりかえる。男子の視線は盛大に泳ぎ、女子は照れたように互たがいに目配せし合っていた。明日あした彩音が登校したらまた騒さわぎになるだろう。彼女はきっと真っ赤になって、たくさんの言葉を胸に抱いだいて必死で抗こう議ぎするに違いない。後こう悔かいしたものの、今さら言葉を取り下げるわけにもいかずにあきらめた。

　旭はまっすぐ末雪を見た。

　苛いら立だちのにじむ末雪の双そう眸ぼうが赤く血走っている。吐はき出す息が独特の血なまぐささをまとっていることに気づき、旭は眉まゆをひそめた。

　吸血鬼の気配はしないが、桜子を追っているなら無関係な一いつ般ぱん人ということはないだろう。

　無言で睨みつけると、悪お寒かんが首筋をぞろりと撫で上げていった。

　旭はとっさに首を押さえて辺りを見回す。

「なんだ……？」

　室内にゆっくりとざわめきが戻もどり、旭は瞬またたく間に級友たちに取り囲まれた。

　奇妙な感覚は、消えることがなかった。







　ＨホームＲルームが終わると旭は教室を飛び出した。

　房子に言われたので最後まで授業を受けたが、もうとっくに我が慢まんの限界だった。家に帰って彩音の顔を見て、そして一秒でも早く胸の奥を占しめる不安を払ふつ拭しよくしたかった。

　旭が動くときは彩音が絡んでいるとき──一目散に帰っていく姿は忠犬そのものだっただろう。教室のどよめきがそれを物語っていた。しかし瑣さ末まつなことなので完全無視である。

　誰よりも早く昇しよう降こう口に向かい、誰よりも早く校門をくぐり抜ぬけた。

　公園の前を通り過ぎ、道行く人々が振ふり返るのも気にせずマンションへと戻る。エントランス前のドアをもどかしく開け、エレベーターホールへ駆かけ込んで昇降ボタンを連打した。部屋までもう少しだというのに気持ちだけが急せいている。開いたドアに飛び乗り六階で降りる。カードキーで部屋に入ると息が切れていた。

「あら、旭くん？　お帰りなさい、早かったのね」

　台所からひょこりと顔を出して房子が笑った。部屋に荒あらされた痕こん跡せきはない。彩音の靴くつも玄げん関かんに置かれたまま──どうやら取り越こし苦労だったらしい。

「彩音のことが、心配で」

　大きく息をつき言い訳もできずに素直に返す。房子がくすくすと笑った。

「その様子なら、ちゃんと授業は受けてきたのね。彩音は部屋で休んでるから、おやつ持っていってあげてちょうだい。食べられるといいんだけど」

　房子はそう言って台所に引っ込んだ。旭は呼吸を整えながら靴を脱ぬぎ「ただいま」と声をかけつつスリッパをはいた。「ただいま」「お帰り」のあいさつは、桜子に教えてもらった。まさかこうしてまた使える日が来るとは思わなかったから、声にするたびにくすぐったいような幸せを嚙かみしめてしまう。

　旭は一人浮うかれる自分に気づき、空から咳せきとともに台所を覗のぞき込んだ。

　テーブルには料理が並べてあった。夕食の支し度たくではない。昼食の残り──否いな、ほとんど手をつけていない状じよう況きようで並べてある。几き帳ちよう面めんとも思えるくらいきっちりテーブルを整える普ふ段だんの房子を考えれば、それはあまりに不自然な光景だった。

　どくんっと鼓こ動どうが大きく跳はねた。

　旭は玄関を振り返る。彩音の靴はある。彼女は部屋で寝ねているはずだ。房子がたった今そう言った。彼女が噓をつくメリットはないのだから間違いない。

　ぎこちなく首をねじって彩音の部屋のドアを見た。

　嫌な予感がした。

　学校から少しずつ蓄ちく積せきしていった不安が、今この瞬しゆん間かん、体を小刻みに震ふるわせるほどの動どう揺ようとなって旭に襲おそいかかってきた。考えすぎだと自分に言い聞かせながら彩音の部屋をノックした。返事はない。手にじわりと汗あせをかく。

「彩音？　寝てるのか？」

　問いは願望だった。旭はドアノブをゆっくりと回し、ドアを押し開けた。視線はベッドに釘くぎ付づけになる。まるでついさっきまでそこに彼女が横たわっていたかのように乱れたベッド、大きく開いた窓から乾かわいた風が吹ふき込んでカーテンを小刻みに揺らした。

「……彩音……？」

　彼女の姿はどこにもなかった。争った形けい跡せきもない。お気に入りの雑誌はテーブルの上に広げっぱなし、ぱっと見た感じはちょっと出かけているだけのようなさりげなさだった。だが、彼女の靴は玄関に置かれたままだった。

　ばくばくと鼓動が乱れた。

　房子がなにか知っているかもしれない、そう思った旭は、すぐにその薄うすっぺらな期待から目をそむけた。なにか知っているなら、まずはじめに旭に教えてくれるだろう。なにより、彩音が部屋にいるだなんて下手へたな噓をついたりしない。

　房子は今、自分の意思だと思いながら自分以外の人間が考えた言葉を口にしている。

　誰だれにでも簡単にできるような芸当ではない。

「月影か……!!」

　どういう方法を使ったのか、あの男が家に入り込んで彩音を連れ去ったのだ。状況を理解すると足あし下もとからなにかが崩くずれていくような気がした。

　性格的に、彩音を攫さらって満足するような男ではない。

　桜子を殺したときから決定的に反目するようになった月影は、旭を屠ほふろうと誰より熱心に襲ってきた。今までずっと逃げ回ってきた旭が、桜子の生まれ変わりを見つけ一ヶ所にとどまり続けた。そのことで月影は、むやみに襲いかかってくる直情的な戦法から変えてきた。

　真綿で首を絞しめ上げられているような感覚に、旭はぐっと拳こぶしを握にぎった。

　なにか彼女に繫つながるものを見つけなければならない。

　焦あせりが大きくなる。

　そのとき、窓の外から羽音が聞こえてきた。

　旭は弾はじかれたように振り返る。手すりに留まった真しん紅くの瞳ひとみの鳥が、灰色の翼つばさをゆっくりとたたんだ。
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　彩音は赤い祭さい壇だんで目を覚ました。

　手足が鉛なまりのように重く、起き上がることさえできなかった。

「な、なに、これ……私の体、どうなったの……!?」

　縛しばられているわけではない。それなのにぴくりとも動かないのだ。

　彩音は視線を動かした。右みぎ隣どなりには赤い十じゆう字じ架かに磔はりつけにされたキリスト像がそそり立っていた。頭上にあるステンドグラスの丸窓から薄ぼんやりと光がさす。逆を見ると、折り重なるように置かれた長なが椅い子すと長テーブルが血の海に沈しずんでいた。

「……っ……!?」

　びくんと体が揺れる。目を瞬いた彩音は、血のように見えたのが夕ゆう闇やみだと気づいてほっと息を吐き出した。高窓の外が真っ赤だった。

（どこだろう、ここ。教会……？）

　そもそもどうしてこんな場所にいるのか。

（そうだ。家に月影が来て……いきなり目の前が真っ黒になって……）

　話をする間もなかった。意識が途と切ぎれ、目を開けるとここにいた。古い教会。もう誰も通っていないだろうことは、壊こわれて放置された備品からも知れる。

　彩音は体を起こそうと神経を集中する。しかし、やはりぴくりとも動かない。指を一本ずつ動かそうとし、かろうじて小指だけが思い通りにいった。

　さあっと血の気が引いた。ここに彩音を運んだのは月影に間ま違ちがいない。早く逃にげないと旭が巻き込まれることになるだろう。

　真紅に染まっていた視界が刻々と黒く塗ぬりつぶされていく。彩音は焦り、懸けん命めいに神経を集中した。そして、教会が闇やみに沈むころなんとか手首まで動かせるようになった。

　彩音がほっと安あん堵どした直後、ドアが低く軋きしみをあげた。

「起きたのか、桜子」

　ゆったりとした足取りで近づいてきたのは月影だった。独特の光こう沢たくを放つ白銀の髪かみは月の光にキラキラと輝かがやき、細められた瞳は血のように赤い。誰もが見とれるであろう蠱こ惑わく的な微笑ほほえみを浮かべたその姿は、彼本来の、吸きゆう血けつ鬼きの姿だった。

　一歩近づくほどに冷気が増していくような気がして全身が緊きん張ちようにこわばった。

（月影……桜子を、旭とは違ちがう形で愛してくれた吸血鬼）

　ゆるりと記き憶おくが呼び覚まされる。彼の父には恋こい人びとがいて、そのあいだには息子むすこが一人いた。彼の父は恋人と無理やり別れさせられ、別の女性と愛のない結けつ婚こんをした。そして生まれたのが彼──月影だった。家は裕ゆう福ふくだったが家庭は冷え切っていた。父が愛したのは別れた恋人であり、その恋人とのあいだに生まれた息子だった。

　だから彼は、愛されて育った兄が嫌きらいだった。

　だから彼は、心から愛する相手を見つけ幸せに暮らす兄をなにより憎ぞう悪おした。

「つ、月影。月影、聞いて」

　足音に乱れはない。彼は捕ほ食しよく者の眼まな差ざしでまっすぐ彩音に向かって歩いてくる。

「桜子は心臓病で死んだの。旭は関係ないの」

「なぜあの男を庇かばうんだ？」

「庇ってないよ。本当のこと。桜子は旭に殺されたわけじゃない」

　彩音が訴うつたえると月影が表情を消した。床ゆかにあいた穴をひらりと飛び越こえた直後、月影の顔に暗い陰かげが落ちた。

「だったら僕が見た光景はなんだったんだ？　血まみれの旭とバラバラに引き裂さかれた君の姿──愛していたって？　血印を贈おくったって？　そんな相手をあんなむごい殺し方ができるあの男は一体なんなんだ？　吸血鬼にだって愛情はある。それは人間が感じるものとは違うが、あの男が君に抱いだいているのはただの執しゆう着ちやくだ」

　互たがいの記憶が嚙み合わない。必死で激情を押し殺す月影に彩音は当とう惑わくする。彼もまた、噓うそを言っているようには見えなかった。

「でも、桜子は本当に心臓が悪くて……」

「旭本人が認めたんだ。桜子を殺したのは自分だって。そして、逃げ出した」

　くっと月影が笑う。

「こんな島国に来て頂点に立ち、なにを遊んでるのかと思った。……ただ逃げ回っているとばかり思っていた。まさか君を捜さがしていたなんて」

「ち……違う。私と桜子は、別人。な、なんの、関かかわりもない」

「──今さらどうしてそんな噓をつくの？　それは僕を……遠ざけるため……？」

　祭壇の前に立った月影は愕がく然ぜんと目を見開く彩音を見おろし、頰ほおにそっと触ふれた。ひやりと冷たい指先がゆっくり移動し彩音の顎あごを軽く持ち上げる。

　吸血鬼としての彼らに体温はない。その心も人のものとは違う。

　それでも。

「私は、桜子じゃない。旭は、桜子を殺してなんていない。だから、月影……」

「君もしつこいなあ。まだそんなことを言うの？」

　指先が、顎から喉のどをつたい、首筋を柔やわらかくおりていく。

「本人が殺したって言って、僕もその現場を見た。これ以上、どう言い訳ができるんだ？　それに、あの男を庇うだけの価値があるの？　それとも……」

　指先が襟えりに触れる。

「まだあの男を愛している？」

「あ……っ」

　ボタンが弾はじけ、肩かた口ぐちがあらわになる。月影は赤く染まった瞳を細め、彩音のむき出しの肌はだに指を這はわせた。

「血印だ」

　ささやく声に血の香かおりが混じる。月影の指が幾いく度ども血印をなぞってその形を確かめる。

　必死で身をよじろうとした彩音に月影は冷れい酷こくに微笑んだ。

「僕の暗示、効果あったんだ？　まあ、あれで思い出さなきゃ君は別人ってことで終わってたんだろうけど……ふふふ。逃げようとしても無む駄だだよ。君には強めの暗示をかけることにしたから。もう君は僕に逆らえない」

　ささやく月影の顔はどこか辛つらそうだった。それでも、彼は彩音を自由にしようとは思わないらしい。見つめる眼差しに切せつ迫ぱくした色が混じる。

　彩音は口を開き、すぐに閉じた。月影の服に点々と赤い跡あとが散っていた。血の跡だ。細かい飛ひ沫まつは全身をおおっていた。彼は血を浴びるようなことをしてきたのだ。

「僕はあの男を許さない。……こんなところまで追ってきてまた君を束そく縛ばくして──思い通りにならなければ、また君を殺すだろう。何度も、何度も、繰くり返し」

　そんなはずはない。そう思っているのに否定する前に月影は体をかがめ、なにかを摑つかんで体を起こした。

　月影が手にしたのは闇に染まったドレスだった。

　彼はドレスを大きく広げ、彩音の体をそっと包む。

「着き替がえさせてあげようか」

　声が優やさしい。それが逆に恐おそろしく、彩音は懇こん願がんの眼差しで月影を見上げた。すると彼は少しだけ意外そうな顔をした。

「君のためにドレスを作ったんだ。純白のウエディングドレス。旭なんてやめて僕にすればいい。血印も僕があげる」

　声が甘さを含ふくみ、細められた瞳が狂気と執着に揺れた。

「──だから君は、僕の隷れい属ぞくになれ」
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「町外れの廃はい工場。そこで一対一の戦いに勝てば、あの小こ娘むすめを返してあげてもいいわヨ」

　マンションの手すりに留まった灰色のオカメインコは、旭を見てそう告げた。

　そして、正確な場所も言わずに飛び立った。

　追っても適当に飛んでまかれることなど予想がついた。追うだけむだだ。焦あせる気持ちを堪こらえながら旭は房子に廃工場の場所を訊きいた。しかしやはり適当すぎて住所を絞しぼることはできなかった。末雪なら知っているかと思ったがアパートはもぬけのからで、旭は捕つかまえたタクシーに飛び乗ってあやふやな場所だけを告げた。

「ちょっと待ってくださいね」

　戸と惑まどったようにそう言った初老の運転手は、無線で仲間に連れん絡らくを取って、いくつかそれらしい建物を挙げてくれた。そして呆あつ気けにとられる旭に軽く笑ってみせた。

「建物の形しか覚えてないって人も、たまにいるんですよ」

　ハンドルを握にぎった運転手は一番近い場所から順に回ってくれた。

　一軒けん目は誰だれもいなかった。二軒目も無人だった。三軒目、四軒目も指定された場所ではなかったのか廃工場に月影はいなかった。

「待ち合わせされてるんですよね？　不景気で倒とう産さんしちゃった工場って意外と多いんですよねえ。次の会社が入ったところもあるし」

　駐ちゆう車しや場に車を停とめて、運転手はナビを操作しながら困ったようにうなり声をあげた。

「町中なら他ほかにもあるんですが」

「町外れだ。そういう指定なんだ」

「でも、お客さんがタクシー乗ってもう一時間近くたってますよ。このまま捜さがしても相手の人が待ってるかどうか……」

「待ってる。──必ず」

　吸きゆう血けつ鬼きには永遠とも言えるほどの時間があり、今さらあの男が時間を惜おしむとは思えなかった。それどころか、一秒一秒すぎていく時間に旭が焦しよう燥そうを募つのらせているのを考え悦えつに入っていることだろう。

（彩音、無事なのか？）

　月影が彩音に危害を加えるとは思えない。だが同時に、なにもせずにただ見ているだけとも思えなかった。

　嫌いやな予感がする。旭は奥歯を嚙かみしめた。

「……そこまで思われるなんて、幸せな人ですねえ。よし、とりあえず次に行きますか！」

　勇気づけるようにそう言ってタクシーが発進したとき、新たな無線が入った。

　伝えられた廃工場は民家からずいぶん離はなれた場所──二十年も前に廃業した会社のものだった。







　タクシーを降りた旭は奇き妙みような確信に息を吞のんだ。

　民家から離れた場所に立つ古びた建物──旭は錆さびたドアに手を触れてからタクシーを振ふり返る。辺りはもう暗い。森が町の光をすべて遮さえぎり、月明かりだけが降りそそいでいた。

　風が吹ふくたび、木々がざわめくように揺ゆれる。

「お、お客さん、ここですか？　中、真っ暗みたいですけど」

「……ああ、ここだ。助かった。料金、それで足りるか？」

　旭が声をかけると運転手はきょとんと辺りを見回し、リアシートに紙し幣へいが置かれているのを見て目を瞬またたいた。

「足りますよ！　おつり、おつり。あれ？　でも帰りは……」

「帰りはいい」

　そんなことを考こう慮りよして巻き込まれたら寝ね覚ざめが悪い。旭がきっぱり言うと、運転手は当とう惑わくしたように頭をかいた。

「戻もどってくれ」

　旭がドアに向き直って告げると、運転手は何度か旭とリアシートを見比べ、ぺこりと頭を下げてから車に乗り込んだ。タクシーがＵターンし、運転手はもう一度頭を下げてからタクシーを走らせた。ヘッドライトが林間に消えるのを確かく認にんし、鉄のドアにかけた手に力を込める。

　そのとき、血臭が風に乗ってただよってきた。

　ざわりと総毛立つ。

　工場の中には大量の機材が放置され、そこに血臭のもとになっているものが交じっていた。

「……なんだ、これは……？」

　工場の中におびただしいまでの犬の死し骸がいが転がされていた。思わず片手で口をおおい、眉まゆをひそめる。飢うえていれば強きよう烈れつな芳ほう香こうのように感じる場合もあるだろうが、今の旭には不快でしかなかった。

「彩音？　どこだ、彩音？」

　呼びかけて辺りを見回す。月影の気配がないことに安あん堵どしたが、彩音の姿も見当たらない。

　建物の中央に来たとき、奥でなにかが動いた。ほっと息をついた旭は、直後に足を止める。機材の陰かげから人が出てきた。だがそれは彩音ではなかった。

「どうしてお前が……？」

　困こん惑わくして問いかけると、背中を丸め顔面を両手でおおうようにして立っていた男が、ゆっくり両手をはずし顔を上げた。

　眼鏡の奥の瞳ひとみは赤く血走り、口の端はしから鋭するどい牙きばが覗のぞく。

「答えろ、末雪。どうしてお前がここにいるんだ？」

「──あら、驚おどろかないのネ。面おも白しろくないワ」

　からかうような声に旭は顔を歪ゆがめた。派手な羽音とともに割れた窓ガラスに留まっていた灰色のオカメインコがひらりと滑かつ空くうし、機材の一つに降り立った。

「……驚く？　そうだな。まさか、こいつがここにいるとは思わなかった」

　だが、巻き込まれたのだろうと予想はついた。どうやって呼び出されたかはわからないが、旭より先に廃工場にたどり着いたのは、彼がこの町に詳くわしかったからだろう。

　しかし、黒羽は「違ちがうわヨ」と否定した。

「この男が吸血鬼だってこト。わざわざ隠かくさなくても気づかないくらい弱いのニ」

　吸血鬼であることは、日曜日に末雪のアパートに行ったときに気づいた。思い出すだけでもムカムカするが、末雪が彩音を押し倒たおしていたときの様子から予測できたのだ。彩音の話で、どうやら桜子と関かかわりのある者であるということも知っている。

　けれど、旭が今知りたいのはそのことではない。

「彩音はどこだ？」

　なんのつもりで末雪をここに呼び出したのか、警けい戒かいしながらも旭は黒羽に鋭く視線を投げる。捕まえて吐はかせるのが手っ取り早いが、相手の機動力を考えると少し遠い。

「せっかちな男は嫌きらわれるわヨ」

「……末雪、どうしてここにいる？　まさか月影の隷しもべになったわけじゃないだろうな？」

　黒羽を無視して末雪に尋たずねると、彼は不自然なほど激しく肩かたを上下に揺すっていた。荒あら々あらしい息の合間になにかつぶやくが、声が言葉になっていない。飢き餓が状態──それも、理性を保てないほど極限の状態だ。

「頼たのまれたってこんな低てい俗ぞくな吸血鬼いらないわヨ。まあ、よくもったほうよネ。〝親〟のいない隷れい属ぞくのくせニ」

「〝親〟がいない？」

「吸血鬼になってすぐ斃たおしたみたいヨ。ずいぶん前に〝親〟が死んでるノ。でも、〝親〟の心臓は食べなかったみたいネ」

「──なぜ？」

　隷属が〝親〟を斃す場合は限られている。〝親〟からの支配を逃のがれるためか、新たな力を得るためだ。せっかく斃したのに、その地位を乗っ取らないのはリスクを冒おかした意味がない。

「知らないわヨ。馬ば鹿かなんじゃないノ？」

「僕、は、吸血鬼なんかじゃない」

　ざらついた声が聞こえ、旭は末雪に視線を戻す。苦しげな息、激しく揺れる体。極限の飢餓に神経はとうに焼き切れているだろうに、それでもなお理性を保つことのできる精神力──まるで、悪夢だ。

　体に爪つめを食い込ませ、獣けもののような声を発する末雪が痛ましい。

「それ以上姿が変わらないってことは、本当に下位の吸血鬼なのネ。月影はきれいな白銀の髪かみになるのヨ！」

「……月影はどこだ？　ここにはいないのか？」

「だから、せっかちな男は嫌われるって言ってるじゃないノ」

　黒羽は旭を見てぷりぷりと怒おこる。しかし、こんなところで時間稼かせぎをされてはたまらない。旭は末雪から視線をはずし、辺りを見回すと武器になりそうなものを探した。

　危険を察知したのか、黒羽が高い機材の上に移動した。

「月影はすごいのヨ！　キャンプファイヤーの夜に、一人だけ反応が普ふ通つうすぎるって、この男に目をつけたノ。まさか吸血鬼だなんて思わなかったワ！」

　ばさばさと羽を激しく上下させ、黒羽は驚きを全身で表現する。

「せっかく月影が利用してあげようとしてたのに、人間の血には反応しなかったのヨ。まさか獣の血に反応するなんて笑っちゃうワ！」

「……動物虐ぎやく待たいはお前たちの仕し業わざか？」

　水穂や夕の顔を思い出し、旭は不快をあらわにした。けれど、黒羽は得意げに機材の上を歩き回る。

「あら、月影だけの責任じゃないわヨ？　キャンプファイヤーのときに暴れた旭にだって責任はあるんだかラ」

「なんだと？」

「その男、あの夜に見た戦いで本能が揺さぶられ、血のにおいで追い打ちをかけられちゃったのヨ。だから血だらけの動物をプレゼントしてあげたノ。極限の飢餓に最高の贈おくり物。誰だれだって、飲んじゃうでショ？」

　末雪は体を激しく震ふるわせながらなにか言っていた。声はやはり言葉になっていない。人をここまで追いつめ平然としていられること自体、信じられなかった。

「……死んだ犬が食屍鬼グールにならないように、胸に杭くいを打ち、首を落としたのか」

　必要な措そ置ちとはいえ、連日の末雪を見ていれば割り切っていたとは思えない。焼け付くような飢えと激しい後こう悔かいを繰くり返し、それでも彼は今まで築いてきた日常にしがみついた。

「バカな男。人を襲おそっちゃえばよかったのヨ。血を飲めば喉の渇きはやわらグ。記き憶おくなんて消せばいいんだかラ。あら、下等な吸きゆう血けつ鬼きじゃ、そんなことはできないかしラ？」

　嘲ちよう笑しようをまとう黒羽の声に苛いら立だちながら旭は口を開く。

「人間は、どんなに血を欲ほつしても、人を襲ったりはしない」

「犬の血に理性を飛ばすくらい飢えてるくせニ？　理解できないワ」

「……さい！　うるさい、うるさい！　僕は人間だ！」

　唐とう突とつに末雪が叫さけんで床ゆかを蹴けった。旭が摑つかみかかってきた末雪を軽くかわすと、機材に足を取られた彼は工具が散乱する床に転がった。

「旭。その男が死んだら、きっとあの娘こは悲しむわネ？」

　拳こぶしを握にぎった旭は黒羽の言葉にぎくりとした。

「お前、一体なにを……」

「末雪！　あなたがしっかりしないと菱川彩音が自由になれないわヨ。せっかく生まれ変わったのに、吸血鬼につきまとわれて殺されちゃうワ。あなた、吸血鬼なんでショ？　戦えるんでショ？　桜子のときは間に合わなかったけど、今度は助けられるじゃなイ！」

　はやし立てる声に旭は舌打ちして足あし下もとに落ちていた箱を拾い上げた。そのまま勢いをつけて投げたが、黒羽は器用にそれを避よけてひらりと工場の中を旋せん回かいする。

「月影はどこにいる!?　彩音は無事なんだろうな!?」

「ここにはいないわヨ。間ま抜ぬけね、そんなに簡単に騙だまされテ！　間抜け同士で仲良く潰つぶし合っちゃいなさいヨ！」

　黒羽は回ギヤラ廊リーの手すりに留まってけたたましく笑った。

　足止めだ。こんな単純な手に引っかかった己おのれに苛立ち、旭はコンクリート片を拾い上げる。今度は重さがあった。足を踏ふみ込むなり投げつけると、黒羽が抗こう議ぎするように鳴いた。

「菱川さんを、お嬢じよう様さまを、自由にするんだ。僕はそのために……」

　声に振ふり向くと、末雪が社名を削けずり取った小型の器具を振り上げていた。とっさに頭を庇かばうと腕うでが妙みような音をたて、脳天に響ひびくような痛みが襲ってきた。

　うめいて後ろに飛び退のき、左手で押さえ傷を見る。いくら吸血鬼でも怪け我がをすれば血は流れるし、骨折もする。傷の治りはきわめて早いが、攻こう撃げきを一点に集中されるとどうしても弱い。

　末雪は真しん紅くの瞳で辺りを見回し、旭を認めると再び器具を振り上げた。

　呼吸をするたび、濃のう密みつな血臭が喉のどの奥を焼いていく。末雪を建物の外に放ほうり出して正気に戻もどすことが先決だろう。無む駄だに消費されていく時間に苛いら々いらする。

「おい！　彩音を助けたいならその鳥を捕つかまえるのが先だ！」

「無駄よ、無駄。その男のターゲットは旭だけヨ。その男、桜子の遺体を見てるみたいヨ。彩音が桜子だって知ってから毎日うなされてたノ。楽しかったわア」

「──お前、最悪だな」

　旭が毒づくと黒羽が自じ慢まんげに胸を張ってちょんちょんと手すりを横へ移動した。なにか投げつけられても逃にげられるように場所を確保しているのだ。たかが鳥のくせに芸が細かい。

「お前を殺せば、お嬢様は自由だ」

　聞こえてくる声に旭は拳を握った。一時的に末雪の動きを止め、黒羽を捕まえる。それが最善だ。彩音の居場所を吐かせたら羽をむしり取って放置すればしばらくは静かだろう。隷属にどれだけ効果があるかは不明だが、苛立ちも少しは鎮しずまるに違いない。

　痛む腕を庇いながら末雪に拳を繰り出す。その一いち撃げきは見事に末雪をとらえ、吹ふき飛ぶなり重機にぶつかった。巨きよ大だいな裁断機だ。ぐったりとする末雪を見て少し力を入れすぎたと反省した旭は、裁断機が大きく傾かたむくのを見て反射的に床を蹴っていた。

　とっさに出たのは利きき腕である右手だった。激痛に視界がぶれ、がくんと体が下にさがる。即そく座ざに左ひだり腕うでで裁断機を支えて息をつき、倒れ込む末雪を見た。

「おい、無事か？」

　尋たずねた直後、胸を圧あつ迫ぱくする感覚に視線が自然と下へ移動した。胸に太い鉄の棒が刺ささっていた。コンクリートを打つときに使う建材用の道具だ。痛みに息が詰つまる。

「まー!!　意外と使えるじゃないノ！　余興で楽しんで、ちょっとは体力削れればいいと思ってたのに、これじゃ月影が出るまでもないわネ！」

「……お嬢様。これでもう、あなたを煩わずらわせるものは……」

　黒羽が大きく羽ばたき、感かん嘆たんの声をあげる。鉄の棒を握りしめた末雪の手がしたたる血で赤く染まっていく。

「──そんなに……桜子が、大切か？」

　声を絞しぼり出すと末雪が顔を上げた。濃密な血のにおいに酔よわされ、それでもそこにはわずかだが理性の光が戻っていた。彼は今、自分のしていることを理解して動どう揺ようしている。なるほど、〝親〟を斃しながらも心臓を口にせず、人の血を吸わずにすごしたという偏へん屈くつなだけはある。

　旭は末雪を安全な場所まで蹴り飛ばした。

　鋭するどい痛みに息を詰め、一いつ瞬しゆん浮うかせた重機から滑すべり出た。轟ごう音おんとともに粉ふん塵じんが舞まい上がる。旭は胸に突つき刺さっている鉄の棒に手を添そえ、一気に引き抜ぬくと傷口を押さえて膝ひざを折った。

　苦痛を堪こらえながら胸からあふれる血を受け止め、旭はゆるりと顔を上げた。

「桜子が──彩音が大切なら、望み通り、お前に守らせてやる」

　末雪は新たな武器を探して歩き回っていた。旭は左手で彼の胸むなぐらを摑んで引き寄せ、赤く濡ぬれた右手を当とう惑わくする間抜け面づらに押しつけた。

「ただし、俺の隷れい属ぞくとしてだ」

　ニッと旭が笑ったとき、頭上で黒羽が驚きよう愕がくの悲鳴をあげた。
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　目を開けるとろうそくの炎ほのおがゆらゆらと揺ゆれていた。

　窓の外は闇やみ。記憶は、微び妙みように途と切ぎれたまま。

　体中がきしむように痛かった。手足は重く、いまだうまく体が動かせない。夕ゆう闇やみが去った教会の闇には灰色の十じゆう字じ架かがぼうっと浮うかび上がり、不安だけがさざ波のように幾いく度ども胸の奥を行ったり来たりしていた。

（なにが、あったんだっけ？　マンションに月影が来て、ここに連れてこられて、それから）

　真紅に染まる視界は夕闇が作り出したもの。今は血のように赤い世界は去り、月影もそばにはいない。

（……夢……？）

　ふと視線を動かしぎくりとする。彩音の体が白いドレスに包まれていたのだ。光こう沢たくのある、レースをたっぷり使った華はなやかなドレス──それは、気を失う前に月影が持っていたウエディングドレスだ。恐きよう怖ふに震え上がったとき、唐突に記憶が鮮せん明めいになった。

　月影は彩音を隷属にすると言った。そして、その直後に己の手首を嚙かみきった。

　したたる血と、濃こくなる血臭。

　彩音の唇くちびるを濡らしたのは異様に冷たい血だった。飲まないように顔をそむけた。しかし、顎あごを摑まれて無理やり口を開けさせられた。

　口こう腔こうに残る血の味に彩音の体が激しく震える。

（……噓うそ。噓、噓、噓だ……!!）

　旭は桜子が人として生きていけるように隷属にはしなかった。命の火が消えかける桜子に、悩なやみ抜いたすえに出した結論だった。

　それなのに。

「噓だ……!!」

　彩音が隷属になったと知れば、旭と月影の争いはいっそう激しくなるだろう。今度は旭から月影に戦いを挑いどむに違ちがいない。そのとき彩音が彼の重荷になることなど目に見えていた。

　隷属は〝親〟には逆らえない。〝親〟殺しが圧あつ倒とう的に少ないのは力の違いもあるが、もともと逆らえないようにできているからだ。

　彩音はぎゅっと唇を嚙んだ。

　旭と敵対するくらいなら、彼を苦しめるくらいなら、消えてしまったほうがましだ。

「……ずいぶんいい表情をするんだね。なにを考えているのかな？」

　闇の中に響いた月影の声に彩音ははっとする。くつくつと笑い声が響き、闇の一部が切り取られて人の形になった。ぼやける闇が濃のう度どを増し、床ゆかに触ふれた場所から凝ぎよう縮しゆくされていった。はじめに床に触れたのはつま先だったらしい。一いつ瞬しゆんで実体化し、冷れい酷こくな吸血鬼が現れる。

「つ……月影……私は……私の体は、どうなったの？」

「……桜子、二人だけの婚こん礼れいだけど我が慢まんしてくれる？　旭も招待したのに、間に合わないようだから。君と僕が永遠の愛を誓ちかうのを、あの男にも祝福してもらいたかったんだけどな」

　彩音の質問に答えることなく月影は微笑ほほえんだ。

「ど……して、そこまで……」

「……もうすべて思い出してるんだろう、桜子。だったら、わかるはずだ。僕はずっとあの男が嫌きらいだったんだ。なにも持たない顔をして、なにもかもを手に入れたあの男が。だから全部奪うばってあげる。君は僕の隷属で、伴はん侶りよだ」

　旭はルーマニアに住んでいた頃ころ、始祖である吸血鬼の王に一方的に気に入られて吸血鬼にさせられた。だから吸血鬼という生き物そのものを嫌きらっていた。しかし、月影はその逆に、兄が手に入れた不老の体と並外れた力に嫉しつ妬とし、自ら吸血鬼になるため始祖に会いに行った。そして彼は王おう妃ひに気に入られ、第二の生を手に入れた。

　桜子に出会ったのはそれからずいぶんあと──生きることに疲つかれ切っていた旭にとって、なにもかもが目新しく好こう奇き心しんの塊かたまりのように元気に振る舞っていた桜子はずいぶん奇き妙みような生き物に見えたに違いない。

　そして、月影にとっても。

「さあおいで、桜子」

　手を伸のばした月影は、彩音が起き上がれないのを見ると小さく息をついた。

「チャームがまだとけてないのか。少しきつくかけ過ぎたかな？」

　月影は祭さい壇だんに片足をのせるようにして座り、身を乗り出し彩音に顔を寄せる。そっと頰ほおを撫なでる月影をきつく睨にらむが、彼はひるむ様子もなく微笑んでいた。

「暗示をといて」

「だーめ。その様子じゃ、まだ逃げる気なんだろ？　眠ねむっているあいだにすべてすませたほうがよかったかもしれないけど、君の反応を愉たのしみたいって欲よつ求きゆうが抑おさえられなかった」

　かかげた手を返すと、まるで手品のように指輪が現れた。

「吸血鬼が教会で結けつ婚こん式なんて洒落しやれてると思わない？　ん？　なぜ平気か不思議？」

　睨みつける彩音の左手を持ち上げ、薬指に指輪をはめる。動かない体に歯は嚙がみする彩音を面おも白しろがって、月影が指輪に唇を寄せた。

「吸血鬼が苦手なのは教会の独特の空気だよ。こんな廃すたれた教会はただの廃はい屋おくと変わらない」

　一瞬、脳のう裏りをよぎった。

　このまま月影といれば旭とは別々の道を行くことになるのだろうか、と。旭は桜子を見失い、いつか彼女をあきらめてくれるのではないか──。

（そうすれば旭は……旭は……）

　なににも縛しばられることなく、自分のために生きていくことができる。

　胸の奥を繰くり返し襲おそう痛みから目を逸そらす。これでいいんだと自分に言い聞かせ、唇を寄せてくる月影を見つめ返して息を吞のんだ。彼の瞳ひとみに、泣きそうな顔の自分が映っていた。

（い……嫌だ、嫌だ、嫌だ……!!）

　ずっと捜さがしてくれていた旭を裏切るようなことは、意にそぐわないことは。

　旭と距きよ離りを置くにも、もっと別の方法があるはずだ。

「表情が変わったね。……いいよ。抜け殻がらの君を自分のものにするより、抵てい抗こうする君を思い通り蹂じゆう躙りんするほうがずっと興奮する」

　指が軽く彩音の唇に触れ、肩かたの血印を押さえる。

「永遠の愛を誓ってあげる、桜子。君はもう僕から離はなれられない。体も心も僕に囚とらわれ、永久の苦しみとともに生き続けるといい」

　首筋に牙きばが食い込む。苦痛に彩音の口から悲鳴が漏もれた──その、刹せつ那な。

　どこからともなく派手な破は壊かい音が聞こえてきた。床が揺れ、空気が震ふるえる。月影が顔を上げてふっと口元を歪ゆがめた。

「なんだ、まだやってたのか」

　月影が楽しげなささやきとともに真しん紅くの目を細めると、黒いものがガラスを突つき破って飛来した。闇の中に羽音が激しく響ひびく。

「大変よ、月影！　あの男、ろくでもないワ！」

　ぴーちゃん──月影の隷属である黒羽だ。月影は体を起こして大おお仰ぎように溜ため息いきをついた。

「桜子のためにロマンチックな演出をしたのに、ずいぶん無ぶ粋すいな乱入だな」

「冗じよう談だん言ってる場合じゃないノ！　月影、あの男……」

　言葉を遮さえぎるように教会のドアがはじけ飛んだ。黒羽は「ひいっ」と悲鳴をあげ、月影は素す早ばやく祭壇から下りてドアに向き直る。月影の体が視界を遮り、その向こうが見えない。それでも、板の軋きしむ音に、何者かが教会にやってきたことを悟さとった。

「……なんだ、ずいぶんぼろぼろじゃないか」

　月影はくすりと笑い、体を横にずらす。ようやく見えた旭の姿に涙なみだぐんだ彩音は、次の瞬間、悲鳴をあげた。お日様のように明るい髪かみは赤く濡れ、瞳は血の色以上に深い赤に変わっていた。シャツも血に染まっている。指先からしたたり落ちる血が、床に赤い花をいくつも咲さかせた。その表情は苦痛に歪み、息もひどく荒あらかった。

「ちょっと焦じらすつもりだったけど、思ったより効果的だったわけか」

「……彩音になにをした？」

「知りたければ自分で確かく認にんしてみれば？　もっとも、それができたら、だけど」

　挑ちよう発はつするような月影の言葉が終わるより早く、旭は床を蹴けっていた。躍おどりかかる旭が月影の体を吹ふき飛ばす。不意打ちになすすべもなく、月影は長なが椅い子すをなぎ倒たおしながら壁かべにぶち当たった。壁に大きな穴が開き、粉ふん塵じんが舞まい上がった。

「彩音」

　速そつ攻こうに目を見張った彩音は、旭の優やさしげな声にはっとわれに返った。怪け我がは思ったより軽いのかもしれない。よかったと安あん堵どし、来てくれたことに喜ぶ自分に気づいてとっさに目を伏ふせた。その直後、戸と惑まどったように旭の足音が乱れた。

「……彩音？」

「彼女は僕と一いつ緒しよにいたいんだって。だからほら、ウエディングドレスを着せて、指輪も贈おくった。そうだろう──彩音？」

　旭を縛り付けたくない。そんな彩音の心が月影の言葉に大きく揺ゆれる。月影と一緒にいるつもりはないが、旭をこれ以上惑まどわせたくもなかった。

「結婚式に呼んであげたっていうのに、遅おくれたうえに暴力だなんてひどいなあ。もちろん祝福してくれるよね？　お兄ちゃん」

　旭が彩音から視線を剝はぎ、月影に向き直る。怒いかりと苛いら立だちのない交ぜになった眼まな差ざしを受け、月影は愉ゆ悦えつに微笑んだ。

「そんなにも俺が憎にくいのか？」

「……なにを今さら。自分がしたことを忘れたわけじゃないだろう？」

　月影は待ち受ける旭に向かって足を踏ふみ出す。緊きん迫ぱくした空気が一瞬で辺りを包んだ。

「お前は桜子を殺した。愛してるなんて出任せで惑わせて引き裂さいたんだ。憎い？　当たり前だろう。ようやく出会ったんだ。なにもかも話せる相手を！　それなのに、お前は！」

「月影！　違ちがうの！　旭は桜子を殺してない！」

「まだ君はこの男を庇かばうのか!?　認めてると言ってるだろう、自分の手で殺したことを！」

　彩音の訴うつたえに月影は怒ど鳴なり、旭は顔を歪める。いつまでも食い違う会話に彩音はぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。誤解をときたい。争う必要はないのだと伝えたい。それなのに、彩音の記き憶おくと月影の見た光景が重ならないのだ。

「──桜子を殺したのは事実だ」

「旭！」

「彩音、事実なんだ」

　否定してほしくて名を呼ぶと旭は苦しげに首を横にふった。

「俺は間に合わなかった。俺が家に戻もどったときには、もう、桜子は死んでいた。心臓の発ほつ作さだった」

　今度は月影が足を止めた。なにを今さら──鋭するどい眼差しがそう問いかけている。

「でも、体はあたたかかったんだ。本当にただ眠っているだけみたいで……だから俺は……だから、自分の血を、桜子の口に流し込んだ。奇き跡せきが起きると思っていたから」

　月影が大きく目を見開き、旭は絞しぼり出すように言葉を続けた。

「奇跡は起きた。彼女は再び起き上がった。意思のない──動く骸むくろとして」

　両手で顔をおおう旭を、月影は信じられないものを見るような目で見おろした。その唇がわなわなと震える。何度か言葉を吞み込んで、彼はようやく口を開いた。

「……お前は桜子を食屍鬼グールにしたのか？　血を求めてさまよい歩くだけの化け物に!?」

　憤いきどおりに月影の声さえ震える。踏み込んだ足に体重を乗せ、月影の拳こぶしが旭をとらえる。吹き飛んだ旭の体は受け身も取らずに机の山に突っ込んだ。彩音は悲鳴をあげる。旭はすぐに机を押しのけるようにして立ち上がった。

「だから、殺すしかなかった。彼女が人を襲う前に、俺の手で」

　血まみれの旭と、バラバラに引き裂かれた桜子の体。旭はそして、桜子を殺した。

「桜子は生まれ変わる。そう信じて、だから俺は……」

　旭とそんな話をした記憶がある。輪廻りんね転生──死んでもきっと生まれ変わる。だから死ぬことは怖こわくないのだと、旭にそう言った。それは桜子の精せい一いつ杯ぱいの強がりだった。

「だから、彼女が話してくれた土地を一つずつ回った。最後にたどり着いたのが彼女の生まれ故郷であるこの国だった」

「──だからなに？　あれは避さけられない運命で、すべては不幸な事故だったと？　だから自分を見み逃のがせとでも？」

　月影が手のひらを裂き、したたった血から真紅の剣けんを作りだす。

「ふざけるな！　そんな言い訳が通じるか!?」

　真紅の剣から零こぼれた光がキラキラと舞い上がる。月影は剣を薙ないだ。旭はすんでのところで攻こう撃げきをかわし、同じように血で真紅の剣を作りだし身構えた。

（……左手……？）

　旭の利きき手は右だ。それなのに、今剣を握にぎっているのは左──彩音が違い和わ感かんを覚えたのと同じように月影も一いつ瞬しゆん眉まゆをひそめ、即そく座ざに剣けん先さきを返して二刀目を振ふり下ろした。赤い火花が闇やみの中に鮮あざやかに散った。それが消える前に再び剣が切り結ばれる。

　乾かわいた音が幾いく度ども繰り返され、頭上で黒羽がぎゃあぎゃあと叫さけぶ。灰色の羽が舞い、床ゆかに落ちるまでに二つに割れた。旭は剣を受け止めきれずに体勢を崩くずし、とっさに右手で剣を支えて苦痛に顔を歪める。

　月影が嗤し笑しようした。

　剣を横になぎ払はらい、月影は無造作に旭の右みぎ腕うでを殴なぐった。旭が飛び退のき膝ひざを折る。血で作られた剣が崩れ、床に散って小さな血だまりをいくつも作った。

「血まみれのわりには元気だと思ったけど、やっぱり万ばん全ぜんってわけじゃなかったか。……それでも、前に比べればずいぶんとよく動く。それは、彼女のおかげか？」

　昨日、旭は彩音の血を口にしている。きゅっと彩音が唇を嚙むと、月影は冷ややかに目を細めた。

「食事をしたわけか。よかったね、最さい後ごの晩ばん餐さんを楽しめて」

　よろめきながら立ち上がる旭を見て、月影はさらに言葉を続けた。

「戦いに褒ほう美びがないのはつまらないよね。景品は桜子にしよう」

「ふざけるな」

「──勝てばいいんだよ。簡単なことだ。それとも、桜子に助けてもらわないとなにもできない？　キャンプファイヤーのときも、桜子が助けてくれたよね？」

　足を踏み込み斬きりつける。旭の肩かたが裂け、血が飛び散った。彩音はとっさに顔をそむけて目を閉じた。

「だけど残念。桜子は僕のかけた暗示で動けない」

　声に鈍にぶい音が混じる。祭さい壇だんが揺れ、ぱらぱらと音をたて壁へき材ざいが落ちてくる。旭のうめき声が聞こえ、黒羽がけたたましく笑い声をあげた。月影が優勢らしい。はやし立てる黒羽の声に勢いがある。

　羽音とともに風を感じて目を開けると、灰色のオカメインコが十じゆう字じ架かの上にとまって彩音を見おろしていた。

「ちゃんと見ていなくていいノ？　旭の最さい期ご。見る気がないならあんたの目なんてえぐっちゃいたいワ！　どうして月影はこんな小こ娘むすめに執しゆう心しんなのかしラ。趣しゆ味みが悪イ！」

　黒羽は祭壇の上まで下りてきて、彩音の肩をくちばしでつついた。悲鳴をあげると教会全体が揺れ、木の割れる音がした。

「もウ！　危ないんだかラ！」

　ぐらりと揺れた燭しよく台だいを器用にくちばしで押さえ、揺れる炎ほのおに息をついて黒羽は文句を言う。黒羽は燭台のろうそくを倒さないように慎しん重ちように台の中央に移動させ、祭壇に戻ると再び十字架の上に飛び立った。

　黒羽は顔を上げ、部屋全体を見回してことんと首をかしげる。

「あの男、助けに来るかと思ったけどどうやら逃にげたみたいネ。心配して損しちゃったワ。役に立たないところは〝親〟と一緒なんだかラ」

　くすくすと笑った黒羽は、落ちてきた壁材に文句を言いながら天てん井じようで揺れる照明に留まった。建物全体がきしんでいるようだった。乾いた金属音と合間に聞こえる乱れた呼吸、板が割れる音とうめき声、それが間断なく続く。

（どう、なってるの……？）

　心臓がバクバクと乱れた。彩音は意を決して首をねじり、息を吞のむ。

　旭も、月影も、血まみれだった。

　旭は再び剣を作り出したらしい。どちらの剣も互たがいを傷つけ、拳は体を打ち、殺気をぶつけあっている。これは〝戦い〟などではない。れっきとした〝殺し合い〟だ。壁かべは穴が開き、柱は傾かたむき、頭上の照明は激しく揺ゆれ続けている。建物全体が軋きしみをあげていた。

「桜子は僕のものだ。お前には渡わたさない」

　月影の剣が旭の体を貫つらぬいた。新たな鮮せん血けつが飛び散り、彩音は悲鳴をあげる。苦痛に歪ゆがむ顔で彩音を見た旭は、心配するなとでもいうように無理に笑えみを浮うかべた。

「待ってろ、彩音。一いつ緒しよに、家に帰ろう」

「う……うん。うん。家に帰ろう。私、頑がん張ばって旭の好きなもの作るから」

　涙なみだぐみながらうなずくと、旭は震ふるえる手で己おのれを貫く剣を摑つかんだ。それを見て月影が嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「帰れるわけないだろ。桜子は僕の花はな嫁よめだ」

「桜子じゃない。彩音だ」

　旭の言葉に、こんなときなのにどきりとした。みんなが桜子ばかりを求める中、旭だけが彩音の名を呼んで必要としてくれる。それが嬉うれしかった。

「月影！　そいつ、右腕が使えないわヨ！　さっさとやっちゃいなさいヨ！」

　興奮した黒羽の声に月影は、嬉き々きとして旭の弱点を攻せめはじめた。瞬またたく間に旭に不利な戦いへと変わっていった。

　木が裂ける音がして、彩音は頭上に視線を移す。

「旭！　危ない！　逃げて！」

　彩音が悲鳴をあげた。太い梁はりが旭の上に落ち、薄うす暗ぐらい視界が粉ふん塵じんで遮さえぎられた。次の瞬しゆん間かん、建物全体が激しい音とともに倒とう壊かいしはじめた。壁が崩れ、十字架が傾く。彩音が反射的に顔をそむけた。激痛を予想して全身がこわばる。ミシミシと不快な音が耳じ朶だを打ち、唐とう突とつにそれが止まる。ぎゅっとつぶっていた目を開けると、なぜだか末雪の姿が見えた。

「え……ど、どうして、末雪くん？」

　驚きよう愕がくの眼まな差ざしを受け止めて末雪が苦く笑しようする。

「命じられたんですよ。もしも月影に負けたら、灰になる前に破賀の心臓を食べあなたを守れと。……誤解がとけたのはよかったことなんですが……こんな無む茶ちや苦く茶ちやな男だとは思いませんでした。菱川さん？　動けないんですか？」

　尋たずねられてうなずくと、末雪はのしかかってきている十字架を持ち上げる。脇わきに倒たおそうとした直後、背後の壁が崩れてきた。

「……っ……!?」

　十字架ごと壁を受け止め、末雪がうめく。その上に、さらに迫せまってくるものがあった。

「あ」
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　大きな照明と、それを支えていた梁──そして、天井。

　すさまじい轟ごう音おんとともに全身を衝しよう撃げきが襲おそった。







　彩音の悲鳴が響ひびき、梁が旭の体を直ちよく撃げきした。

　衝撃に体が床に沈しずむ。意識が一いつ瞬しゆん途と切ぎれ、痛みに覚かく醒せいする。のしかかる梁と天井に体が起こせず、旭は低くうめいた。胸の傷はすでに塞ふさがっているが、新たな傷から血がしたたり、全身から力が抜ぬけ落ちていく。

「どう、なってる？　彩音は……？」

「こんなときまで他人の心配なんて、本当、バカなの？」

　耳元で乾いた音が聞こえ、旭は顔を上げる。どこから拾ったのか、月影が柄えの長い燭台を手に立っていた。普ふ段だんはただの蠟ろう燭そく立てだが、先せん端たんを落とせば武器になる。血まみれの月影は息を吞む旭に微笑ほほえんで燭台を振り上げた。

「直接、心臓が狙ねらえないのが残念だ。……頭を潰つぶしても、貴族なら生きていられるのかな？」

　とっさに体を起こそうとした。しかし、梁と天井の重みで動けない。建物はなおも倒壊を続け、すぐにでも完全に崩れ去るだろう。しかし、月影は慌あわてるそぶりもなく燭台を振り下ろした。鼻先をかすめた燭台が床に突つき刺ささる。

「……手元が狂くるった」

　月影は燭台を引き抜き、床ゆかに伏ふす旭のこめかみを何度かつついて再び狙いをさだめた。旭は床を指で搔かく。床が軋むのが体にじかに響いてきた。

「バイバイ、お兄ちゃん」

　ゆるりと燭台が持ち上がる。振ふり下ろされるその直前、ひときわ大きく建物が軋んだ。地じ響ひびきがして、床が揺れる。体を押さえつけていた梁がわずかに浮き、旭はその下から転がり出た。月影が舌打ちして燭台を握にぎり直したそのとき、吊つり天井の一部が落ちてきた。

　すべては一瞬だった。

　旭は、天井に押しつぶされた月影を茫ぼう然ぜんと見おろした。低いうめき声にはっとわれに返り、床に転がる燭台を拾い上げる。形勢逆転、そんな言葉が脳のう裏りに浮かぶ。

「──形勢逆転、か」

　そう言って皮肉っぽく笑う月影を見て、はじめて血の繫つながりを意識した。家は資産家で誰だれからも羨うらやまれ、なに不自由なく暮らしてきたはずの弟──実際の彼は何一つ満たされることなく、人であった頃ころもずっと飢うえ続けていた。

　彼はいつでも冷めた心を笑みで包み、敵てき愾がい心しんを隠かくそうともしなかった。

「……待っててやるから、いつでも来い」

　旭は床に燭台を突き刺し、驚おどろく月影に背を向けた。辺りが軋む。吊り天井の大部分は剝はがれ落ち、屋根さえ崩くずれかけている。

　旭は目をこらす。

　だが、瓦が礫れきと化した教会に、彩音の姿を見つけることはできなかった。







　気を失っていたのは、たぶんほんの少しのあいだだった。

　体は相変わらずまったく動かず、腕うでの感覚までなくなっていた。視界は暗く、ぱらぱらとなにかが落ちる音だけが繰くり返し聞こえてきた。

「ひ、菱川さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　聞こえてきた末雪の声に泣きそうになりながらもうなずく。どうやら末雪も無事だったらしい。ほっと安あん堵どした彩音は、庇かばうようにおおいかぶさっていた末雪の腹に照明の一部が突き刺さっているのを見て悲鳴をあげた。

　彩音の着ているドレスが、末雪の血で赤く濡ぬれていく。

「まだ血が馴な染じんでいないんですね。パワー系なのに、支えるので精せい一いつ杯ぱいでした」

「ま、末雪くん、しゃべらなくていい！　しゃべらなくていいから！」

　彩音は震えながら訴うつたえた。倒壊した教会全体が大きく揺れるような気配があった。

「……まずいな」

　末雪がそうつぶやく。

　焦こげ臭くさい。視界の端はしに入った白いもやが一瞬で広がった。

「ちょっと我が慢まんしててください」

　末雪はそう言って、彩音の横たわる祭さい壇だんに両手をついた。両りよう腕うでに力を込めて、おおいかぶさるように倒れている壁や天てん井じようを押しのけようとした。

　腹に刺さっていた照明が食い込み、ぼたぼたと鮮血がしたたり落ちる。

　うめき声に濃こい血のにおいが混じった。

「末雪くん！　だめだよ、死んじゃうよ！」

　彩音が叫さけぶと末雪は苦痛に嚙かみしめていた口をわずかに開いた。

「──僕はずっと、死に場所を探していたのかもしれません。目的を失って、復ふく讐しゆうもできなくて、思い出の詰つまった町を渡り歩いてくさくさしていた。……だからこうして死ねるなら、僕はきっと幸運なんですよ」

「……末雪くん？」

　ぐっと末雪が両腕に力を込めると出血がさらに増えた。視界が炎ほのおであぶられて明るくなる。末雪は額に玉のような汗あせを浮かべて微笑んだ。

　熱気が空気を焼く。

　彩音は必死で腕に意識を集中させた。彩音の貧弱な力ではなんの助けにもならないだろう。それでも声をあげ、肩かたを持ち上げ、指を一本一本動かして手首を曲げる。炎の勢いはますます増し、吸い込む空気はどんどん熱を帯びていく。

　彩音がようやく壁かべに手をつけたとき、それはすでに熱をはらんでいた。

（旭、旭）

　梁の直撃を受けた彼は無事なのか。このまま炎が回ったら、誰一人助からないだろう。ここから脱だつ出しゆつしたら旭も助けなければならないのに、震ふるえる手はなかなか思い通りに動かず、無む駄だなあがきを嘲あざ笑わらうかのように炎の舌がちらりと壁を舐なめていく。

　梁が傾き、体の奥から奇妙な音がした。ずきん、と、鈍い痛みが感覚のない右腕から伝わってきた。痛みは鼓動とともに繰り返され少しずつ大きくなっていく。

「ごめん」

　彩音の口から言葉が漏れた。

「ごめん、私、あきらめたくない。このまま、こんなふうに旭と離ればなれになるのは嫌いや」

　そう訴え、自由になる左腕で熱い壁を押す。指先に伝わる熱と振動。

　桜子であったころ、なにも伝えられず旭と離ればなれになってしまった。

　独りぼっちにさせてしまった。もう、同じことは繰り返したくない。

　だから懸命に力を込める。それでも壁はびくともせず、熱気だけが増していく。吸った空気が喉を焼く。慌てて息を止めて腕を突っぱる。ふっと末雪が顔を上げ、小さく息をついた。

「まったく、あなたって人は……」

　呆あきれたような、それでいて優やさしい口調でささやいて、末雪の目に生気が戻る。

　二人で力を合わせ、壁を押した。

　──だがやはり、大量の熱をはらんだ壁はびくともしなかった。

　どんなに頑張っても、運命には逆らえないのか。船に乗って異国に渡るとき、桜子の胸には絶望しかなかった。どうせ死ぬんだと、そう思っていた。けれど旭と出会って生きたいと思うようになった。生きて、いろんな世界を見てみたいと。

　しかしその望みは果たされず、生まれ変わってすら死という呪じゆ縛ばくに囚とらわれる。

　胸に広がる絶望とともに腕から力が抜けていく。

　周りの木がきしんだのはそのときだった。

　壁が軽くなり、圧迫感が消える。見慣れた大きな手が天井にかかってゆっくり浮き上がる。彩音は信じられないものを見るようにその光景を見上げていた。

　直後、壁と天井の隙すき間まから青ざめた旭の顔が覗のぞいた。

「無事か……!?」

　尋ねる旭は彩音以上にぼろぼろだった。顔はすすで汚よごれ、服は引き裂さかれて血まみれ──きれいな金きん髪ぱつも、血と汗でべったりと濡れていた。けれど、彩音がうなずくと、旭の顔に頼たのもしい笑えみが浮かんだ。

（……もう、大丈夫）

　ほっと息をつくと、全身の力が緊きん張ちようとともに抜けていった。




　　　　４




　夜空を赤く照らす炎を見ながら黒羽は幾いく度ども旋せん回かいした。

　古びた教会には電気は引かれていなかった。だからろうそくを用意した。ろうそくとマッチは、たまたまそこに置き去りにされていたのだ。

　まさか、倒とう壊かいした教会に引火するなんて考えもしなかった。

　黒羽は夜空を旋回し、月影が出てくるのを待った。

　しかし彼はなかなか姿を現さず、火の手だけが増していった。

　このままでは月影の命が危ない。いくら吸きゆう血けつ鬼きでも、業ごう火かに焼かれれば命に関かかわる。増していく火の勢いに、黒羽は迷いを断たち切り倒壊した建物に突っ込んだ。飛行できるような場所は限られていて、熱気が一瞬で全身を包んだ。

「月影、月影！」

　声は炎に巻かれて消えてしまう。火勢が強いとこれほど騒そう々ぞうしいのかと、黒羽は愕がく然ぜんとした。けれど幸運なことに、月影を見つけることができた。彼は天井と柱の下した敷じきになり、ぐったりと倒たおれていた。床は血で真っ赤に染まって、揺ゆれる炎に不気味に輝かがやいていた。いつもなら目の色を変えて飲ませろと要求したが、今はほしいとも思わなかった。

「月影、目を開けなさイ！　月影！」

　手をつついても月影は目を開けなかった。体を彼の顔にこすりつけるようにして懇こん願がんすると、彼はようやくうっすらと目を開けた。

「こんなところで寝ねてる場合じゃないワ！　早く逃にげないト！」

「……体が動かない」

　旭との戦いで血が流れすぎたのだ。黒羽は当とう惑わくした。このままでは月影が死んでしまう。おろおろと辺りを見回したが、役に立ちそうなものは見つけられなかった。

「月影、ワタシの血を飲みなさイ。少しは、たしになるはずだかラ！」

　黒羽は月影の手の下に潜もぐり込む。隷れい属ぞくの務めだ。もともと吸血鬼はエサとして隷属をそばに置く。これは隷属として当然の行動だった。

　それに、彼には恩があった。

　鴉からすに襲おそわれ死にかけていたちっぽけな鳥──そんな黒羽に、月影は血を与あたえ助けてくれた。情報なんて、月影がチャームを使えば簡単に集められただろう。それなのに、黒羽にすべて任せてくれた。気まぐれに見えて実はとても優しいのだ。

　──だから彼は旭のことが許せなかった。ずっとずっと許せなかった。

「早ク！　月影にはまだやることがあるのヨ。旭を倒して、この国の王になるノ。ワタシはそれを楽しみにしてるんだかラ!!」

　刻々と力を失っていく月影に語りかけ、こぼれ落ちる命を前になすすべもなく手をつつく。すると月影の手に力がこもった。首をもがれるのは痛そうだ。緊張してぷるぷる震えていると、月影は小さく笑って引き寄せた。

「黒羽、これを」

　差し出されたのは小さな赤いものだった。すぐに肉にく塊かいだと気づく。血のしたたる肉を見て喉のどの渇かわきと空腹を覚え、こんなときなのにそわそわとしてしまった。

「心臓じゃ……ない、けど……これでお前は、今より少し強くなる」

　言っている意味がわからず、黒羽は肉塊と月影の顔を交こう互ごに眺ながめた。

「貴族の、血肉だから……摂せつ取しゆすれば、普ふ通つうの吸血鬼よりは、上位に立てるだろう、から」

　それは訣けつ別べつの言葉だった。黒羽は目を見開き、首を縮めた。死ねと言われれば喜んで命をささげるが、その逆は絶対に嫌だった。長く生きた吸血鬼は、誰でも最後には死に場所を探して彷徨さまようようになる。月影も、もしかしたらそれを求めて旭を付け狙っていたのではないか──そんな疑念が胸をよぎったが、黒羽はつんっと横を向いた。

　月影は、そんな黒羽を見て眉をひそめた。

「血のほうがいいのか？」

「いらないわヨ。失礼しちゃうわネ」

　そう言って黒羽は月影の手から逃のがれた。全身を一瞬で熱が包む。この熱から黒羽を守っていた月影の手は真っ赤に焼けただれ、ひどく痛々しかった。

　床ゆかも熱い。炎にまかれ、なにもかもが高温になっている。黒羽はよちよち歩いて月影の胸むな元もとに飛び込んだ。ここが一番の特等席。なにがあっても、これ以上の場所は存在しない。

「……お前もバカだな」

　月影は柔やわらかくささやいて黒羽を抱だきしめた。

　轟ごう々ごうと燃えさかる音が大きくなる。

　けれど、不思議と心だけは穏おだやかだった。







　目を開けると視界が涙なみだでにじんでいた。

　静かで悲しい夢を見た。

　それは決して幸福な夢ではなかったのに、胸の奥が満たされて、それがいっそう切なかった。

「彩音？　痛いのか？」

　声をかけられ、彩音はゆっくりと視線を巡めぐらせる。外は明るく、ブラインドから見える空がやけに近い。高い建物だ。内装はシンプルで、小型のテレビと収納棚だながあり、冷蔵庫まである。ベッドに名札がかかっているのを見て、彩音はようやくそこが病室であることに気がついた。細長いベッドの脇わきに、心配そうに旭が立っていた。

「痛み止め、もらってくるか？」

　重ねられた旭の問いに彩音はゆっくりと首を横にふった。

「教会は？」

「隣となりにあった廃はい工場と一いつ緒しよに燃え落ちた。末雪は学校。三人休むのは、さすがに目立つから渋しぶったが行かせた」

　月影と黒羽のことは、訊きけなかった。彩音がぎゅっと唇を嚙かむと、旭はいたわるように彩音の頰ほおを撫なで、流れる涙をそっとぬぐった。

「今は眠ねむれ」

　優やさしい声にうなずいて、彩音はもう一度目をつぶった。
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「元気してるー!?」

　ぱーんっとドアが開いて明るい声が飛び込んできた。大部屋だったら止めるところだが、個室なので彩音は笑顔で迎むかえる。右みぎ腕うでは教会崩ほう落らくのときに骨折し、打ち身と火傷やけどでさんざんだったが、思ったよりずっと元気だった。

「怪け我が人に元気もなにもないでしょう」

「他ほかになんて言えばいいのよ？　暇ひましてるー？　とか？　彩音、退院いつだって？」

　たしなめる末雪に水穂はぺろんと舌を出した。

「明後日あさつてだよ」

「ってことは、旭くんもそれまで休み？　学校でね、旦だん那なも一いつ緒しよかーって、クラスの男子が大おお騒さわぎしてるんだけど」

「言わせておけ」

　夕に言われて旭はそっぽを向く。それを見て彩音は慌あわてた。

「明日あしたから行く！　今日お母さんが来て注意されたから、明日は絶対行くよ！」

「……親子に尻しりに敷しかれるってどうなの。あ、はい、彩音。お見み舞まい」

　水穂が呆あきれながら花束を差し出した。オレンジのガーベラを中心に可愛かわいらしい色の花ばかりで作られた花束を見て彩音の顔がほころんだ。すぐに末雪が渋じゆう面めんになる。

「どうして花柳さんと原北さんが花束で、僕がケーキ役なんですか？」

「果物買いたかった？」

「購こう入にゆう物の話ではなく……いいです。別に。ケーキでも」

　ぶずっとしている末雪は、どうやらケーキを一人で買いに行かされたらしい。慣れない場所でかなり苦労したのだと、疲つかれた顔が物語っている。

「まま。ケーキおいしそうじゃん！」

「……皿とフォークがありません。僕は気の利きかない男なので買い忘れました」

「み、水穂ちゃん、買いに行こっか！　一階に売店があったよ！」

　ふて腐くされる末雪を見て夕と水穂が連れ立って病室を出て行ってしまった。彩音はきょとんと見送ってから末雪を見た。

「末雪くんも怪我してなかった？」

「吸きゆう血けつ鬼きは治りが早いんですよ。誰だれかさんが勝手に隷属にしてくださったんで、びっくりするほど快適です。飢き餓が感かんもコントロールしやすいですし」

「ありがたがれ」

「貴族様々ですね！　僕は人間だと言ったような気がしますが!?」

　ぎりぎりと睨にらみ合う二人を見て彩音は首をかしげた。

「隷属？」

「……無理やり血を口に突つっ込まれたんです。僕の意思じゃありません。以前は力なんて人とあまり変わらなくて、飢餓だけひどくて大変でした。でも今は、腕わん力りよく自体が強くなっています。ものが壊こわれて仕方がない」

「前の〝親〟は誰かの隷属だったんだろうな。まあ、貴族以外はそうなるが」

「弁べん償しようしてください」

「なにを」

「僕が壊したもの」

「…………」

　再び睨み合う旭と末雪に彩音は慌てた。なんだか急に喧けん嘩か腰ごしだ。しかも妙みようにレベルが低い。だがこれは、末雪にとってはいい兆候だった。張り詰つめていた空気が柔らかくなる。いろいろ反発しながらも〝親〟という存在は隷属にとって大きいのだろう。

　黒羽にとっての月影がそうであったように。

　複雑な思いで二人を見ていると、ドアが開いて東大寺西がひょこりと顔を覗のぞかせ、睨み合っている旭と末雪を見てぎょっとした。

「お見舞いに来たんだけど……あの、夕ちゃんは？」

　いつの間にか「原北さん」から「夕ちゃん」になっている。お見舞いに来たことよりその変化に驚おどろいて「一階の売店に」と告げると、東大寺はあっさりと去っていった。

　末雪が憂うれいを含ふくむ目でドアを見つめるのは、犠ぎ牲せいになった犬たちのことを思い出したからだろう。ペット殺しの犯人はいまだ見つからないまま──唾だ液えきによる遺伝子検査も暗あん礁しように乗り上げたという記事が新聞に小さく載のっていた。

　手をふった彩音は、ギプスで固定された右腕を見て首をかしげた。

「なんで私、傷の治りが遅おそいの？」

「なんでって……普通だと思いますけど」

「え？　普通って、旭や末雪くんみたいなのが普通……じゃ、ないの？」

　旭にじっと見つめられて語ご尾びが頼たよりなく消えた。隷れい属ぞくなら、と、続けるとずいっと旭が詰め寄ってきた。

「隷属？　誰が、誰の？」

「え？　あの、だから、……私が……月影の」

「──隷属になるようなことをされたのか？　いつだ？　あの教会でか!?」

「さ、されたかは知らない！　血の味がして、だから、そうなったのかと思って……っ」

　ぎゃあっと旭を押しのけながら彩音が狼狽うろたえていると、末雪が冷静に首をひねった。

「吸血鬼から血を与あたえられれば隷属になりますが、少量では無理ですよ。それに、血なんて普ふ通つう、慣れないと吐はきますし」

　一いつ拍ぱくおいて、彩音は末雪を見た。

「吐くの!?」

「吐きます。人間の体は血を飲むようにはできてません。だから少しずつ飲む量を増やして、その過程で吸血鬼化するか──根こん性じようがあれば、一度ですませる場合もありますが」

　彩音はぶんぶんと首を横にふった。そんな根性、持ち合わせていない。

「じゃあ私、吸血鬼じゃないんだ」

　ほうっと胸むねを撫で下ろすと、旭の指が服の襟えり首くびにかかってぐいっと引き下ろされた。

「きゃあ！　な、な、なにするの！」

　抗こう議ぎの途と中ちゆうでぎゅっと抱だきしめられて、鼻先が首にこすりつけられた。一いつ瞬しゆんで頰が熱くなった。耳まで赤いに違ちがいない。全身がぶるぶる震ふるえた。

「旭！」

「血印がある」

　首筋を軽く吸われて変な声が出た。

「待って！　待って、待って!!　桜子の記き憶おくがあるとは限らないし！」

「そうだな。前世と同じことをしたら思い出すかも」

　熱っぽくささやく声に胸中で絶ぜつ叫きようする。無理だ。心臓がもたない。抱きしめられるだけで心臓が壊れそうなほどなのに、その先なんて考えただけで気絶しそうだ。

　じたばた暴れていると、末雪が旭の首根っこを摑つかんで引っぱった。

「あなたは僕の〝親〟なんですからもっと節度を持ってください。こんな節操のない〝親〟を持った覚えはありませんよ、僕は」

「……子どもの分際でうるさいぞ、お前」

　首筋を押さえて真っ赤になっている彩音は、それでもこの状じよう況きように心のどこかで安あん堵どしていた。旭と別れなくてもいい。それを言い訳にする自分をずるいとわかっていながらも。

「私の記憶が、ずっと戻もどらないままだったら？」

「桜子も好きだが彩音も好きだ。だから問題ない」

「し、死んじゃったら？」

「死なせない」

「寿じゆ命みようとかあるし！」

「また捜さがしてやるから心配せずに待ってろ」

「……旭はそれでいいの？」

　自分のことは二の次で、他人のために費ついやす人生──そんなふうな生き方に、彼の幸せは存在するのか。彩音の問いに、旭は不思議そうに目を瞬またたいた。
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「……？　お前のいない生活といる生活、天てん秤びんにかけるまでもない」

「──次は僕も手伝いますから、この人が猪ちよ突とつ猛もう進しんに走り回るよりは確実に見つかりますよ」

「誰が猪突猛進だ」

「自覚がないんですか？　これだから単たん細さい胞ぼうは困りますね」

　溜ため息いきをつかれて旭の顔がぴくりと引きつった。彩音がくすくす笑っていると水穂たちが帰ってきて、ケーキをわけてお茶を淹いれ、ちょっとしたティーパーティーになった。

「彩音いないと学校つまんないんだよねえ」

　苺いちごショートを食べながら水穂にしみじみ言われ、彩音は頰ほおを紅潮させる。友人にこんなことを言ってもらえるなんて思いもしなかった。

「そうだな。俺も寂さびしい」

「なに言ってるの！　破賀はずっと彩音と一いつ緒しよにいる気でしょ！」

　水穂の一言に、旭は当たり前だと胸を張った。今も、未来も、その先も、彼なら本当に言葉通りにしてしまうだろう。

　水穂たちに冷やかされた彩音は、頰を赤らめて肩かたに刻まれた赤い印をそっと押さえた。

　それは、少し怖こわくて、とても幸せな束そく縛ばく。
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　手招きされ、彩音は警けい戒かい気味に旭に近づいた。

　教会での一件から早二週間──旭がこうやって呼ぶときはなにかある。たとえ居間でも油断してはならない。

　彩音はソファーに腰こしかける旭にジリジリと近づいた。テーブルには英語と数学の課題が広げてある。教えてほしいと言ったのは彩音だが、やっぱり緊きん張ちようしてしまう。

　ソファーをぽんぽんと叩たたかれ、彩音は恐おそる恐る旭の隣となりに腰かけた。離はなれた位置だったせいか、少し乱暴な仕草で引き寄せられ、よろめいたと同時に押し倒たおされた。

「ちょっと待って、ちょっと待って！　怪我人相手になにしてるの!?」

「弾はずみで」

　胸中で絶叫して押しのけると、台所でゴソゴソと音がした。房子がひょこりと顔を出して一人ソファーに転がる彩音を見てきょとんとする。

「彩音？　なあに、大きな声出して」

　もちろん、押し倒されたなんて言えるわけがない。

「バランス崩くずした」

　涙なみだ目めで旭を睨にらみながら言うと房子が苦く笑しようして冷蔵庫を開けた。差し出された旭の手を渋しぶ々しぶ取って起き上がると、まるでなにごともなかったかのように勉強がはじまる。まだギプスもはずれていないのに、旭はやたらちょっかいをかけてくるのだ。

　ギプスをカリカリと搔かいていると旭が意味深に微笑ほほえんだ。旭は、片手が使えないのは不便だからと学校ではますますべったりして、家に帰れば入浴を手伝うと言い出したり、ちょっとしたことがあるとすぐに飛んできて世話を焼こうとする。

「腕うでが治ったら、拒きよ否ひするもん」

　今も拒否しているのにちっとも効果がないが、それでも彩音はそう宣言した。

「嫌いやなのか？」

　小声で質問され、ぐっと言葉を吞のみ込む。嫌というのとは少し違う。どちらかというなら恥はずかしいと表現するほうが近い。全力で甘やかそうとする旭から逃にげ回っているのが実情だ。

　悶もん々もんとしていると、かすめるように唇くちびるを奪うばわれた。

「な、なにするの!?」

「ぼうっとしてるから」

「だからって、キ──……っ」

　抗議しかけて言葉を吞み込む。房子が不思議そうに居間を覗のぞき込んでいたからだ。彩音は上じよう機き嫌げんで微笑む旭をめいっぱい睨んでから課題に向き直った。この仕草が旭にとってはとても可愛かわいらしいものに見えるとも気づかずにペンを握にぎる。

　そのとき、来客を知らせる呼び鈴りんが鳴った。房子が台所から出て玄げん関かんに向かう。しばらくすると玄関のドアが開き、嬉うれしげな房子の声が聞こえてきた。

「いらっしゃいませ！　彩音のお友だちなんてはじめてだわ。全然連れてきてくれないから心配してたの」

　彩音がぎくりと廊ろう下かを見る。二週間前、似たようなセリフを聞いた。そのときやってきたのは月影だった。彩音の緊張が伝わったのか、旭も鋭するどく廊下を睨む。

「お邪じや魔まします。突とつ然ぜんすみません」

　聞こえてきたのは、末雪の声だった。

「いいのよ。ちょうどシフォンケーキを焼いてるところなの。よかったら食べていってね？」

　居間の前で立ち止まった末雪は、ちょっと驚おどろいたように房子を見た。頰をほんのり赤らめて、ぺこりと頭を下げる。

「ありがとうございます。……大好きです」

「まあまあまあ！　そうなの？　おばさん嬉うれしいわ～!!」

　恐きよう縮しゆくする末雪が気に入ったのか、房子は目を輝かがやかせて大きくうなずいた。

「彩音、旭くん、お友だちが遊びに来てくれたわよ」

　満面の笑えみの房子と、親しげな笑みを浮うかべる末雪を見て、旭の顔が引きつる。

「……簡単に人を招き入れないように徹てつ底ていしたほうがよさそうだな。とくにあのての輩やからは、防犯の意味も含ふくめて絶対的に」

　私情の入った旭の一言に彩音は思わず苦笑した。

「こんにちは」

　そう言った末雪の視線が房子を気にするように移動したのを見て、彩音はテーブルの上に広げていた課題を集めて立ち上がった。

「へ、部屋に行こうか！」

　房子がいると言いづらい内容なのだと察して移動すると、旭は不機嫌顔になった。

「俺以外の男を部屋に入れるのか？　おい、じろじろ見るな！　目を潰つぶすぞ！」

　拗すねるポイントが微び妙みようすぎてついていけない。

「菱川さんが嫌だというならやめますよ。第一これは、許容範はん囲い内だと思いますが？」

　ふんっと末雪が鼻を鳴らす。彼は彼で、旭と対たい峙じするときだけやけに大人げない。そのせいで、二人の口論はすっかり「子どもの喧けん嘩か」になってしまっていた。

「なんの用件だ？　用がないならさっさと帰れ」

「……あなたやっぱり鳥頭でしょう。僕が先週言ったことも忘れたんですか？」

　その一言で、旭がイラッとしたのが伝わってきた。

「吸血鬼。押しかけてくる前にこちらから狩かれないか調べてみると言ってあったでしょう」

「……ああ。殴なぐり込むってやつか？」

「そうです。吸血鬼には餌えさ場ばがあるので、殴り込みは可能です。単体でいることが多いので、むしろ迎むかえ撃うつより殴り込みは有効です。奇き襲しゆうにもなりますし」

「じ、自分から戦うの!?」

　テーブルの隣に座った彩音は、引き寄せる旭の腕から逃のがれながら問いかけた。餌場という発想にも驚きだが、自分から戦うのも耳を疑ってしまう。いくら有利とはいえ、危険すぎる。

「迎え撃てば、月影のようなことになりかねません。周りを巻き込みます。僕は今の生活を壊こわす気はなく、逃げ回るのもご免めんです」

　末雪は旭を押しのけ、彩音を座らせつつそう言った。旭がじろりと末雪を睨む。

「──ということで、列島の吸血鬼を傘さん下かに置くべく週末から全国行脚あんぎやをすることにしました。これは決定事じ項こうです」

「な……!?」

「決定事項です。……それとも、この土地に他ほかの吸血鬼が来て、菱川さんが危険にさらされてもいいと？　だいたいこれは自分でまいた種でしょう。恋こい人びとの生まれ変わりを捜さがすために歩き回って吸血鬼に喧嘩売りまくって、いつの間にか列島の王とかバカですか？」

「お前、それが〝親〟に向かって言う言葉か？」

「子どもに尻しりぬぐいさせるなんて、本当にだめな〝親〟ですよね。失望しました」

　容よう赦しやない末雪に旭が絶句した。しーちゃんだなあ、と、彩音は妙みように納なつ得とくする。この性格だから、桜子も旭と末雪を会わせたがらなかったのだ。

「僕はもう嫌なんですよ、誰だれかを巻き込むのは。……こちらから仕し掛かけるなら、リスク管理をして、被ひ害がいを最小限に収められます」

　断言する末雪の真しん剣けんな眼まな差ざしに、旭は小さく息をついて「わかった」と了りよう承しようした。

　ちらりと時計を見て部屋を出ていく旭に末雪が小首をかしげた。

「お母さんのお手伝いだと思う」

「ああ、ポイント稼かせぎですか。……小こ癪しやくな」

　末雪は呆あきれた。将を射んと欲ほつすればまず馬を射よ、という言葉そのままに旭は房子の懐かい柔じゆうをすませ、さらに好感度を上げる戦法に入っている。房子を味方につけた旭は、次は出張から戻もどる父親を懐柔にかかるだろう。どんどん周りが旭の味方になっていく。

「吸血鬼はあまり深く人と関かかわらないほうが安全なんですが……どうして彼はああも積極的なんでしょうね。吸血鬼のことも、花柳さんたちにぺらぺらとしゃべるし」

「水穂ちゃんたちのことが心配だから、吸血鬼のことを説明する旭を止めたの？」

「仲間の中には、僕以上に吸血鬼が認にん知ちされるのを嫌きらう者もいますから」

　人間のように暮らしていたのも、末雪の外見なら、学生としての生活が自然と考えてのことらしい。そして、アパートがあったのは、もともと彼の家が建っていた場所だと説明された。懐なつかしいはずだ。しーちゃんという愛あい称しようも桜子がつけたものだった。

「菱川さん、十じゆう字じ架かのネックレスを持ってますよね？」

「十字架って……レクリエーションで旭からもらったやつ？　しまってあるけど」

「つけていてください。いざとなったら額に押しつければ悶もん絶ぜつします」

　恐おそろしいことをさらりと告げる。そして、ドアを気にしながらポケットから指輪を取り出した。大おお粒つぶのダイヤの周りに小こ粒つぶのダイヤが並び、見るからに高そうな一品だった。

「それ、教会で月影が私の指にはめた……」

「すみません、火災のどさくさの際に預かっていました。破賀に見られると嫉しつ妬として手がつけられなくなりそうだったので、売り払はらってさっさと金に換かえようと思ったんです。後あと腐くされなく」

「そ、それはちょっと……」

「はい。そう思って」

　スタスタと窓に向かった末雪は、窓を開けるなり思い切り振ふりかぶった。止める間もなく腕うでを振り切ると、青空にきらりと光が瞬またたいた。

「え。えええええ!?　投げたの!?　今!?」

「……川に落ちたみたいですね。……なんですか、惜おしいですか？　あの吸血鬼に未練が？」

「そ、そういうわけじゃ……ないけど」

　責めるような眼差しに彩音はぶんぶんと首を横にふる。

「……月影は、どうなったの？」

「教会の焼け跡あとからはなにも見つからなかったそうです。僕も確認しました。あの火災では生きてはいないでしょうね」

　やっぱり、そう思うと胸が苦しくなって彩音はそっと目を伏ふせる。あの夢は夢でなく、もしかしたら真実だったのかもしれない。せめて真実であれば、そう思う。

「僕も一つ訊きいていいですか？　菱川さんは、前世の記き憶おくを取り戻してませんか？」

　びくっと肩かたを揺ゆらした彩音に、末雪が「やっぱり」と渋じゆう面めんになった。

「しばらく破賀には隠かくしておいてください。記憶が戻ったなんて知ったら、あなたから離はなれるのを嫌いやがります。奇襲に支障が出るし、貞てい操そうの危機にも繫つながりかねない」

　彩音は真っ青になった。今でさえ過か剰じようなスキンシップに心臓がもたないのに、これ以上はとても無理だ。想像するだけで卒そつ倒とうしてしまう。

「わ、わか、わかった……!!」

　彩音がぶんぶんうなずいていると旭が生クリームと苺いちごを添そえたシフォンケーキを持って戻って来た。白いティーポットは来客用だ。はじめはぎこちなかった食器の扱あつかいも、いつの間にかずいぶん様になっていた。

「そんなところでスキルを磨みがかず戦略を考えてください。アホなんですか、あなたは」

　しかし、末雪は冷静だ。紅茶を入れる旭の手がぴくりと揺れる。

「その口、塞ふさいだほうがよさそうだな。ケーキと紅茶、一度に飲ませてやろうか？」

「そんな下品な食べ方、あなた以外の誰がするっていうんですか？」

　ああ？　っと睨にらみ合う旭と末雪に彩音が慌あわてた。

「末雪くん！　あ、あのね、旭、もともとこういうこと得意じゃなくて、二人で料理してたときはよく食器割ってたの。だから、すごくすごく頑張ってるから……!!」

　そこまで言ったとき、旭がティーポットをテーブルに置いた。怖こわいくらい真剣な眼差しの旭は、そのままぎゅっと彩音を抱だきしめてきた。ひゃっと変な声が出る。

「旭、なに？　どうしたの？」

「それを知ってるのは、桜子だけだ」

　なにを言われているかわからずに彩音はぽかんとする。額を押さえて溜ため息いきをつく末雪を見て、彩音はようやく失態に気づいた。隠しておけと言われた矢先、フォローのつもりで前世の記憶を口にしてしまったのだ。

「彩音」

　こめかみに口づけられ、真っ赤になって暴れる。ちゅ、ちゅっと、移動するキスがまぶたに落ちる。角度を変え、唇くちびるが鼻筋を下りてくる。

「旭！　旭、ストップ！　末雪くんいる！」

「気にするな」

「気にする──!!」

　叫さけぶ彩音の唇に、旭が唇を重ねてくる。甘やかな吐と息いきと熱にぞくりとする。好きな人に求められて嬉うれしくないはずがない。けれど流されるのは違ちがうと思う。必死で拒きよ絶ぜつしていると、

「いい加減にしてください。獣けものですか、あなたは。恋れん愛あいは相手の意思を尊重してこそです」

　末雪が呆れたように溜息をついた。旭ははっとしたように顔を上げ、すぐに真っ赤になる彩音を抱き直して末雪を睨んだ。

「お前も彩音が好きなんだろう？」

「あ、旭!?」

「……何度も言うようですが、別に、好きというわけじゃありません。どちらかというなら妹を見ている気分です。桜子様とは家族同然に育ってきたんですから」

「そうか」

　ほっとする旭は聞こえなかったのだろう。

「──あくまでも桜子様の場合ですが」

　末雪が小さく続けた言葉を。彩音がぎょっとして顔を上げると、まさか聞こえていたとは思わなかったのか、末雪は驚おどろいたように口を手でおおった。考えるように彩音からいったん視線を逸そらし、すぐににっこり微笑んで、旭に別の話題をふった。

「言っておきますが、全国行脚の予定に変へん更こうはありません。それに僕も、人間に戻る方法を探さなきゃいけないんです。面めん倒どうごとはさっさとすませましょう」

「……お前、人間に近づくどころか吸きゆう血けつ鬼きの上位クラスに入ったんだぞ。自覚あるのか？」

「もちろんあります。でも、僕の目標は高いんです。死に場所を探すなんて弱気すぎました。人に戻るために〝親〟をも利用する。それが僕の選ぶべき道です」

　眼鏡を中指で押し上げ、末雪はきりりと言い放つ。平へい穏おんな生活の中に混じり込む奇き妙みような空気──彩音はそれが心地ここちよく感じはじめている自分に気づいて少し驚く。

「……まあ、彩音が安全になるのなら」

「週末は全国行脚ですよ」

「彩音も一いつ緒しよに」

「人の話聞いてます？」

　呆れ顔の末雪を旭が軽く睨む。そんな二人を見て、彩音がくすりと笑った。







　あとがき




『緋ノ刻印 Ⅱ』をお手に取ってくださってありがとうございます。

　あ、〝Ⅱ〟と書きながらも完結巻です。実はいろんなパターンを考えていた当作品、ここからちょっとネタバレになりますので、本編未読の方はぜひ本編をご覧になってからお読みください。




　主しゆ軸じくは旭と彩音の恋こいの物語と前世の記き憶おくにまつわるお話なのですが、そこに、

・始祖が絡からんでくるパターン

・チェイサーと呼ばれるダンピールのハンターが絡んでくるパターン

・町がデス・シティ化するパターン

・黒羽が味方になるパターン

・末雪がラスボスになるパターン

　という展開案がありました。友人がグールになったり、彩音の記憶が戻もどらないパターンというのもありました。しかしなぜか絶対ブレなかったのが月影のあのラストだったという……。いい人ではないんですが、ああいうズレた一いち途ずキャラは好きなので書いていて楽しかったです（春画贈おくって怒おこられて、なぜか惚ほれちゃう誤った人間性）。あと、黒羽の乙おと女めモードも。




　イラストを担当くださったまりも様、しっとりした雰ふん囲い気きの素す敵てきなカラーと挿さし絵えをありがとうございます。一巻に引き続き格好いい男性と可愛かわいらしい女の子、うっとりと堪たん能のうさせていただきました！

　編集のＩ様も、引ひき継つぎでばたばたしている中でのご助力、本当にありがとうございました。二巻、出てよかった……っ。




　さて、犯罪チックに片かた想おもいされていた彩音も記憶を取り戻し、晴れて両想いに。そして、強力な助すけっ人と兼けんお邪じや魔ま虫（※末雪）を得た旭の苦く悩のうは続くということで、ここから先の物語は皆みな様さまにお預けいたします。

　最後まで読んでくださってありがとうございました。

　またどこかでお目にかかれますように。





二〇一四年十一月　梨沙　　
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